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プロローグ









　サン・ピエトロ大聖堂。

　この大聖堂は10年前に一度倒とう壊かいした。

　歴史ある建物も、礼拝堂のモザイク画も、聖人像も、何もかも粉々になった。

　異い端たんの神々の手によって。

　しかし、今ではもう破は壊かいの跡あとはほとんど補修され、昔と同じように世界有数の観光地として多くの人が訪れている。

「───」

　毎朝、観光客が入る前にひとりでここの礼拝堂に入ると、私はいつも同じ事を考える。

　これを建て直すためのお金があれば何人を餓うえから救えただろう、と。

　あるいは大聖堂ではなく病院を建てれば何人が死なずに済んだだろう。

　大聖堂修復に使った建材があれば何軒けんの家か屋おくが建っただろう。

　実際、反対する者も多くいたという。

　ただでさえ神への憎ぞう悪おが深い時代だ。

　いかに聖書の言葉を置き換かえたところで、拭ぬぐいきれぬ人々の嫌けん悪お感がある。

　修復後も、何度か爆テ破ロ未み遂すい事件が起きた。

　世界中にこの大聖堂の存在を嫌きらう人間がいる。

　同時に世界中にこの大聖堂の存在を好む人間もいる。

　ここには毎日多くの観光客が訪れる。

　昨日も今日もたぶん明日も。

　ここを好む人嫌う人両方がいる。

　それは真聖教会も同じ。

　神話戦争後、多くの信徒が教会を去った。

　多くの部外者が教会に対するバッシングを始めた。

　一方で残った信徒も多くいる。

　逆に戦後に入信した人もたくさんいる。

　そういった人たちは教会に救いを求めてやってくる。

　それは祈いのりであったり懺ざん悔げであったり、人によって形は異なる。

　祈りは無形で、無意味という人もいる。

　でも毎日祈りを捧ささげることで、心が救われた人もいる。

　この大聖堂も同じ。

　これを建て直すために使ったものをほかに使えば、それによって救われたものもあるだろう。

　けれど再建された大聖堂を訪れることで、何かが救われた人もいるのだ。

　万ばん人にんが求むる唯ゆい一いつの救いなどこの世にはない。

　だからこそ私たちはこう告げる。

　主は自ら助くる者を助く、と。

　教会が齎もたらす救いとは、信徒自身の祈りのことだ。

　彼らは彼らの祈りによって彼らを助く。

　そこに神主の介かい在ざいする余地はない。

『唯一神』も同じだ。

　仮に万能の力を持つ者がいたとしても。

　それが個人である限り、全ての人を救うことはない。

　必ず取りこぼされる人がいる。

　昔はその取りこぼされた人を「異端だ！」と指差せばよかったけれど。

　今の時代はそうもいかない。

　次に齎される救済は万能でなければならない。

　この救いのない時代を救うため。

　万人を救うために。

　私は──

「大聖女様！」

「───」

　思し索さくに耽ふけっていた私の意識は、背後から呼ぶ声で寸断された。

「またこちらにいらしたのですね」

「ええ、ごめんなさい。手間をかけさせたわね」

「いいえ！　決してそのようなことは」

　私が軽く頭を下げると、シスターは大おお袈げ裟さなくらい手と首を横に振ふった。

　その仕草がおかしくて、私はつい笑ってしまう。

「私を呼びに来たということは、もう皆みな様さまそろっていらして？」

「は、はい。教皇猊げい下かもすでにお見えになってます」

　シスターはコホンと咳せき払ばらいしつつ頷うなずいた。

「そう。では私も参らなければなりませんね」

「はい。では聖庁に」

　私は先導するシスターのあとについていく。

「ところで、大聖女様は毎朝こちらで何を祈ってらっしゃるのですか？」

　前を行くシスターがふと振り返って私に尋たずねた。

　どうやら彼女には私の思索している様子が、主への祈りに見えたらしい。

　別に隠かくすことでもないので私は答える。

「みんなを救う方法について」
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「新生神話同盟だと……？」

　天てん華かが口にした言葉を聞いて、俺の背中に冷たい汗あせが流れる。

　新生神話。

　それはかつて天華がこのローラシア島で為なそうとしたことだ。

　おまけに……。

「第二次神話戦争アンスロポスマキアとは……どういうつもりだ、天華？」

「んー？」

　俺の低く問う声に、天華は愛くるしい笑顔で小首を傾かしげてみせる。

「説明、いる？」

「当たり前だ！」

　妹のふざけた態度に思わず声を荒あらげる。

「えー、ホントに分からないかなー？」

「……っ！」

　言わんとすることは分かる。

　言葉の響ひびきで、その意味は充じゆう分ぶんに察することができる。

　しかし、その意味するところが、あまりにも絶望的すぎて。

　それが妹の口から告げられたということが、あまりに受け容いれがたくて。

「お前は……何をするつもりなんだ」

　俺は愚おろか者のように繰くり返し問い返すしかできなかった。

　天華は俺の心の中の葛かつ藤とうを見み透すかすようにコロコロと笑う。

「何をって言われてもなー、言葉の通りだよ」

　そう言って、天華は両りよう腕うでを広げる。

「十年前の続きを始めるの。神が人を蹂じゆう躙りんし、世界の覇は権けんを競う戦争を」

　かつて三日で十五億人を殺した戦争。

　その続きを始めると、天華は言った。

　妹の背後に付き従うのは、神界を滅ほろぼした七なな柱にんの神々。

　マヤ・アステカ神話のテスカトリポカ。

　日本神話の伊い邪ざ那な美みの大おお神みかみ。

　インド神話のシヴァ。

　エジプト神話のアメン・ラー。

　ギリシャ神話のハーデス。

　北ほく欧おう神話のロキ。

　ケルト神話のルー。

　いずれも各神話の最高神に匹ひつ敵てきする顔かお触ぶれだ。

　世界を破壊することなど造作もない。

「……で、それを教会私たちに宣戦布告する理由は？」

　話を聞いていた師し匠しようリズ・スレイが刀を肩かたに担かつぎながら頭上の天華に問う。

　彼女とクレイマン──教会側の神しん罰ばつ者たちと、先程まで俺たちは戦っていたのだ。

　しかし、そこに天華が現れ戦せん闘とうは一時中断した。

　ただの膠こう着ちやく状態に近いが、それとは明らかに違ちがう。

　ここには聖餐管理機構エウカリステイア・真聖教会・新生神話同盟──強大な力を持つ世界の三大勢力が揃そろっているのだ。

　三つ巴どもえの睨にらみ合いによる危あやうい均きん衡こう。

　何かのキッカケで、あっさりとそれは崩くずれ去る。

「はっ白しら々じらしい」

　そんな緊きん迫ぱくした空気の中、天華は師匠の質問に対し大袈裟に嗤わらった。

　嘲あざける微び笑しようと侮ぶ蔑べつの瞳ひとみで師匠たちを見下ろす。

　その口くち許もとは残ざん酷こくに歪ゆがむ。

「ちょーどいいや。ここで教会の戦力を削けずっておこうかな」

　天華は手に持つ傘アイギスを師匠たちに向ける。

　その先せん端たんに集まる紫し電でん。

『雷霆ケラウノス』。

　ギリシャ神話最強の神造兵器。

　天華はそれを何の躊躇ためらいもなく師匠に放った。

「くっ！　師匠！」

　吹ふき荒れる轟ごう雷らいから顔を庇かばいながら俺は叫さけぶ。

　叫ぶ、が、迂う闊かつには動けない。

　俺の腕の中でマリアはまだ気を失ったままで、仲間たちも戦闘で傷ついているからだ。

　俺は天華たちを警けい戒かいしながら、土つち煙けむりが晴れるのを待った。

　やがて土煙が消えて現れたのは──純白の翼つばさ。翼。翼。

「!?」

　それは師匠やクレイマンの翼に比べると、まだしも物質的な普通の翼に見えた。

　だが紛まぎれもなく天使の翼。

　幾いく重えにも重ねられた翼は防護膜シエルターのように『雷霆ケラウノス』を防いでいた。

　その翼が開くと、中からは師匠とクレイマンのほかに十数人の男女が現れる。

「あれは……」

　中には見覚えのある顔もあった。

　確か、バチカンでともに師匠の修行を受けたが、途と中ちゆうで脱だつ落らくした同どう輩はいだ。

　彼らは異い端たん審しん問もん官になれなかったはずだ……それが、なぜ天使の姿でここに？

「ふーん、それが例の量産型天使？」

　天華は天使たちを醒さめた目で見下ろし、忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「接せつ尾び語の天使──『主』を表わす『el』をつけることで人為的に作られた天使たち。ホント、アンタたちは力を得るためなら手段を選ばないね」

「お褒ほめに与あずかりどーも」

　天華の皮肉交じりのセリフも師匠は軽く受け流す。

　その態度がお気に召めさなかったようで、天華は口許をヒクつかせ。

「言っておくけど、今のはおにーちゃんを巻き込まないように手加減したんだからね」

「はいはい」

「うーわムカつくー」

　天華の額に青筋が浮うかぶ。

　幼少時代のこともあり、教会に対する沸ふつ点てんが低い。

　一方、師匠も刀を構え、

「ムカつくならかかってきたらどう？」

　と、余よ裕ゆうたっぷりに天華を挑ちよう発はつする。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつだが……この状じよう況きようで、俺たちはどう動くべきか？

　本来ならば混乱に乗じて撤てつ退たいするのが定じよう石せき。

　しかし、目の前には天華がいる。

　ずっと姿を消していた妹が……！

　ここで逃にげれば二度と会えないかもしれない。

　その迷いが俺に二の足を踏ふませる。

　と。

「先走るなリズ」

　クレイマンが臨戦態勢に入っていた師匠を止める。

「ライーカ以外の勢力との戦闘は想定外だ。ここは退ひくぞ」

「何それ？」

「上の指示だ」

　無骨な同どう僚りようの淡たん々たんとした口調に、師匠はつまらなそうにため息をつく。

「凡ぼん庸よう。無ぶ粋すい。玉ナシ。マニュアル野や郎ろう」

「……言い過ぎじゃないか？」

　師匠の罵ば倒とうにクレイマンもため息をつく。

　あのふたりが仲悪いのは変わっていない。

　だが、あの様子なら教会側は退くか？

　それが俺たちにとってよい展開なのかは分からないが……それ以前に。

「なぁーんでアンタら無事に帰れる気になってるのかなー？」

　空の上から天華が低い声で言う。

　彼女はまだ臨戦態勢を解いていない。

　いくら師匠たちが退くつもりになっても、天華がその気ならここは修しゆ羅ら場ばになる。

「神しん仙ぜん雷らい火か……どうする？」

　隣となりで剣けんを構えるブリュンヒルデが訊きいてくる。

　乱戦になれば、先の戦闘でダメージを負った俺たちが不利だ。

　最悪、犠ぎ牲せい者が出る可能性も……！

「……っ」

　が、ブリュンヒルデの問いに俺が答える前に。

「けどまーいいや」

　天華が傘かさを下ろした。

「今日はおにーちゃんに会いに来たんだし、おばさんたちはもうどっか行っていいよ」

「あ？」

「やめろリズ」

　天華のセリフにキレかける師匠を、クレイマンが後ろから羽は交がい締じめにして止める。

「では我々はここで失礼する。いずれまた会うだろう」

「離はなせクレイマン。あのガキぶった斬ぎる」

「どっちがガキだ。我が慢まんしろ」

「うるさい。お前にセクハラされたって言い触らすぞ」

「言いがかりにもほどがある」

　クレイマンは師匠を羽交い締めにしたまま、背中の翼で空へと浮き上がる。

　そのまま彼は天使部隊を率いて島を去った。

　天華も特に追つい撃げきするつもりはないらしく、その仲間たちも手を出さなかった。

　そうして、俺たちだけが残る。

「……」

「……」

　三つ巴からシンプルな対立構造となったことで緊きん張ちよう感が増す。

　もはやこの場に第三者という名の抑よく止し力りよくはない。

　天華がその気ならまた戦闘が始まる。

　ただでさえ対教会勢力からの連戦。

　戦えば確実にこちらが不利だ。

　しかし、妹に問いただしたいこともあった。

「天華。お前の狙ねらいは何だ？」

「んー？」

「なぜ教会に宣戦布告した？」

　俺は師匠と同じ問いを口にする。

　先程天華は白々しいと笑って誤ご魔ま化かした。

　師匠もそれ以上は問わなかった。

　それはつまり教会側から見た時、天華が宣戦布告する理由は明白だということだ。

　転じて、天華には教会と戦争をする理由があるということ。

　その理由とは何だ？

「……」

　天華は微笑を浮かべるばかりで何も答えない。

　その目は俺を試しているようにも見える。

　俺の口から理由を言い当ててみろということか。

「やはり『遺骸レリツク』は教会が隠かくし持っているのか？」

　俺はずっと抱いだいていた疑ぎ惑わくを天華に問う。

　妹と別れた日に彼女が残した言葉。

『遺骸レリツク』の行方ゆくえ。

　その在あり処かを俺なりに推理した結果、一番怪あやしいのが教会だという結論に達した。

　だからこそ俺は教会と距きよ離りを取り、聖餐管理機構エウカリステイアに身を寄せたのだ。

　その結果が師し匠しようたちとの戦せん闘とうだが……いや、それはいい。

　問題は『遺骸レリツク』が本当に教会にあるとして。

　天華の目的がその奪だつ取しゆであり、そのための宣戦布告だとしたら。

「『遺骸レリツク』を手に入れるために教会と戦争をするつもりか」

「うん。正解」

　天華は笑って頷うなずく。

「『遺骸レリツク』さえ手に入れば、今度こそ『唯ゆい一いつ神しん』の権能を復活させられるもん」

「……後ろの連中の目的もそれか？」

「うん、そうだよー。皆みんなには協力の見返りに、好きなお願いを叶かなえてあげるつもり」

『唯一神』の権能があればそれは容易なことだろう。

　だが、それは不可能だ。

　なぜなら彼女は三ヶ月前に『残滓ケイオス』を俺に奪うばわれている。

『遺骸レリツク』は確かに『残滓ケイオス』に匹ひつ敵てきする素材マテリアルだ。

　だが所しよ詮せん素材は素材に過ぎない。

『唯一神』の権能を復活させるには、それだけでは不十分。

　かつて天華がこの島で行った神話術式のような、入念な準備と儀ぎ式しき、そして膨ぼう大だいな魔ま力りよくが必要となる。

　そして、あれには神話代理戦争という舞ぶ台たいが不可欠だった。

　ゆえにたとえ天華であってもあの規模の術式は二度と行えない。

　つまり彼女が仮に教会から『遺骸レリツク』を手に入れても、それだけでは意味がない。

「……」

　だからこそ、天華は俺から『残滓ケイオス』を奪い返したいはずだ。

『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』。

　そのふたつが揃そろうなら、『唯一神』の権能の復活も可能だろう。

　この世の理ことわりを司つかさどる力を手に入れ、妹は今度こそ成し遂とげるつもりだ。

　世界への復ふく讐しゆうと己おのれの願望の成じよう就じゆを。

　だが。

「お前の思い通りにはさせないぞ、天華」

　俺は固い意志とともに言う。

「へぇー、おにーちゃんにそれができるかなー？」

　天華はクスクスと笑いながら答える。

　その目は、やれるものならやってみろ、と俺に告げていた。

　と、その時。

「お姉様に楯たて突つくなんて赦ゆるせま、せん」

　大おお鎌がまを構えたハーデスが俺と天華の間に割って入る。

　その目は静かな怒いかりに満ち、俺に対して殺意を……。

　ん？

　お姉様？

　天華のことか？

「お姉様お願いです、この場で皆みな殺ごろしにする許可を下さい」

　ハーデスは天華を振ふり返ってそう嘆たん願がんした。

　やはり俺の妹のことだったようだ。

　いや、神話上のゼウスとハーデスの関係的には間ま違ちがっていないが。

　あれはゼウスではない。

　そのことは三ヶ月前に露ろ見けんしている。

　当然ハーデスも知っているはずだ。

　なのになぜ「お姉様」と呼ぶのか？

　と。

「ていっ」

「キャウンッ！」

　いきなり天華がハーデスの額を傘かさでどついた。

　全力ではなかろうが、結構ないい音がした。

「お、お姉様？」

「ハーデスちゃんさぁ……あたし言ったよね？　おにーちゃんだけは絶対に傷つけちゃいけないようにって」

「あう……」

「ほかの莫ば迦かがちょっかい出さないように見張ってとも言ったよね？」

「は、はい」

「あまつさえテスカトリポカをけしかけて、おにーちゃんを襲おそわせたってどういうことなのかなー？」

「なぜ、そのことを……」

「ロキが告げ口してきた」

「私がチクりました！」

「この変態半はん裸ら男……あとで殺し、ます」

　急に内うち輪わ揉もめが始まった。

　しかし、今のやり取りでひとつ確信したことがある。

　天華は仲間に俺が『残滓ケイオス』を持っていることを告げていない。

　でなければ、「俺を傷つけるな」という命令に仲間は納得しないはずだ。

「……」

　ならこの場で俺が『残滓ケイオス』を持っていると明かす選せん択たく肢しもある。

　おそらくだが、そのひと言で新生神話同盟を分ぶん裂れつさせられるだろう。

　少なくとも天華の味方は減る。

　そうなれば彼女の目的は阻そ止しできるかもしれない。

　だが……そうした場合、十中八九この場で戦闘が起こる。

　最悪新生神話同盟の六ろく柱にんが敵に回り、天華は天華で彼らに報復される恐おそれまである。

　今のコンディションで奴やつらから妹と仲間を護まもりきる自信はない……。

　即すなわち、『残滓ケイオス』の所在を明かす選択肢は却きやつ下かだ。

　そして、この結論に俺が到いたることを天華は見越しているだろう。

　相変わらず妹の手の平の上、か。

　俺が歯は嚙がみしていると。

「おいゼウス。いい加減茶番はやめろ」

　ハーデスを小こ突づき回す天華に、仲間のひとりが話しかけた。

　空飛ぶ舟ふね──おそらく太陽の舟──に乗る少年アメン・ラーは、呆あきれ顔で天華の顔を眺ながめる。

「お前がその兄を仲間に迎えたいと言うから、我々はこんな寄り道をしているのだぞ」

「あーごめんごめん」

　天華は反省の色のない返事をしつつ舌をぺろりと出す。

　それから彼女は再び俺の方に振り向いて、

「というわけで、おにーちゃんアタシたちの仲間にならない？」

　と、軽い口調で勧かん誘ゆうしてきた。

　俺は無言で拒きよ否ひする。

「またお姉様の誘さそいを断って……」

「ハーデスは黙だまってて」

　再び俺に不快感を露あらわにしたハーデスを天華が蹴けっ飛ばす。

「キャウンッ」

　ハーデスは犬みたいな悲鳴を上げ、蹴られた頰ほおを撫なでながらどこか恍こう惚こつとした表情で後ろに退しりぞいた。

「まっ、おにーちゃんはそう答えるよね。じゃあもうここに用はないかな」

「だったらよー、早く戦争に行こうぜ。体がウズウズして仕方ねぇ」

　交こう渉しようが終わったとみるや、テスカトリポカが口を開く。

「そうね」

　テスカトリポカのセリフに、俯うつむいていた女──イザナミも同意の言葉を吐はいた。

「私は早くイザナギの子たちを殺したいの。一日に千人じゃ、もう足りないのよ」

「……ッ」

　イザナミの不ふ穏おんなセリフに俺は思わず身構える。

　──伊邪那美大神。

　神かみ世よ七代。天地開かい闢びやくとともに生まれた最初の七なな柱にんの神の末まつ妹まい。

　双ふた子ごの兄であり夫の伊い邪ざ那な岐ぎの大おお神みかみと、天あま之の沼ぬ矛ぼこで大地を造った。

　その後、イザナミは多くの神を産むが、火ひ之の迦か具ぐ土つちの神かみを産んだ際の火傷やけどが因もとで死んでしまう。

　悲しんだイザナギは妻のイザナミを迎えに根ねの国まで赴おもむいた。

　イザナミは地上に戻もどる方法を他の神に相談するとイザナギに告げるが、そこでひとつの条件を出す。

「相談を終えるまで決して私の姿を見てはならない」

　冥めい界かい下りのエピソードにはよくある条件だが、他の類型神話と同様にイザナギもその禁を破ってイザナミの姿を見てしまう。

　そしてイザナギが目にしたのは、腐ふ乱らんしたイザナミの姿だった。

　妻の変わり果てた姿を見たイザナギは逃にげ出してしまう。

　イザナミは夫のあとを黄泉よもつ比ひ良ら坂さかまで追いかけるが。大岩で地上への入り口を塞ふさがれてしまう。

　その時点で、イザナミの夫への愛情は霧む散さんし、残ったのは憎ぞう悪おだけ。

　別れ際ぎわ、イザナミはこう言う。

「あなたの裏切りの報むくいに、私は一日に千人の人間を殺すでしょう」

　それに対してイザナギはこう返す。

「ならば私は一日に千五百人の人間を産むとしよう」

　と、ここまでが日本神話に記された話だが……。

「一日に千人じゃもう足りない……もっと、もっと殺さないと。千人、万人、億人と、殺して、殺して、殺さないと」

　イザナミは俯いたままボソボソと呪のろいを吐き続ける。

　その怨おん念ねんに狂きよう気きを感じる。

　こんな奴まで天華は仲間に加えたのか……。

「はいはーい。いくら殺してもいいけど、テスカトリポカもイザナミもおにーちゃんには手を出さないでよね。それはアタシのなんだから」

「へいへい」

「……分かってるわよ」

　釘くぎを刺さす天華に、テスカトリポカとイザナミが返事する。

　その時、天華を見上げたイザナミの、前まえ髪がみで隠かくれていた素顔が露わになって。

「「えっ……」」

　俺と姫ひめ子こは、呼吸を止めた。

　その顔に見覚えがあったから。

　いや、見覚えどころではない。

　忘れたくても忘れられない。

　特に、姫子は。

「お姉、、、、ちゃん、、？」

　姫子の手から天あめの羽は々ば斬きりがガランと音を立てて落ちる。

　彼女はそのままフラフラとイザナミに近づこうとしたので、俺は慌あわててその肩かたを摑つかんで押し止とどめた。

「離はなし、て雷火、、、お姉ちゃんが、お姉ちゃんが」

　うわごとのように繰くり返し、イザナミに手を伸のばそうとする姫子。

「？」

　一方のイザナミはただ怪け訝げんな視線を寄よ越こすだけだった。

　神話代理戦争に巻き込まれて死んだ姫子の姉──櫛くし鉈なだ撫なで子この器顔で、まるで他人を見るように。

「───」

　その視線に姫子はショックを受けたように立ち尽つくす。

「……っ」

　俺も自分の理性を保つので必死だ。

　よりにもよって櫛鉈先せん輩ぱいの死体を弄もてあそぶとは……！

「天華……これもお前の仕込みか？」
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　俺は感情を殺して妹に問いかける。

　櫛鉈先輩とは天華も顔馴な染じみだ。

　もしこれが意図的なら……。

　最悪の場合を想定するが、天華は軽く笑って。

「まっさかー、そこまでアタシ悪あく趣しゆ味みじゃないよ」

　そう言って手をヒラヒラと振ふる天華を、俺は何とも言えない気持ちで見つめた。

「撫子先輩を選んだのは、単にイザナミちゃんと相あい性しようがよかったからだよ。地上に未練のある死者っていう点でね」

「あ……ぁ……」

　天華の発言に姫子がか細い嗚お咽えつを漏もらす。

　それは彼女の心を抉えぐるのに充じゆう分ぶんな言葉だった。

　だが天華はこちらのことなど意にも介かいさず。

「おにーちゃん、アタシたちは一週間後に教会の本ほん拠きよ地ちを襲う予定だから。その日になったら、今度こそ願いを叶かなえるよ」

　天華はそう言って笑って、俺たちに背を向ける。

「それじゃまたね、おにーちゃん」

「天華！」

　俺は叫さけぶが、妹は振り向かない。

　彼女たちは太陽の舟に乗り込むと、そのままどこかへと飛び去っていく。

　俺にはその遠ざかる船せん影えいを見送ることしかできない。

　止められない……。

　そして始まってしまう。

　新生神話同盟対真聖教会の全面戦争が。

「……クソッ」

　予想される凄せい惨さんな未来に対し、今の俺にできるのは悪態をつくことだけだった。




　　　　２




　二日後。




　騒そう乱らんの一夜から二日が経たっても、まだローラシア島はパニックの只ただ中なかにあった。

　東区の爆ばく発はつに大穴。

　西区で多数目もく撃げきされた天使。

　もはやこの島に夜時間の異界化という仕し掛かけはなく、それらの事象の全ては一いつ般ぱん生徒の目に晒さらされる結果となった。

　生徒たちがパニックに陥おちいるのは必然。

　それに対応する聖餐管理機構エウカリステイアも襲しゆう撃げきで多数の職員を失った。

　人員不足で現場は今なお混乱状態。

　無事だった東区の職員寮りよう及および学園の職員室には生徒が押しかけ、また何が起きたのかと説明を求める声で埋うめ尽くされていた。

　一方、俺たちもロクに睡すい眠みんすら取れていなかった。

　師し匠しようたち教会勢力との戦せん闘とう。

　天華たちとの接せつ触しよくと駆かけ引き。

　全ぜん壊かいした地下施し設せつからの人命救助。

　島内の被ひ害がい状じよう況きようの把は握あくと整理。

　その他諸もろ々もろの情報収集。

　ここまでずっと休みなしだ。

　いつも飄ひよう々ひようとしている涙るい々るいでさえ疲ひ労ろうの色が濃こい。

　俺たちは疲つかれた体に鞭むち打うち、皆みんなで聖餐管理機構エウカリステイアの会議室に集まっていた。

　集まったのは俺と仲間たち、それに匣はこノの木ぎ。

　匣ノ木もあの夜地下施設にいたが、エミリーに護まもられて無事だった。

　とはいえ全身にケガをし、頭にも包帯を巻いている状態だ。

　もっともケガの具合については俺も人のことは言えないが。

　それでも俺も匣ノ木も休むわけにはいかない理由があった。

「まずは天華君の言っていた〝神界の崩ほう壊かい〟についての報告だけど、おそらく事実であろうという結論が出た」

　神界の崩壊。

　俄にわかには信じがたい話だが、この二日間神界に対してあらゆるアプローチを試みても応答はなかった。

　おまけに天華がこの島に現れたというのに何の反応もない。

　天上の神々が健在ならあり得ないことだ。

　なら……やはり天華の語ったことは真実なのだろう。

「そんな……ルー様が本当に……」

　そのことに一際ショックを受けているのがアリアンロッドだ。

　他の皆も動どう揺ようはしているだろうが、彼女の狼ろう狽ばいぶりは殊こと更さらだった。

　しかし、ここで彼女のフォローに費やす時間はない。

　問題はまだまだ山積みな上に、現在もなお進行中なのだから。

「まったく、ホント参ったね、どうも……」

　匣ノ木は力なく笑い、俺に持っていた資料を回してくる。

「……」

　俺は受け取った資料に目を通し、無意識に眉み間けんに皺しわを寄せた。

　それは島の外から送られてきた報告書。

　現在、世界中で発生している被害状況の報告だ。

　推定死者数一億五千万人超ちよう。

　推定行方ゆくえ不明者数五億人超。

　中国首都北ペ京キン及び周辺都市──壊かい滅めつ。

　ハワイ諸島──消しよう滅めつ。

　アメリカ西海岸主要都市及びメキシコ合衆国──壊滅。

　被害は中部から東海岸へ向けて拡大中。

　ブラジル連れん邦ぽう共和国首都ブラジリア──消滅。

　また同国内は国土全域が焦しよう土どあるいは死都と化し、死し霊りよう兵による生存者の殺さつ戮りくが現在も継けい続ぞく中。

　加えて南アメリカ大陸では通信及び交通遮しや断だん地域多数、なおも拡大中。

　今後の被害予想──計測不可。

「たった二日でこの被害か……」

　しかもこれは観測範はん囲い内での話。

　物理的に連れん絡らく手段が失われた場所での被害はここに含ふくまれていない。

「まあ、三日で十五億人だった十年前に比べればまだ被害は少ないね」

　匣ノ木は場を和なごませるように軽口を言った。

「……」

　言った当人が一番笑えていないし、俺も笑う気にはなれない。

　だが、いつまでも黙だまっているわけにはいかなかった。

「匣ノ木。この天華たちの移動ルートをどう思う？」

「どうっていうのは？」

「一直線にバチカンを目指すなら南アメリカ大陸を経由する必要はない」

「人類を皆みな殺ごろしにするつもりとか？」

「そんなことバチカンを滅ほろぼしたあとでもできる」

「どうかな？　ケツァルコアトルの例もある」

「……イザナミか」

　確かにあの女め神がみの視線は憎ぞう悪おに満ちていた。

「お姉ちゃん……」

　イザナミの名を聞いて、姫子が小さな嗚咽を漏らす。

　その声は俺の胸に突つき刺ささる。

「……いや、それはない」

　俺は奥歯を嚙かみ締しめて耐たえたあと、再び口を開いた。

「どうしてだい？」

「奴やつが復ふく讐しゆうを行うなら、まずは日本だろう。だが奴らは日本を素通りしている」

　被害地域からして天華たちのルートは太平洋を渡わたる東廻まわり。

　ローラシア島から太平洋側へ進めば日本のすぐ傍そばを通る。

　だが上がっている報告に日本への被害はない。

「天華は無む駄だなことはしない。この虐ぎやく殺さつにも意味があるはずだ」

「……確かに。わざと遠回りしているのと関係がありそうだね」

　俺と匣ノ木は改めて会議室の卓たく上じように広げた世界地図を見つめる。

　被害地域を全て見比べると、南アメリカ大陸が特に被害が大きい。

　しかも被害状況は今なお拡大している。

　次に国家そのものが滅ぶレベルの被害が出ているのはメキシコ合衆国。

　ハワイも島ごと消滅している。

　こうして見ると北京やアメリカ西海岸の被害は「行きがけの駄だ賃ちん」のようにも映る。

　この被害の偏かたよりの共通項こうは……。

「そういうことか」

「あーなるほどねぇ」

　俺と匣ノ木はほぼ同時に呟つぶやく。

　この二日で無ぶ精しようヒゲがさらに濃くなった男は顔を上げると、こちらに答えを譲ゆずるように口の端はを持ち上げる。

　別に嬉うれしくもないが、俺は行き着いた答えを言った。

「天華たちは真聖教会の信徒が多い地域を滅ぼしながら進んでいるようだ」

「！」

「……？」

「……？」

　俺の言葉に反応したのはマリアだけで、ほかはあまりピンと来ていないようだった。

「つまり天華たちは敵戦力を削けずりながら進んでいる？」

　ブリュンヒルデは何とか話を理解しようと呟く。

「しかし、信徒といっても一般人だろう。そんなもの戦力と呼べるのか？」

　そこへエミリーが疑問を呈ていす。

　確かに、只ただ人びとに神や天使が入り乱れる戦場で戦う力はない。

　が。

「いや、どうも教会は天使を量産できるらしい」

「ほう？」

　あの夜の一件で直接天使と戦わなかったエミリーが軽く身を乗り出す。

「天華の言っていた接せつ尾び語の天使というのを俺も調べてみた」

　俺は天華と師匠の会話を思い出しながら説明を始めた。

　──接尾語の天使。

　ここで言う接尾語とは『主』ないし『神』を意味する『el』を指す。

　著名な天使ミカエルやガブリエルを見れば分かるように、多くの天使の名前の最後には『エル（el）』がついている。

　これは初期ユダヤ教では神聖なものに『エル』をつける慣習があったためだ。

　この法則を様々な物・自然・概がい念ねんに当て嵌はめ、日本の八や百お万よろず信しん仰こうの如ごとく量産された天使を纏まとめて接尾語の天使と呼ぶらしい。

「元は最初の人類アダムを天使アダメルとしたのが最初らしいが、後世に造られた接尾語の天使はそのほとんどが民間伝承に近いデタラメだ……だが」

「それでも数は揃そろう」

　俺の言葉を匣ノ木が引き継ついだ。

　そう、接尾語の天使はその有り様そのものがデタラメであるがゆえに、非常に曖あい昧まいな解かい釈しやくを許容する。

　それは術式へ変へん換かんする時も同様だ。

　もし「神聖なもの」の解釈の幅はばを拡げ、「聖別を受けた信徒」にまで当て嵌めたなら。

「今年初めの調査によれば、真聖教会の信徒の数は世界中で約11億人だ」

「じゅっ!?」

　室内にいた何人かが息を吞のんだ。

「信徒全ての天使化が可能なのかは不明だが、最悪それだけの数の天使が戦場の空を覆おおい尽つくす」

「別に、向こうが数で来るならこっちには私がいるわ」

　卓に片かた肘ひじをついて手の平にあごをのせたポーズで涙々は言う。

「向こうは粗そ雑ざつな量産品かもしれないけど、私の英えい霊れいはひとりひとりが選えりすぐられた勇者たちよ。決して負けることはないわ」

　自らの強みを自覚した上で、涙々は傲ごう岸がんに言い切った。

　だがその考えはあながち間ま違ちがっていない。

　先程も言ったように接尾語の天使は曖昧な定義に基づく天使だ。

　ならば霊的位階は最低クラスと考えていい。

　彼女の英霊であれば十倍の戦力でも問題なく蹴け散ちらせるだろう。

「まあ、俺たちには涙々がいるが、天華にはいない。だからアイツはまず敵の数を減らしてから教会の本ほん拠きよ地ちに攻せめ込むつもりだ」

　話しながら、俺は胃が重くなるのを感じた。

　天使化する可能性があるとはいえ、信徒はただの人間だ。

　ただの人間を妹が虐殺している。

　その事実は俺に重くのしかかった。

「……っ」

　俺はそれを無理やり飲み下す。

　天華たちの意図は見えた。

　肝かん心じんなのは、ここから俺たちがどうするのかだが。

「敵の数などどうでもよい。もちろん追うのだろう、主あるじ殿どの？」

「エミリー……確かにその通りだが」

　それを言い出すのがエミリーとは少し意外だった。

　彼女は忌いま々いましそうに鼻を鳴らし、

「あの地下施し設せつでは、ラーのクソ爺じじいに好き放題されたからな。余のプライドに懸かけて、奴には雪せつ辱じよくを果たさねばならん」

　と、静かな怒ど気きを含めて呟く。

　どうやらアメン・ラーに対する怒いかりで腹の底が煮にえ滾たぎっているらしい。

「ちょっといいかな？」

　その時、匣ノ木が手を挙げた。

「どうした？」

「これから今後の方針を詰つめることになると思うんだけど、その前にひとつ確認したいことがあるんだ」

「何だ？」

　匣ノ木は無精ヒゲを触さわりながらスッと目を細め、俺を見る。

「天華君たちが教会と戦うのは『遺骸レリツク』の奪だつ取しゆのため。それは雷火君たちの報告を信じるからいいとして、だ──教会が雷火君を狙ったのは何のためなんだい？」

「……！」

「天華君たちが現れる前に、君とリズ・スレイが戦せん闘とう状態に入っていたことはこちらも確認している。聖餐管理機構エウカリステイアとの交こう渉しようは偽ぎ装そう。彼女の訪問の理由は、明らかに君にある」

「……」

「そして、これは僕の勘かんだが……君は襲おそわれた理由に心当たりがある、違うかい？」

　静かな声。問う口調。

　熱はないが、有無を言わせぬ冷たさが感じられた。

「……」

　教会の狙いは俺の持つ『残滓ケイオス』だが、そのことを匣ノ木には話していない。

『残滓ケイオス』の在あり処かをなるべく隠いん匿とくするためだ。

　今疑われているこの場面も、俺が話さなければ奴に『残滓ケイオス』のことを知る術すべはない。

　最悪でも魔ま眼がんで黙らせられる。

　それくらい匣ノ木も分かっているだろう。

「そんな質問をして、どうするつもりだ？」

「別に、たいした意味はないさ」

　匣ノ木はへらりと笑う。

　いつもより、皮肉げに。

「僕には雷火君をどうこうする力も、交渉するだけの材料もない。もし仮に僕の推測が当たっていたとしてもできることはない」

　匣ノ木はどこまで勘づいている？

　想像力をフルに働かせれば、『遺骸レリツク』の対ついになるような『何か』があると気づくこともできるかもしれない。

　もしそこに行き着いていたとして、匣ノ木の、聖餐管理機構エウカリステイアの目的は何だ？

　聖餐管理機構エウカリステイアも『残滓ケイオス』を欲ほつしているのか？

　ある意味、神界が消えたことで聖餐管理機構エウカリステイアはその存在理由を失った。

　神話代理戦争は二度と起こり得ず、ローラシア島の管理の必要も消え失せた。

　だが神々の走そう狗くとはいえ、奴らはこれまで地上において最大の力を持つ組織だった。

　神々のおこぼれで甘い汁しるを吸ったことも、一度や二度ではないはずだ。

　既お得こ権ぼ益れを失った奴らにとって、『残滓ケイオス』と『遺骸レリツク』は新たな甘い汁。

　第二次神話戦争アンスロポスマキアに乗じて奪うばい取りたいと考えるのが自然というもの。

　匣ノ木のこれは、そのための布ふ石せき？

　だとしても、今は天華たちを追うために奴やつらの力を借りなければならない。

　なら俺の採とるべき行動は。

　俺は思考を巡めぐらす。

　しかし。

「雷火君」

　俺が何か言うよりも早く、匣ノ木が先に口を開いた。

「君が子供の頃ころに受けた仕打ちを考えれば、大人を信用できないのは当然だ」

「……妙みような誘ゆう導どうを考えるな。お前らが信用できないのは、純じゆん粋すいに疑うべきだからだ」

「まあそうだね。ましてやこちらは組織……僕個人がどう思っていたとしても、上層部はこの機に乗じて神様に取って代わる力を欲しがっているかもしれない」

「いや、そもそもお前が信じるに値しない」

「ははは、手て厳きびしいなぁ」

　匣ノ木は頭を搔かく。

「でもね、雷火君。僕はそのセリフをそっくりそのまま返させてもらうよ」

「何？」

「君は信用するに足りない」

「『遺骸レリツク』のことを今まで伏ふせていた件か？　それについてはさっきも言った通りだ。これはそう簡単に話していい情報では」

「違うよ。聖餐管理機構エウカリステイアが『遺骸レリツク』の横取りを企たくらむ可能性は決して低くない。君がそれを警けい戒かいするのは当然だし、むしろ真っ当な判断だろう」

「……なら、信用できないとはどういう意味だ」

　俺は匣ノ木を睨にらむ。

　だが奴はいつものように平然とそれを受け止めた。

　魔眼を持つ俺の瞳ひとみを、恐おそれもなく見つめ返してくる。

「雷火君。君は甘い」

「……!?」

「過去のあらゆる判断が、それを裏付けてる。君は情に脆もろく、他者の命を天てん秤びんにかけられない人間だ」

「……」

「おいおい、匣ノ木とやら」

　話を聞いていたエミリーがふと口を挟はさむ。

「我が主殿に対して随ずい分ぶんな口の利きき方ではないか。それ以上の侮ぶ辱じよくは赦ゆるさぬぞ？」

「別に侮辱してるわけじゃないよ」

「ほう？」

「雷火君の感性はむしろ普ふ通つうだ。倫りん理り的に見てもね。だからダメなんだ」

「それはどういう意味だ？」

　今度はブリュンヒルデが少しムッとした顔で匣ノ木を睨む。

「君たちが次に戦うのは新生神話同盟に真聖教会。同盟には彼の妹がいて、教会は彼の古巣だ。その両方が今回の敵になっている」

　匣ノ木はそこでわざとらしくため息をつく。

「雷火君は彼女らに対して非情に徹てつすることができない。それがたとえどんな致ち命めい的てきな場面だとしても」

「あら、でも雷火にだって親友レオンを手にかけた経験くらいあるわよ？」

　涙々がそこでまた話を蒸し返す。

「最悪の二択たくまで追おい詰められれば、雷火だって覚かく悟ごくらい決められるンじゃない？」

「どうかな？」

　だが匣ノ木はやはり否定的だ。

「話を聞く限り、雷火君は頭の中を天華君に随分とイジくられていたそうじゃないか。生き残るためにレオン君を殺したというけど、それは本当に雷火君の判断か？」

「……！」

　匣ノ木の指し摘てきに、俺は心臓を鷲わし摑づかみにされたような感覚を覚えた。

　あれが、俺の判断じゃなかった……だと？

　なら、誰だれが？

　匣ノ木の言を辿たどるなら、天華が俺にそうさせたということになる。

　あり得ない話ではない。

　天華は俺の勝ち残りを前提に計画を立てていた。

　なら、俺が生を諦あきらめないように、頭の中身をイジっていたとしても不思議ではない。

　俺の記き憶おくを改かい竄ざんしていたのと同じように。

「……」

　いや。

　そんなことは今いま更さら確かめようもない。

　それにそう考えるのは卑ひ怯きようだ。

　レオンは俺が殺した。

　そこから逃のがれてはならない。

　とはいえ、今の話の論点はそこではない。

「それで、お前は結局何が言いたいんだ？」

　俺を信用できないというのは分かった。

　だがそれが何だ？

「天華と教会を止められるのは俺たちだけだ。それが不安だと言いたいんだろうが、ほかに選せん択たく肢しはないはずだ。違うか？」

「いいや、違わない。けど、少し違う」

「回りくどい。ハッキリ言え」

「なら言うけど……雷火君は逃げるべきだ」

「……何？」

「正確には、同盟か教会のどちらかが潰つぶれるまで、だね」

「漁ぎよ夫ふの利を狙えと？」

「本来三つ巴どもえの戦いっていうのはそういうものだろう？　三国志は読んだことない？」

「生あい憎にくとないな」

「だけど道理は分かるはずだ」

　確かに、匣ノ木の提案は正しい。

　他の二勢力に争わせ、その後生き残りの疲ひ弊へいした敵を斃たおす。

　理に適かなっている。

　しかし。

「……っ」

　俺には逃げられない理由があった。

　単純に同盟側が負けたら天華が死ぬ可能性が高いからじゃない。

　俺が逃げたら、天華は確実に死ぬからだ。

　俺が黙だまっていると再び匣ノ木がため息をつく。

「君がその判断を躊躇ためらっているのは天華君の所せ為いだろう？」

「なっ!?」

　思わず声が出てしまう。

　なぜ匣ノ木がそれを知り得る……!?

「天華君は君に一週間という期限を告げた。それは彼女にとって、一週間後に雷火君がバチカンにいることが必ひつ須す条件だからだ」

　コイツ……！

　今まで匣ノ木のことを見くびっていた。

　その考えを改める。

　この男は想像以上にキレる。

「ちょっと、どういうことよ？」

　話についてこれていないアリアンロッドが尋たずねてくる。

「おそらくだけど、雷火君は天華君の目もく論ろ見みを達するのに必要な『何か』を持ってる。そしてソレはきっと教会が狙ねらっていた『何か』と同」

「おい」

　勝手に推理を始める匣ノ木に俺は警告する。

　それ以上話されたら、アリアンロッドに俺が『残滓ケイオス』を持っていると悟さとられかねない。

　すでに魔ま眼がんで『支配』しているとはいえ、それはリスクが高い。

　それにしても……。

　匣ノ木の奴、いったいどこまで見み抜ぬいているんだ……？

「……」

　天華がわざわざ俺に会いに来た理由。

　当然、俺に意味のない勧かん誘ゆうをかけに来たわけではない。

　本当の理由は、匣ノ木の推理通り「俺を呼び寄せる」ためだ。

　天華は『残滓ケイオス』を俺に奪われたことを仲間に話していない。

　しかしそのウソは、教会で『遺骸レリツク』を手に入れた時に確実にバレる。

　なぜなら、天華が『残滓ケイオス』を持っているなら、『遺骸レリツク』を入手した時点で即そく『唯ゆい一いつ神しん』の権能を復活させられるはずだからだ。

　だが『残滓ケイオス』を失った天華に『唯一神』の権能を復活させることはできない。

　つまりその時に天華のウソは露ろ見けんする。

　そうなれば新生神話同盟など即そく座ざに瓦が解かいするだろう。

　その際、天華は他の神々から裏切りの報むくいを受ける。

　そうならないために妹は俺を決バ戦チのカ場ンに呼び寄せたいのだ。

『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を同時に揃そろえるために。

　仲間からの制裁を受ける前に『唯一神』の権能を復活させ、その場を乗り切るつもりなのだ。

　そして、それこそが俺が逃げられない理由。

　もし一週間後に俺がバチカンに行かなければ、同盟対教会の決戦の結果がどうあれ、天華は確実に命を落とす。

　それだけは絶対に避さけたい。

　避けなければならない、ではなく、避けたい。

　そう、これは俺がそうしたいだけであって必須条件ではない。

　匣ノ木の指摘した通り、俺の甘い願望だ。

　ただでさえ厳きびしいこの状じよう況きよう下で。

　俺は妹の命を天秤の片皿に載のせられないでいる。

　そして……俺は自分自身の判断を是ぜとしているのだ。

「なるほど……確かに、お前からすれば俺はこの上なく信用ならないだろうな」

「まあそういうことだよ」

「だが、それがどうした？」

　困難であろうとも全てを取り戻もどす。

　仲間を。

　妹の笑顔を。

　俺たちの未来を。

　レオンの時のように、もう何かを諦める選せん択たくはしないと決めたんだ。

「今行くのが得策でないと分かっていても？」

「ああ」

「君が行くことで、本当に世界は終わってしまうかもしれなくても？」

「……どちらにせよリスクはある。それに立ち向かうことに理がないわけじゃない」

　同盟対教会の勝者が決まるまで傍ぼう観かんして敵対勢力を減らし、残った勢力も損そん耗もうさせる。

　それは最終的な勝利を目指すなら最善手だ。

　だが同時に戦いが長引き、最も被ひ害がいが大きくなる選択肢でもある。

　人口の何割かは確実に消え、文明も復興不可能なダメージを負うかもしれない。

　逆に天華の誘さそいに乗ってバチカンに行き、俺たちが勝利することができればそこで全てを終わらせられる。

「ハイリスクハイリターンではある。しかしここで逃げた場合、天華か教会のどちらかとは正面から戦わなければならない」

　敵勢力と一対一で正面衝しよう突とつする場合、お互たがいの全力をぶつけ合うことになる。

　しかし、三つ巴状態であれば話が変わる。

　たとえば俺と天華が戦う状況が起きたとしても、天華は全力を俺に向けられない。

　第三勢力──教会の横よこ槍やりを常に意識しなければならないからだ。

　それは向こうの隙すきになる。

　上う手まく状況を利用すれば、戦せん闘とうそのものを回かい避ひすることも可能だろう。

「俺たちの目的を敵の殲せん滅めつではなく『遺骸レリツク』の奪だつ取しゆ……いや、破は壊かいに設定すべきだ。それを前提に考えるなら、戦局が入り乱れて混乱した状況下の方がこちらの有利メリツトに働く」

　無論、メリットと同等以上のデメリットもある。

　だが結論は変わらない。

　そもそも匣ノ木自身が最初に言ったように、奴やつには俺たちを翻ほん意いさせるだけの力がないのだ。

　奴にできるのはあくまで説得まで。

　俺が考えを変えないなら意味はない。

「話は終わりか？」

「いいや、最後にもうひとつ」

「何だ？」

「僕もついていっていいかな」

「……？」

「どちらにせよバチカンへの移動には航空機が必要だ。僕なら操縦できる」

「それで、どさくさに紛まぎれて『遺骸レリツク』を手に入れるつもりか？」

「不安なら『支配』すればいい。というか、最初から操縦士は『支配』するつもりだったんだろう？　それを僕にしてくれってことさ」

「……死ぬぞ？」

　冗じよう談だんではなく、俺は言う。

　一週間後のバチカンは文字通り人外魔ま境きようの地じ獄ごくと化す。

　そこへついてきたらどうなるか、分からない奴ではないはずだ。

　しかし、匣ノ木は、

「いいよ。そうなった時はそうなった時さ」

　ヘラヘラと、いつものように答えた。

　いつの間にかいつも通りの笑い方に戻っていた。

　それが逆に、奴の決意が固いと感じさせた。

「……ならいい。こちらも死地に連れて行くなら、そこに意志がある奴の方が助かる」

　俺は小さくため息をつき、匣ノ木の申し出を了りよう承しようした。

「じゃあ決まりだね」

　匣ノ木は頷うなずく。

　それから俺たちは最後の戦いに向けて、今後の方針を話し合った。
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　眼下に死が広がっている。

　あちらには火の海が。

　こちらには死の川が。

　そちらでは殺さつ戮りくが。

　何ど処こでも其そ処こでも。

　何奴どいつも此奴こいつも。

　見み渡わたす限り、世界は死と恐きよう怖ふに染まっていた。

「……」

　あたし──神仙天華はそれらを眺ながめ、眺める。

　テスカトリポカやイザナミが嬉き々きとして死を振ふりまくのを、ただ眺めている。

　二柱ふたりとも凄すごく愉たのしそうだ。

　楽しんで悦よろこんで、人を、物を、壊こわしている。

　それはアタシが見たかった光景だ。

　アタシとおにーちゃんを救わなかった世界が、メチャクチャに壊れていく光景だ。

　なのに。

　うん。

　何だろうか？

　思ったより楽しくない。

　最初はわりと楽しかった気がするけど。

　飽あきた？

　いや。

　本当は、最初から別にどうでもよかったのかもしれない。

　始める前は、人類皆みな殺ごろしにしてやるぞー、って気分だったのに。

　実際にやってみると、たいしておもしろくもない。

　すぐに面めん倒どうになって、やる気がなくなってしまった。

　もしかして、もう満足しちゃった？

　アタシの復ふく讐しゆう心ってこんなもの？

　いやいや、まさか。

　たぶん、あれだ。

　単に気が乗らないだけだ。

　無関係な人間を殺してもスカッとしないだけ。

　もっと教会の上層部や暗部の連中……。

　アタシとおにーちゃんを実験動物扱あつかいした奴らを殺せば、今はなんだか虚むなしくてスカスカした心も満たされるはずだ。

　そう考えると、真聖教会の信徒をプチプチ潰つぶすのがいよいよ面倒になってくる。

　もはや本当にただの作業だ。

　今後の戦闘を少しばかり楽にするための下準備。

　下準備に億単位の人間を殺すって……。

　考えただけでタルい。

　ロキとかに全部任せて、アタシはどっかで寝ねてようかな……？

「お姉様」

　ふと後ろからハーデスが声をかけてくる。

　アタシをお姉様と呼ぶ女。

「何？」

「あ、いえ……」

「なーに？」

　なぜか遠えん慮りよされたので、しつこく聞き返してみた。

　ハーデスはアダマスの鎌かまを両手に持ったままモジモジしている。

「いえ、あの……お姉様の体調が優すぐれないようなの、で」

「ぜーんぜん？　もうバッチリサイコーゼッコーチョーだけど？」

「あっ！　そ、ですか。では私の勘かん違ちがい、ですね」

「うんうん。駄だ妹まいに心配される謂いわれはないから」

「……嗚あ呼あ」

　罵ば倒とうされて悦んでる。

　ホント変態だなぁこの神様。

　最初に接せつ触しよくした時はなんか暗かったのに。

「……」

　ハーデスはゼウスの兄きよう妹だいの中で、唯ゆい一いつオリュンポス十二神に選ばれたことがない。

　それはハーデスが冥めい界かい神であり、オリュンポスから遠く離はなれた冥界を治める神だったからだと云いわれている。

　まあだけど、それって要するにハブられてたってことだよね。

　嫌きらわれてたわけじゃないかもしれないけど。

　孤こ独どくなのは変わらない。

　その心の隙をつくのはとても簡単。

　寂さびしさを優しさで満たし、少しずつ精神に干かん渉しようするだけで、彼女を籠ろう絡らくするのは容易たやすかった。

　まあその結果がお姉様なわけだけど。

　依い存そんしてくるのは構わないけど、おにーちゃんを危険に晒さらしたのはいただけない。

　お仕置きはしたとはいえ、また何をしでかすか。

　早めに消しとく？

　どうせ最後には殺すつもりだし。

「うーん」

「お姉様、今度はお悩なやみ事が？」

「ちょっとねー」

　アンタを殺すかどうか考え中。

『遺骸レリツク』を手に入れる前に鉢はち合あわせるかは分からないけど、おにーちゃんは必ず教会に来てくれる。

　おにーちゃんの安全を考えるなら、バチカンに着く前に殺した方がいいかな？

　でもなー、コイツが一番あたしの言うことを聞く駒こまでもあるんだよねー。

「ゼウス様ー」

「ん？」

　名前を呼ばれ、そちらを見やる。

　ロキが手を振りながら、こちらへやってくるところだった。

「なにー？」

「いえいえ、この辺の人間あらかた殺し尽つくしたのでそのご報告に」

「あっそうなんだー」

「そうなんですー」

「あはは、早いねー。さすが怪かい物ぶつ産みのロキ」

「お褒ほめに与あずかり光栄ですー」

　ロキは胡う散さん臭くさい笑顔で慇いん懃ぎんに一礼する。

　それに合わせるように、彼の造った魔ま獣じゆうが咆ほう哮こうを上げた。

　その数は五十をくだらない。

　眼下の惨さん状じようの半分は、彼の怪物によるものだ。

　──怪物産み。

　文字通り怪物の製造に特化したスキル。

　ロキは北ほく欧おう神話において数多あまたの怪物を産んでいる。

　世界蛇ヨルムンガンド。

　魔ま狼ろうフェンリル。

　冥めい府ふの女王ヘル。

　神しん馬ばスレイプニル。

　いずれもロキの子供たちであり、神ラ々グのナ黄ロ昏クにも登場する。

　ゼウスにも似たような逸いつ話わとして、ヘラクレスなどの英えい雄ゆうを産み出すスキルがある。

　ただこちらは人間との交配が必要なので、アタシは使ったことがない。

「……」

「おや？　どうしました、私の顔をじーっと見て」

「んー別にー」

　うん。やっぱりハーデスを殺すのはやめよう。

　何でロキの顔を見てそう思ったかというと、コイツが胡散臭いからだ。

　コイツ、というか、コイツらか。

　新生神話同盟は烏う合ごうの衆だ。

　個々の力は高くとも、集団としての纏まとまりがない。

　ロキが信用ならないのもそうだし、テスカトリポカも怪あやしい。

　イザナミやアメン・ラーは自分勝手だし。

　シヴァは寡か黙もくで心の内を見せようとしない。

　ルーに至っては一番あたしを裏切りそうだし。

　いざという時にアタシの味方になりそうなのは、この中だとハーデスだけだ。

　あとは全員あたしの寝首を搔かくチャンスを窺うかがってるだろう。

　まあ、元々そういう同も盟のだから仕方ない。

『唯一神』の権能で全員の望みを叶かなえるという約束……だけど、それであたしにヘコヘコ頭を下げるような連中じゃないのは、最初から分かってた。

　それでも『遺骸レリツク』を手に入れるまでは従わざるを得ない。

　アタシとしてもそこまで利用できれば充じゆう分ぶんだ。

　その後はまた殺し合い。

　真聖教会の連中をブッ殺して。

　新生神話同盟の神々もブッ殺して。

　おにーちゃん以外の人類皆殺しにして。

　それで、やっと、全部終わる。

「それでそのーゼウス様？」

「え？　まだいたのロキ」

「ヒドゥイ！　ずっといましたよぉ！」

「で、何？」

「いえね、どうもこちらに天使の軍団レギオンが迫せまっているようでして」

「あー、やっと来たの」

　アタシは空の彼方かなたへ視線を向ける。

　すると、確かにまだ遠いけどその姿が見えてきた。

　量産型天使の軍団。

　教会が隠かくし持っていた切り札のひとつ。

　聖別した信徒の肉体を器うつわに接せつ尾び語の天使を作り、これを使し役えきする。

　約11億ともいう信徒を全て天使にできるなら、それは恐おそるべき軍団となる。

　アタシたちが行っている虐ぎやく殺さつも、この脅きよう威いを削けずり取るためのものだ。

　まあでも、無理やり天使にされた信徒は憐あわれかもね。

　天使には人格と呼べるものがない。

　ただの機能に過ぎない。

　しかしそれでもその力を普ふ通つうの人間は受け容いれきれない。

　結果できあがるのは人格の焼き切れた天使人形。

　おそらく、適性を持つ人間に指揮官級の天使を堕おろし、そいつに軍団の指揮を執とらせているのだろう。

　まあ、だからって同情はしないけど。

「どうせアレはただの先せん遣けん隊兼けん時間稼かせぎでしょ。指揮官級を全部屠ほふれば片がつくわ。アタシが指示するから、みんなを呼んできて」

「かしこまり～」

　ロキは笑顔で頷うなずいて地上へ降りていく。

　ホント胡散臭いなー。

　それともアレってわざと？

　いや。

　わざとに決まってるか。

　悪あくに耽たん溺できし。

　悪を尊たつとぶ。

　神の如ごとき悪性。

　悪の如き神性。

　それがロキという神格トリツクスターだ。

　単にあの悪神は悪わる巧だくみがしたいだけなのだ。

　きっとアタシを裏切る時も、裏切りたいから裏切るんだろう。

　そこに意味などない。

　ただ悪意があるだけ。

　ゆえにあたしとロキの間にある物語の結末はふたつにひとつだけ。

　ロキが裏切る前にあたしが全てを終わらせるか。

　裏切ったロキをあたしがブッ殺すか。

　まあ、どちらになっても構わない。

　面めん倒どうだから前者の方が効率はいいけど。

　ていうか、ハーデスより先にロキをブッ殺すべきかな？

「……」

「何、ハーデス？」

「……いい、え」

「そ？」

　やけにジッと見てたけど。

　まあいいか。

　あの島を発たって二日。

　あと五日。

　そこまではこの同茶盟番の主しゆ催さい者を演じきろう。

　まずは目の前のことに集中だ。

　というわけで、アタシはあの天使の群れを皆みな殺ごろしにするために行動を開始した。








第二章　ローラシアを発たつ
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　ローラシア島には飛行場がない。

　それは人間が空を飛ぶことを一部の神が嫌きらったためだ。

　島外からの物資の運うん搬ぱんは全て貨物船。

　それが今までの常識だったが、神界が滅ほろんで事情が変わった。

　厄やつ介かいな管理者クレーマーはいなくなり、あらゆる航空機の島への出入りは自由となった。

　俺たちが天てん華かに追いつくのに空の移動手段は必ひつ須すだ。

　そのための手配を匣はこノの木ぎがして今日で二日。

　陽ひが暮れかけた頃ころ、ついにその足が学園の校庭に到とう着ちやくした。

「こいつがそうか？」

「ああ、君らのために軍用の小型ジェット機を引っ張ってきたよ。出所は秘密」

「興味ない。機体性能は？」

「乗員は操縦士を除いて約10名。積せき載さい量はたいしたことないけど、小型な分燃費がいい」

「燃費の心配なんか必要か？」

「そりゃね。ここからバチカンまで西廻りで約10時間だけど、途と中ちゆうトラブルが発生することも考えないとね。迂う回かいの必要性や給油ができない可能性もある」

「……なら、燃費がいいに越こしたことはないか」

「そういうこと」

　俺たちは西廻り──つまり天華たちとは逆のルートでバチカンへ向かう。

「……」

　無論、東廻りで天華たちを追いかけ、人間の虐殺を止やめさせる案も検討した。

　しかし、それは不可能という結論に達した。

　理由はこちらの戦力不足。

　三勢力の中で、俺たちが最も戦力が低い。

　仮に俺たちが新生神話同盟を追い、これと戦ったとする。

　さらにそれに勝利したとしよう。

　だがその後に現れる無傷の教会勢力と戦う力は残っていない。

　それは逆の場合でも同じだ。

　天華たちより先に教会に向かい、『遺骸レリツク』の破は壊かいを狙ねらう。

　もちろんそれが全て隠おん密みつ裏りに行えれば理想だが、教会出身の俺ですら『遺骸レリツク』の在あり処かは知らない。

　ただでさえ敵地のド真ん中に突とつ入にゆうするのだ。

　間違いなく敵に見つかり、戦せん闘とうが生じるだろう。

　だが決して俺たちが教会に勝つことはない。

　なぜなら勝敗が決まる前に、必ず天華たちが現れるからだ。

　まさかあの周しゆう到とうな妹が教会の動向に目を配っていないはずがないだろう。

　俺たちが先に教会と戦い始めれば妹は確実にバチカンに急行してくる。

　そして、俺たちから漁ぎよ夫ふの利を攫さらっていくだろう。

　結局、俺たちに残された選せん択たく肢しは、天華が指定した期日に合わせ、バチカンに突入することだ。

　三勢力が同時に、一堂に会するタイミング。

　全ての勢力が入れ乱れて戦う大混乱の最中でもなければ、俺たちに『遺骸レリツク』を発見、破壊するチャンスなど一生訪れない。

「……分ぶの悪い勝負だな」

　思わず俺は呟つぶやいてしまった。

　それを聞いた匣ノ木が肩かたを竦すくめる。

「今いま更さら弱よわ音ねかい？」

「……悪かった」

　匣ノ木の反対を押し切ったのは俺だ。

　弱音を吐はく資格などなかった。

「別に責めてるわけじゃないよ」

　匣ノ木はまた肩を竦め、今度は笑う。

「雷らい火か君の言うように、攻せめることに理がないわけじゃない。最短最速で決着をつけられれば、一番多く人が助かる」

「……」

「実際、君が逃にげて第二次神話戦争アンスロポスマキアが長引けば、仮に君の持つ『何か』が奪うばわれなくても人類文明なんて軽く消し飛ぶ」

　匣ノ木があの時提案した「逃げる」という選択肢は、あくまで最終的な勝利の可能性を上げるためのものだ。

　この場合の勝利とは、最低限の人類種の生存。

　犠ぎ牲せい者の数、文明の存亡は度外視。

　仮に原始時代からやり直すことになったとしても、人類滅めつ亡ぼうよりはマシ。

　そしてそれは正しいリスクマネジメントだ。

　全滅するリスクは高いが、低確率で多く助かる可能性のある選択肢と。

　人類のほとんどは確実に死ぬが、中確率で全滅は免まぬかれる可能性のある選択肢。

　どっちもどっちだが、後者を取る方がおそらく賢けん明めいだ。

　何度も言うように三勢力の中で俺たちが一番脆ぜい弱じやくだ。

　数の上でもそうだし、中身もそう。

　ブリュンヒルデの力は諸もろ刃はの剣つるぎに過ぎ。

　姫ひめ子こは実戦経験に乏とぼしく。

　エミリーの神しん冥めい裁判には長い準備が必須で事実上使用不可。

　俺は俺で師し匠しように実力で下回り、魔ま眼がんも通じない。

　これだけの不安要素を抱かかえた状じよう況きようで「勝利」を前提とした選択肢を採とるのは莫ば迦かだ。

　それでも俺はそちらを選ぶ。

　天華を今度こそ救うためなら、俺は……。

「まあ、雷火君が多くを助けたいから攻めを選んだわけじゃないのは分かってるけどね」

「……皮肉か？」

「いやいや、家族想おもいなのはいいことだと思うよ」

　やっぱり皮肉にしか聞こえない。

　否定できないので反論はしないが……。

　俺が顰しかめ面つらをしていると、匣ノ木はいつものようにヘラヘラと笑い出す。

「今から物資を積み込んで、出発は明日の朝の予定だ。何かやり残したことがあったら、今日の内に済ませておいてね。僕はまだ仕事が残ってるから」

　匣ノ木はそう言うと校舎に向かって歩き出した。

「匣ノ木、今日はちゃんと寝ねておけよ」

「おや、珍めずらしくやさしいね」

「寝不足で操縦をミスって墜つい落らくなどされたら洒しや落れにならん」

「ごもっとも」

　心配しなくてもちゃんと寝ておく、と言って匣ノ木は校舎の中に消えていった。

　さて……。

「やり残したこと、か」

『──ヤリ残したことなら一いつ杯ぱいだな。まずはどの女の部屋に行く？』

「黙だまれバロール。俺は自分の部屋に帰って寝る」

　いつも通りのバロールに対し、俺はため息をつく。

　先日ハーデスに破壊された天てん井じようの補修も終わっているはずだ。

『──マジかよテメェ。そりゃないぜ』

「俺も疲つかれてるんだ。たまには静かにしてろ」

『──だからその疲れを女に癒いやしてもらえって！』

　学園の坂を下って南寮りように帰る間、バロールは散々に俺を罵ば倒とうし続けた。

　それらを全て無視し、俺は自分の部屋のドアを開ける。

　と。

「よー雷火。おかえり」

「……何でいる國くに崎さき」

「俺だけじゃないぜ？」

「はぁい、雷火」

「涙るい々るい……シャロ先せん輩ぱいたちまで」

「お、お邪じや魔ましてるね」

　ほかにもマリアや姫子、エミリーにアリアンロッドまでいる。

　なぜか全員が俺の部屋に集合していた。

　しかも何やら飲み物やスナック菓が子しまで大量に持ち込んで。

　ていうか食べカスとゴミで床ゆかが……。

「何してるんだお前ら？」

「何って……」

　國崎たちは顔を見合わせ。

「宴えん会かい？」

「なぜ疑問系？」

　要領を得ない答えに俺は小さくため息をつく。

「まあまあ、雷火も立ってないで座りなさいって。ほらこっちこっち」

「……」

　涙々の手招きに応じ、俺は彼女とシャロ先輩の間に腰こしを下ろす。

「で、これは何の集まりなんだ？」

「別に。何ってわけじゃないけど」

「何となくみんな集まったよね」

「お菓子とか買い出ししてきたのは俺」

「やっぱり宴会じゃない？」

「食堂に行って適当な物も作ってもらったよ」

「余よは単に主あるじ殿どのに会いに来ただけだがな」

「僕も雷火に会いに」

　こちらの質問に、みんなバラバラに答える。

　本当に偶ぐう然ぜん、俺の部屋に集まったようだ。

　鍵かぎを開けたのはシャロ先輩だろうか？

　いや、それはまぁいいとして。

　その時、頭にフッと先程の匣ノ木との会話が浮うかぶ。

「……みんな、やり残したこととかはないのか？」

「ん？」

「もう帰ってこられないかもしれないぞ」

　戦いに赴おもむく前に、こんなこと言うべきではないかもしれない。

　だが訊きくべきタイミングは今しかなかった。

　俺はマジメに尋たずねたつもりだったが。

　國崎たちは笑った。

　仕方ない奴やつだなぁ、とでも言いたげに。

　國崎が、俺の部屋の床を指差して、

「だから、これがやり残したことだろ？」

　と言った。

　床に散らばるのはスナック菓子の袋やジュースの入った紙コップ。

　ここにいるのは俺たち。

　宴会と呼ぶにはあまりにこぢんまりとしていて。

　ある意味でとても学生らしい集まりだった。

　学生の、友人の、ただ集まってワイワイと喋しやべくり合うだけのこと。

　これが彼らのやり残したことだという。

「……ああ、なるほどな」

　けどなんだか俺にもしっくりときた。

　最後かもしれないから、こうするのか。

　悔くいを残さないように。

　仲間で集まって、笑うのだ。




　その夜のことを俺は一生忘れない。

　この先もきっと何度も何度もしつこく思い出す。

　それが、俺がローラシア島で過ごした最後の夜だった。
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　翌朝。

「……よし」

　昨夜の後片付けを終え、俺はひと息ついた。

「……」

　みんなは一度部屋に帰した。

　昨日あんなに騒さわいだ名残なごりはもうどこにもない。

　綺き麗れいになった室内を眺ながめながら、俺は少し目を細めた。

　過去を奪とり返すためにここに来た。

　けれど俺の過去のほとんどは偽にせ物ものだった。

　だから、ここで手に入れたものは、本当の初めてばかりだった。

　自分の部屋というのも、ここで初めて手に入れた。

「……」

　俺はこの島に来て最初に買ったミニ冷蔵庫を軽く撫なでる。

　初めての私物。

　部屋に缶かんコーヒーをストックするのに便利だった。

　俺の缶コーヒー好きは……師匠の影えい響きようだったな。

　寮の自じ販はん機きは種類が豊富で重ちよう宝ほうした。

　もう冷蔵庫の中身は空っぽだ。

「……」

　思えば、この部屋でもいろいろとあった。

　マリアと作戦会議をしたり。

　傷ついた涙々を看病したり。

　國崎の恋れん愛あい相談を受けたり。

　天華たちが見み舞まいに来たこともあったか。

　姫子と少しの間だけ同居もしていた。

　エミリーはあまり寄り付かなかったな。

　それに……シャロ先輩。

「～～～」

　いろいろと恥はずかしいことも思い出した。

　シャロ先輩がこの部屋でシャワーを浴びたことや。

　ブリュンヒルデがバロールの魔ま眼がんでストリップを始めたこと。

　先輩を押おし倒たおしかけたこともあったか……あれもバロールの所せ為いだが。

『──どうしたライカ？』

「何でもない」

『──そうかい。なら行こうぜ』

「ああ」

　俺は机の上の双そう銃じゆうをホルスターにしまう。

　制服のネクタイは……少し迷ったがしていくことにした。

　キュッとネクタイを締しめ、制服の上着に袖そでを通す。

　不思議と気持ちが引き締まる気がした。

　念のため忘れ物がないかをチェックし、玄げん関かんへ向かう。

　靴くつを履はき、外に出る前にもう一度部屋を振ふり返った。

　そこでふと思い出す。

　そういえば、この部屋を出る時にあれを言ったことがなかった。

　なぜ今いま更さら言おうと思ったのか。

　自分でもよく分からない。

　だが何となく、言った。

「……行ってきます」

　当然ながら無人の室内から返事が来ることはない。

　けれど、悪い気はしなかった。

　そうして、俺は学園へと向かった。







　学園。校庭。

　先に来ていたのは匣ノ木と数人の職員だけだった。

　彼らはバチカンまでの飛行ルートの確認作業中で、挨あい拶さつもそこそこに俺はひとり離はなれた場所で全員の到とう着ちやくを待った。

「雷火君」

　最初に来たのは案の定シャロ先せん輩ぱいだった。

　彼女に連れてこられる形でアリアンロッドも現れる。

「おはようございますシャロ先輩」

「おはよう」

「ちょっと、私は？」

「体調は万ばん全ぜんか？」

「女め神がみに挨拶なしって……あーあー万全よ」

「ついてくると言ったのはお前だ。最低限の働きはしてもらう」

　正直、アリアンロッドは連れて行くか迷った。

　彼女は弱くはないが決して強くもない。

　戦力としては微び妙みようなので、島に置いていくことも検討したのだ。

　だがほかでもないアリアンロッド自身が同行を望んだ。

「ついていくに決まってるでしょ……ルー様の真意を確かめないと」

　というのが、彼女がついてくる理由だ。

　戦力としては微妙と言ったが、役に立たないわけではない。

　なので彼女自身にモチベーションがあるならと、同行を許可した。

　あちらでは魔ま術じゆつによる援えん護ごやマリアの護衛などを担になって貰もらう。

　その後、國崎、姫子、涙々、エミリーと、続々と仲間たちが校庭に集合してくる。

「やっぱりエミリーが最後か」

「どういう意味だ主殿？」

「姫子ちゃん眠ねむそうだね」

「うん。ねむい……」

「國崎、その手に持ってるの何？」

「昨日のスナックの余り。小腹空すくかと思って」

　みんなで適当な会話をしていると、やがて匣ノ木がこちらにやってきた。

「お待たせ。そろそろ行くよ」

「どんな感じに行くの？」

　と涙々。

「まずは空から欧おう州しゆう圏けんまで飛ぶ予定だけど、着地点は状じよう況きように応じてかな。いちおう、ユーラシア大陸内ならどこに不時着しても、そこから移動できるように手配してるけど」

「わお、それなら海に墜おちない限り安心ね」

「まあ海に墜ちるって、それローラシア海すら越こえられないってことだから、その場合はこの島まで泳いで帰ってくることになるね」

　匣ノ木の笑えない冗じよう談だんはさておき。

「お前ら、お喋りはジェット機に乗ってから……」

　俺が搭とう乗じようを促うながそうとした──その時。

「匣ノ木さん！」

　聖餐管理機構エウカリステイアの職員のひとりが、慌あわてた様子でこちらへと駆かけ寄ってきた。

　ただならぬ様子に匣ノ木も表情を引き締める。

「どうした？」

「〝西〟の警けい戒かい網もうからの連れん絡らくが途と切ぎれました！」

「何……？」

　途と端たんに、その場にいた全員に緊きん張ちようが走る。

　警戒網とはローラシア海全域に張はり巡めぐらされた「外部からの侵しん入にゆう者の監かん視し網」のことである。

　その西側からの連絡が途切れた。

　ローラシア島の西。

　俺たちがこれから向かう先。

　バチカンのある方角。

　つまり──敵は真聖教会。

「どうする雷火君……迎げい撃げきを優先するかい？」

　匣ノ木が判断を仰あおいでくる。

　俺は一いつ瞬しゆん考え。

「いや、今すぐ発たつぞ」

「いいのかい？」

「敵の規模は不明だが……もし教会勢力なら、場合によっては魔術的にこの島に閉じ込められる可能性がある」

　俺の封ふう印いん術式の拡大版に、土地そのものを封じるものがある。

　敵の狙ねらいが『残滓ケイオス』にしろ足止めにしろ、身動きが取れなくなるのはマズい。

「全員急いで機体に乗り込め！」

　俺たちはすぐさまジェット機の入り口に駆け込んでいく。

「すぐ飛べるか？」

「離り陸りく準備は済んでる。雷火君もベルト締めて」

「分かった」

　操縦席で計器を操作する匣ノ木を横目に、俺は席に座る。

　全員がシートベルトを締めたところで、開けっ放しの操縦室のドアの向こうから「離陸するよ！」と匣ノ木が大声で叫さけんだ。

　直後、全身が席に押しつけられる感覚がして、ジェット機が加速し始めた。

　軍用というだけあり短い滑かつ走そうで離陸した機体は、そのまま西へ向かって飛行を開始する。

　離陸が終わったところで俺はシートベルトをはずし、再び匣ノ木のいる操縦室へ向かう。

　操縦席で匣ノ木が計器を操作するのを横目に、俺は窓から西の空を注視した。

　西の警戒網から連絡が途と絶だえて数分。

　ジェット機の速度を考えれば、すぐにでも敵てき影えいが見えてくるはず……。

「……鳥？」

　はじめはただの黒い点だった。

　西の空にポツンと黒い小さな粒つぶが見えただけだ。

　しかし、その点が徐じよ々じよに線になり、その線は段々と太く大きく広がり。

　やがて西の空を覆おおい尽つくす群れの影かげとなった。

　だがそれは、無論鳥などではない。

「天使……！」

　俺たちの行く手を阻はばむのは天使の軍団だった。

　それも百や千じゃない。

　数百万？　数千万？

　まさに雲うん霞かの如ごとき大群が空を塞ふさいでいた。

　このまま行けばあの天使の壁に頭から突つっ込むことになる。

　が。

「匣ノ木、このまま真まっ直すぐだ！」

「えぇ!?」

「道は俺が作る……！」

　俺は魔眼を見開く。

「殺すのかい!?」

「違ちがう！」

　そもそもあの数を一度に殺すことはできない。

　群れの後方にいる者にまで視線が届かないからだ。

　進路を確保するならば、むしろ──

「神しん仙ぜん雷火の名において命ずる、我が行く手を阻む者を退しりぞけよ！」

　──敵兵を利用する！

　俺は魔ま眼がんで視界内に捉とらえた天使たちを支配下に置く。

　おおよそ敵の半数が魔眼の強制力に従い、もう半分の味方めがけて攻こう撃げきを開始した。

　天使たちの壁に穴があき、ジェット機の進路が確保される。

　無論、向こうがジェット機を撃げき墜ついするつもりなら、この程度の妨ぼう害がいは無意味だ。

　しかし、敵の狙いは俺の持つ『残滓ケイオス』。

　ジェット機を派手に撃墜し、俺の死体が海に沈しずむような攻撃は避さけたいはず。

　その躊ちゆう躇ちよを突く！

「行け！」

「……！」

　匣ノ木は操縦桿かんを傾かたむけ、敵てき陣じんの穴に向かって機体を突っ込ませる。

　上下左右、どちらを見ても天使たちが視界を埋うめ尽くす。

　魔眼に支配された天使が仲間である天使に斬きりかかっている。

　だが、支配下にない天使たちも己おのれの傷を厭いとわず戦っている。

　この天使兵たちは元信徒、ただの一いつ般ぱん人のはず。

　正気ではないのか？

　操あやつられている？

　そういえば、懲ちよう罰ばつの天使を堕おろしたマリアも正気を失っていた。

　だが師し匠しようたちは自我を保っていた。

　適性を持つ者だけが有意識下で天使の力を操れる……？

　だとすれば、この天使軍を操っている者がいるはず。

　俺がそう思考を巡らせている間に。

　どこまでも続くかに思われた天使のトンネルを抜ぬけた。

　よしっ──と思いかけた直後。

　がシンッ!!と体に衝しよう撃げきが走り、ジェット機が急停止させられた。

「あガッ……！」

　匣ノ木が操縦桿に顔をぶつけ呻うめき声を上げる。

「……ッ！」

　俺も危あやうくコクピットの窓を突き破りかけたが、ギリギリのところでドアの縁へりを摑つかむことで衝撃に耐たえた。

　しかしホッとなどしていられない。

　ジェット機に空中で止まる機能などないのだ。

　つまり、今の急停止は敵の仕し業わざ……。

　と、そこで気づく。

　正面。操縦席の窓から見える機体の先せん端たん──そこに巻き付く光の帯おび。

　魔ま力りよくで編んだ光こう帯たいによる拘こう束そく術式。

　直接顔を合わせたことはないが、噂うわさには聞いたことがある。

　あらゆる拘束・封印術式に長たけ、神すらも跪ひざまずかせると云いう遣つかい手──

「──神しん罰ばつ者サミュエル・オーウェン！」

　ジェット機の突とつ端たんに降り立った金きん髪ぱつの男を睨にらみ、俺は忌いま々いましげにその名を呟つぶやいた。

　サミュエルの背にもご多た分ぶんに漏もれず、天使の翼つばさが生えていた。

　彼は場に似つかわしくない笑みを浮うかべる。

「ヤアこんにちは。悪いけど、君たち全員そこから降りてくれないか？」

　やけに緩ゆるい口調の降こう伏ふく勧かん告こく。

『──鬱うつ陶とうしい野や郎ろうだ。ライカ、魔眼でブチ殺してやれ』

（無理だ）

『──あン？』

（奴やつが体のあちこちに貼はっている護ご符ふを見ろ。あれはサリエルの護符だ）

　師匠が堕ろしていた天使──邪じや眼がん殺しのサリエル。

　この数日、時間を見つけては天使に関する書物を読めるだけ読み込んだが、俺にとって最大の弱点となるサリエルについては、いの一番に調べた。

　邪眼・魔眼に対する恐おそれは昔から根強く、それを祓はらうと云われたサリエルは一時期絶大な信しん仰こうを集めた。

　その人気は凄すさまじく、教会がサリエルに対する信仰を禁止するほどだったという。

　その時期に大量に作られたのがサリエルの護符だ。

（おそらく、魔眼対策に師匠が作ったンだろう。さすがに天使兵全員分は用意できなかったようだが……）

　それともこの男さえ残っていれば問題ないという信しん頼らいか？

　実際マズい状じよう況きようだ。

　このままでは匣ノ木の冗談のように、本当に島まで泳いで帰る羽目になる。

　それもサミュエルの追つい跡せきを逃のがれられたらの話だが……。

「雷火」

　その時、小さく名前を呼ばれるとともに背中をつつかれる。

　振ふり返ると、腰こしを屈かがめた國崎がまるで謝るように片手を立てていた。

「マリアちゃんのこと頼たのむな」

「國っ……!?」

　問い返す間も、呼び止める間もなかった。

　國崎は素早く搭とう乗じよう口のドアを開けて外へ飛び出す。

　空へと躍おどらせた彼のその身が、天空神アポロンの姿へと変じる。

「!?」

　サミュエルの顔に驚きよう愕がくが湧わく。

　同時に、彼の両手が十の飛矢を捌さばいた。

　それだけの矢を止めるサミュエルもだが、一瞬でそれだけの矢を射た國崎の腕うでもまさに神かみ業わざ。

　さらに國崎の攻撃は不意打ちだけに留まらなかった。

「燦然たるポイボスチ太陽戦車ヤリオツツ！」

　発動する『レガリア』。

　召しよう喚かんされた太陽戦車を駆かり、國崎はサミュエルへ突とつ撃げきする。

「クッ!?」

「オォォォォ!!」

　防ぼう御ぎよされても戦車は止まらない。

　國崎はジェット機からサミュエルを引き剝はがし、相手の拘束術式を纏まとめて焼き尽くす。

「っ!?」

　光帯が消えると同時に、匣ノ木は慌あわてて機体のバランスを持ち直す。

　拘束を解かれたジェット機は再び飛び始め、グングン加速していった。

　天使たちの飛ぶ速度はさしたるものではなく、あっという間に距きよ離りが離はなれていく。

　それは当然、サミュエルの抑おさえ役を買って出た國崎も置き去りにするということでもあった。

「國崎……」
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　無事に飛び去るジェット機。

　その機き影えいを見送りつつ、俺──國崎小こ次じ郎ろうは小さく安あん堵どのため息を漏らした。

　あの仲間の中でこの場に残るとしたら俺が適任だ。

　空中戦なら涙々ちゃんも得意分野だが、彼女の『レガリア』は地上でしか使えない。

　相手の実力が未知数であることも考こう慮りよしたら、太陽戦車で空を駆る俺が残るのがベストな選せん択たくだろう。

　と。

「どうされました、ため息などついて？」

「ん？」

　まさか話しかけられるとは思わず、俺はつい返事をする。

　相手の男──確か雷火はサミュエルと呼んでいた──に慌てた様子はなかった。

　燦然たるポイボスチ太陽戦車ヤリオツツを受けた瞬しゆん間かんは驚おどろいた表情をしていたが、今は元通りの柔やわらかい微び笑しように戻もどっている。

　余よ裕ゆう、か？

「ため息っつーか、まあ無事に仲間を送り出せたし、やったぜ的なため息？」

　俺はひとまず会話を続ける。

　それで雷火たちを追う足を止めてくれるなら万ばん々ばん歳ざいだ。

「なるほど。天使の軍団の相手とかかったるいわーマジたるいわー、的なため息ではないと」

「お？　ん、おう」

「それはよかった」

　サミュエルはホッと胸を撫なで下ろしてみせる。

「天使というと神の御み使つかいのことですから、神のパシリ如ごときが本物の神に敵かなうわけないだろーが、とか思われてたらどうしようかと」

「……」

　反応に困る。

　見た目に反して変な奴だな。

　雷火の昔の仲間って聞いてたけど。

　調子狂くるうな。

「まあ実際侮あなどってなんかないしな」

　そもそも天使とかよく知らねーし。

　でも。

「雷火と同じ神罰者ってことは、少なくともアイツと同格なんだろ？　だったら侮れるわけねーよ」

「そうですか。それならいいんです」

「ていうか、そっちこそなんか余裕っぽくね？」

「いえいえまさかそんな！」

　サミュエルはブンブンと両手を振る。

「実は私、十年前はまだ神罰者ではなかったので。本物の神様と戦うのはこれがはじめてなんですよ」

　まあ、確かにそれはあり得る話だ。

　ローラシア島の外で神々が暴れ回ったのは十年前の神話戦争のみ。

　神罰者が神を殺す者たちの集まりだとしても、実戦経験を持つ者は限られる。

「だから、とても緊きん張ちようしていますよ」

「……ウソこけ」

「はい？」

「緊張してるってツラじゃねーだろそれ」

「あー……緊張感のない顔だとはよく言われます」

　サミュエルは困ったように頭を搔かいた。

「でも、緊張しているのは本当なんですよ」

　サミュエルはそう言って眉まゆ尻じりを下げる。

　その仕草は確かにそいつの弱気を感じさせた。

　だが──

「人間って本番で練習通りやれるかどうか、とても不安になるものなんです」

　──サミュエルの口くち許もとの微笑は、最初から一度も失われていない。

「練習通りねぇ……」

　逆に言えば、練習の通りなら殺せるってことだ。

　ハッタリではないだろう。

　雷火を見りゃそれは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　いつの間にか、天使の兵団も俺を囲むように布ふ陣じんしている。

　会話を仕し掛かけたのはこのためか……。

　まあ、雷火たちの乗ったジェット機の姿ももう見えない。

　こっちはこっちで目的は達している。

　なら、あとはコイツを斃たおして俺が追いつくだけだな。

「凄すごい自信だけど……俺も先を急ぐんでな。ワリィけど、とっとと抜ぬけさせてもらうぜ」

「そうはいきません。あの方にここで一柱ひとり削るようにお願いされたのでね」

「……！」

　一柱ひとり。削る。

　つまり、雷火たちが包囲を抜けるまでは予定通りってことか？

　そういや匣ノ木が、教会は雷火の持つ『何か』を狙ねらってるとか言ってたが……。

　いや、余計なことを考えてる暇ひまはないか。

　俺は太陽戦車の手た綱づなを握にぎる手に力を込める。

「まあいいさ。アンタの役目がどうであれ……太陽を止められる自信があるってんなら、止めてみろってんだ！」
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　バチカン。聖庁。

　私──大聖女は会合を終え、休きゆう憩けいのために別室へと移動した。

「ふぅ……」

　椅い子すに腰を下ろし、私は大きく息を吐はく。

　何度やっても会合というのは慣れない。

　どうして皆みなわざわざ話をややこしくするのだろう？

「お疲つかれですね」

「レイ」

　私に肩かた掛かけを貸してくれたのはレイチェル・オルコット。

　神しん罰ばつ者のひとり──大天使ミカエルを堕ろす者。

　流れるような栗くり色の髪かみがとても美しい女性だ。

　誰だれにでも優しく、私に対してもまるで姉妹のように接してくれる。

「会合はいかがでした？」

「はあ、まぁなんとも」

「そうですか」

　私の曖あい昧まいな答えに、レイは納得したように頷うなずく。

　こちらの様子で会合の内容が芳かんばしくなかったのを察したようだ。

「先程サミュエルから連れん絡らくがありました」

「彼は何て？」

「予定通りアポロンを『残滓ケイオス』所有者から引き剝がしたと」

「そうですか。さすがですね」

　サミュエル・オーウェンは大天使ウリエルを堕ろした神罰者だ。

　──大天使ウリエル。

　その名は「神の炎ほのお」を意味する七大天使のひとり。

　教導と予言の天使とも云いわれ、地獄ゲヘナの統とう括かつ者でもある。

　その名が示す通り、右手そのものが炎であったり炎の剣けんを携たずさえた姿で描えがかれ、ジョン・ミルトンの『失楽園』では太陽の運行を司つかさどる天使とされた。

　そうした補正やサミュエル自身が拘こう束そく術式に長たけていたこともあり、敵の戦力を削る役目を任せたのだ。

　実際、彼は与あたえられた役目を十全にこなしてくれた。

「チッ！」

　しかし、レイからの報告を受けて舌打ちをする者がいた。

　舌打ちの主ぬしは部屋の長テーブルに両足を投げ出した男──神罰者ドミトリ・マックウェルだ。

「どうしました、ドミトリ？」

「ケッ！　どうもこうもあるか」

　ドミトリは不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず吐き捨てる。

「俺たちの目的は『残滓ケイオス』の回収だろ？　だったら最初から全員であの島に攻せめ入ってりゃよかったんだ。ちまちま戦力を削る必要なんかねぇだろうが」

「それは……」

　私はどうやって彼を宥なだめるか返答に迷う。

　と、そこでレイが軽くテーブルの脚あしを蹴け飛とばした。

　普ふ段だん温厚な彼女にとって、それはかなりキレている証あかしだ。

「ドミトリは本当にクソバカなおバカさんですね」

「あン!?　今何つった？」

「わざわざ二回言ってあげたのにバカは耳までバカなんですかこのバカ」

「三回言いやがったなテメェ！」

　いきり立ったドミトリが椅子を蹴飛ばして立ち上がる。

　レイも軽く立ち位置を変え、いつでも応じる構えを取った。

「このクソアマ、その語ご彙いの少ねぇ口を縫ぬい合わせてやろうか？」

「バカに難しい言葉を使っても理解できないでしょう？　あなたの頭に合わせてやってるのよこのバーカ」

「ンだとコラ！」

「その品性のない口を私や大聖女様に向けないでくれるバカ？」

「ブッ殺す！」

「やってみたら？」

　今にもぶつかり合いそうなふたり。

　そのふたりの間に割って入ったのは、無表情な大男──リュービッヒ・クレイマンだった。

「やめろお前ら」

「邪じや魔ますんなテメェ！」

「……ふぅ」

　クレイに対しても突つっかかるドミトリに、肩かたを竦すくめるレイ。

　ともすれば仲間割れのようにも見えるけれど、ここではよく見る光景だ。

　確か東洋では喧けん嘩かするほど仲がいいというのでしたっけ。

　彼ら彼女らは数多くの修しゆ羅ら場ばをともに潜くぐり抜けた猛も者さ。

　根本的な性格が合わなくとも、その間には戦友という絆きずなが結ばれているのでしょう。

「コホンッ」

　私はひとつ咳せき払ばらいをして皆の注目を集める。

「レイ、私は気にしていませんから大だい丈じよう夫ぶです。それに、ドミトリの言い分も正しいですから」

　教会の目的は神仙雷火から『残滓ケイオス』を奪だつ取しゆすること。

　であれば、そこに全戦力を集中するのもアリだ。

　正直、私もそうするべきだと思っていた。

　しかし、それはできなかったのだ。

「枢すう機き卿きようの方々の反対がなければよかったのですが……」

「ケッ！　あの爺じじいどものやることはいつもそうだろうよ」

「いちいち大聖女様の前で暴言を吐かないでくれるバカ」

「テメェこそいちいち罵ば倒とうをつけ加えなきゃ気が済まねぇのかクソアマ！」

　またレイとドミトリが口論を始めてしまう。

　私があわあわしていると、クレイがふたりの額を押さえて止めてくれた。

　私はもう一度咳払いをして。

「……仕方のないことです。私たちは教会という組織の一員なのですから」

　組織である以上、上の方針には従わなければならない。

　それが必ずしも正しい判断でないとしても。

「……はぁ」

　ドミトリを諭さとしながら、ついため息をついてしまった。

　五日前、つまり潜せん伏ぷくしていた神仙天華の再来直後に開かれた緊きん急きゆう会合を思い出したからだ。

　あれは本当にヒドかった。

　とにかく話し合いが進まない。

　それぞれの主張が食い違ちがい、反発し、そして情報が錯さく綜そうし、誰もが混乱したまま違う方向を向いて話していた。

　やれローラシア島へ増ぞう援えんを送るべきだ。

　いいや一度全神罰者をバチカンに招集すべきだ。

『残滓ケイオス』は神仙天華と神仙雷火どちらの許にあるのか？

　あの兄きよう妹だいは手を結んだのか？

　だとすれば聖餐管理機構エウカリステイアはどう出るのか？

　各国の反応は？

　神仙天華の動向はどこまで摑つかんでいる？

　現場では一体何が起きているのか？

　などなど。

「これも神仙天華の狙いなんでしょうか？」

「狙い、とは何ですか大聖女様？」

「彼女が『残滓ケイオス』を兄から奪うばわなかったことです」

　神仙天華がローラシア島で兄から『残滓ケイオス』を奪わなかった理由は不明だ。

　けれど、その結果生まれた三つ巴どもえという現状。

　この弊へい害がいを最も受けているのが真聖教会だ。

　大組織であるがゆえの足あし枷かせ。

　意思統一に時間がかかる、あるいは、そもそも意見の統一などできないという弱点が、あらゆる判断の遅おくれを招いている。

「神仙天華……今は新生神話同盟を名乗っているそうですが、いっそ彼女たちの許もとに『残滓ケイオス』があるなら話は簡単でした」

　私の言葉にレイが小首を傾かしげる。

「ですが、同盟よりも神仙雷火と管理機構の方が戦力では劣おとっています。『残滓ケイオス』を奪取するなら、神仙雷火からの方が容易たやすいのでは？」

「確かにその通りです。ただし、教会が全戦力を彼に向けられるなら、ですが」

　だがそれは不可能だ。

　もし真聖教会が神仙雷火の許へ戦力を傾かたむければ、たちまち新生神話同盟が手て薄うすになったバチカンに雪な崩だれ込んでくる。

　戦力的に教会に匹ひつ敵てきするのは同盟の方だ。

　ゆえに教会の戦力は彼女らに対して温存しなければならない。

　ここの厭いやらしいところは、決して神仙雷火の勢力も雑ざ魚こではないこと。

　中ちゆう途と半はん端ぱな戦力を投入しても撃げき破はされてしまう。

『残滓ケイオス』を奪うには相応の戦力を割さく必要がある。

　だがそれをすると同盟につけ込まれる。

「もし仮に『残滓ケイオス』が同盟の許にあったなら、彼女らにのみ注意を払はらえばよかった。ですが神仙雷火が『残滓ケイオス』を持つ以上、私たちは彼のことを〝無視できません〟」

　もしも神仙天華が兄から『残滓ケイオス』を奪い取っていたなら、真聖教会も遠えん慮りよなく彼女らとの戦いに注力できたかもしれない。

『残滓ケイオス』を持たない神仙雷火など無視してしまえる程度の存在だからだ。

　留意すべきは彼らの横よこ槍やりだが、「数」で足止めを図はかれば充じゆう分ぶんに対応できる。

「〝最大の敵〟と〝最大の目的〟が別々にあると人は判断に迷いが生じます。敵に備えるのがよいのか、素早く目的を達するべきなのか」

「教我会々の意思統一を乱すのが目的ということですか？」

「今はそうかもしれないと思っています」

　仮にそんな意図がなかったとしても、現にそうなってしまっている以上たいした違いはない。

「そう考えると、信徒の虐ぎやく殺さつも挑ちよう発はつが目的かもしれませんね」

「……？」

「レイ、それにドミトリも、そんな不思議そうな顔しては失礼ですよ。枢機卿の中にも、本物の善人はいるのですから」

「どういう意味だァ？」

「この男と同じ顔なんてしてません」

「会合で、信徒を見殺しにするのは是ぜか否ひか、という議論も白熱したのです」

　虐殺される信徒を救おうという善人。

　何よりも自分の身が大事という保身派。

　ともあれ『残滓ケイオス』を奪取すべきという強行派。

　その全てが敵の罠わなではないかと考える懐かい疑ぎ主義者。

　各々に各々の理由で優先したい事こと柄がら・主張がある。

　多くの思おも惑わくが飛び交う所せ為いで余計に話し合いは進まない。

　おまけに。

「こういう時、特に厄やつ介かいなのは中途半端な折せつ衷ちゆう案が出てくることですね」

「サミュエルの件ですか？」

「ええ。天使兵団を率いるとはいえ、彼ひとりを島に向かわせるなんて、ヘタすれば貴重な戦力を無む為いに失いかねません」

　何か手を打つべきという気持ちばかりが先行し、とりあえず何かしようとする。

　だが何かするにしても大きな失敗はしたくない。

　当然失敗するのが明らかなこともしたくない。

　その結果辿たどり着くのが「成功の目を残しつつ、失敗しても最小限の痛手で済む」という折衷案だ。

　サミュエル率いる天使兵団による『残滓ケイオス』奪取。

　南アメリカで暴れる新生神話同盟に対する牽けん制せい行こう為い。

　どちらもそんな理由で実行に移された。

「まあ、彼には私の方からこっそりと敵を一柱ひとり削けずればよしと伝えておいたので、あまり無茶な真似はしてないと思いますけど」

「さすがは大聖女様です」

　レイは微笑ほほえむ。

「ケッ！」

　ドミトリの方はまだ納得いっていないようで、また乱暴に椅い子すに座った。

　それをまたレイは睨にらんだが、また口論になるのを嫌きらってか何も言いはしなかった。

　ひとまずふたりが落ち着いたのを見て、私もまた深く背もたれに体重を預ける。

　それにしても……神仙天華、か。

　本当に厄介な相手。

　まるでいにしえの兵法家の言の様よう。

　陰かげの如ごとく隠かくれて陰いん謀ぼうを巡めぐらしていたかと思えば。

　いざ動き始めると雷らい光こうの如く進しん撃げきする。

　特に、人間が抱かかえる欠点を突くところが厭らしい。

　日本支部の落とし子なんて呼び名を聞かされていたけれど。

　彼女のことを失敗作だなんて侮あなどっていたら、全てを覆くつがえされてしまうかもしれない。

　頭の痛い話で、またため息が出る。

「今度はどうしました？」

「……いいえ、何でもないわレイ」

　私は自身の懸け念ねんを胸の内にしまい込む。

　それからパンッと手を叩たたいた。

「さあ、皆みなもそろそろ自分の持ち場に帰りましょう。あまりここに入り浸びたられると、また私が叱しかられてしまいます」

「えぇぇ～、そんな～」

　レイが悲しそうな声を上げる。

　そんな顔をされると私も困ってしまうが。

「あまり皆と仲よくしすぎると、私が神しん罰ばつ者を私物化しているように思う人が出てくるのですよ」

「ハッ！　そんなもん言わせとけばいーじゃねぇか！」

「そうはいきませんよ」

「意味分かんねぇな」

　くだらないとでもいうようにドミトリは笑う。

「私物化してるように思われるも何も、実際その通りじゃねーか」

「このバカ声が大きい！」

「だからバカって言うンじゃねーよ乳揉もむぞクソアマ！」

　ドミトリはダンッとテーブルを叩いて下品な罵ば声せいを飛ばす。

　が、それ以上レイに何か言うことはせず、

「爺じじいどもの思惑なんか知るか。俺が従うのは大聖女様、アンタだけだ」

　と、私の顔を見ながら言った。

「従うだなんて、私に神罰者の皆さんへの命令権なんてありませんよ」

「ハッ！　まあその方がいいってんならそういうことにしとくか」

「……」

　神罰者の私物化。

　そんなことはたとえ枢すう機き卿きようでも赦ゆるされないことだ。

　彼ら彼女らの力は個人の思惑で使ってよいものではない。

　もちろん、それは私もだ。

　ただ私は他の方々よりちょっと仲がいいだけ。

　いわばプライベート。

　そもそも聖女のカテゴリにいる私に、神罰者への命令権などない。

　何の強制力もない。

　だから、先のサミュエルに対する指示も、ただの友人としての助言。

　こうしてレイたちと現状について話すのもあくまで世間話だ。

　いいえ、建たて前まえ上はとかそういうのではなく。

　本当に私と皆はただの友人だ。

　ただし……彼ら彼女らが上司の命令と友人の助言のどちらを優先するのかは、私の与あずかり知らぬところではあるけれど。

「……？」

　と、そこで私は部屋にいるもうひとりの神罰者が、先程からやけに静かなことに気がついた。

「リズ、どうかしたの？」

「……」

　声をかけても、リズ・スレイからは何の反応も返ってこなかった。

　彼女は椅子の上にあぐらをかき、愛用の日本刀を立てて鍔つばを額に押し当てるようにして、何かに集中している様子だった。

「クレイ。リズは何しているの？」

「ん……ああ。リズは今『気を錬ねっている最中だ』と言っていました」

「気？」

「魔ま力りよくに近いモノかと思いますが、正確には分かりません」

「彼女はなぜそんなことを？」

「弟で子しに一いつ杯ぱい食わされたからだと」

　リズの弟子……神仙雷火のことだろうか。

「具体的には何をしているのかしら？」

「さあ？　私には分かりかねます」

「……余分な部分を削そいでるのよ」

　その時、リズが片目だけパチリと開いて返事をした。

「邪じや魔ましてしまった？」

「別に。中断したら最初からやり直しというものでもないし」

「ふぅん。なら少し質問してもいい？」

「どうぞ」

「余分な部分を削いでると言ったけど、その余分な部分って何なの？」

「天使」

「！」

　ぶっきらぼうに言い切ったリズの言葉に、私だけでなくクレイも驚おどろいた表情を見せた。

「お前、それはつまり手に入れた天使の力を取り除いてるということか？」

「少し違ちがう」

　リズは面めん倒どう臭くさそうに宙で指をクルクルと回す。

「喩たとえるなら過か剰じようすぎて無む駄だになってる天使の力を分解して、純じゆん粋すいなエネルギーとして体内に吸収してる感じ？　翼つばさとか、光輪とか」

「翼をなくしたら飛べないだろう？」

「人間は元々飛べないものでしょ」

　リズはそう言いながら指を回すのをやめた。

「……翼あれは常に顕けん現げんさせておくと力のロスが大きい。体内の気の循じゆん環かんも乱れるし、邪魔。ていうか、邪じや眼がん殺しの力以外全部消す。空中戦はほかに任せる」

「任せるって、お前な……」

　クレイは呆あきれたように肩かたを竦すくめる。

　彼の気持ちはよく分かった。

　空を飛べるというのは途と轍てつもないアドバンテージだ。

　逆に相手だけ飛べて自分が飛べないとなれば大きく不利になる。

　近代の戦争における制空権の重要性を見ればそれは明らかだ。

　そんなことはリズも百も承知だろう。

「なぜ、そこまでするのかしら？」

　リズがあえてそうする理由を私は問うた。

　すると彼女は両目を開けて。

「弟子がね……何か思ったより成長してたから」

「神仙雷火のことですか？」

「そ。師し匠しようとしての面めん目もくもあるしね、二回も負けられないし」

「報告を聞く限りでは、負けたというほどの内容ではなかったと思いますけど？」

「そこはまあハンデね」

「勝利条件を緩ゆるくすることが？」

「そう」

　それは相手からすれば何のハンデにもなってないのでは？

「……」

　けれど神罰者随ずい一いちの剣けん士しであるリズがそこまで警けい戒かいする……というのは捨て置けない話かもしれない。

　サリエルの瞳ひとみだけ残すというのも、彼の魔ま眼がんを意識してのことなのだろうか？

　神仙雷火。

　現在の『残滓ケイオス』所有者。

　過去の『器うつわ』候補。

　神仙天華の兄。

　私が抱いだいていたのはその程度の認識だ。

　敵勢力として数えていても妹ほどの脅きよう威いとは考えていなかった。

　それは今でも間ま違ちがっていないと思うけれど。

　しかし、再び目を閉じて集中し始めたリズを見ると、妙みような不安が胸に渦うず巻まき始める。

「……」

　少し、警戒の度合いを上げておこうかと私は考えを改めた。








第三章　決戦の前夜
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　ローラシア島を飛び立ち、かなりの時間が経たった。

　何度か天使兵の警けい戒かい網もうと遭そう遇ぐうしたが、サミュエルのような神しん罰ばつ者とは鉢はち合あわせなかったため、特に問題もなくこれは切り抜ぬけることができた。

　しかし、迂う回かいに多少の時間が取られたことは否いなめない。

　やがて陽ひもだいぶ傾かたむき始めた頃ころ、匣はこノの木ぎはジェット機を地上に降ろした。

　降りた場所は山の麓ふもと。

　森の中にポッカリと空いたスポットに器用に着地し、俺たちは十数時間ぶりに大地を踏ふんだ。

「匣ノ木。どこだここは？」

「イタリアの端はじっこくらいかな」

　十年前の神話戦争で最も被ひ害がいを被こうむったのが中国と欧おう州しゆうだ。

　欧州ではいくつかの国が火の海に沈しずみ、消えた。

　人が住まなくなった、あるいは住めなくなった土地も多く、かつてのＥＵなどは見る影かげもない。

　そんな中、ほぼ戦前の形を保っているのがバチカンを擁ようするイタリアだ。

　バチカン──即すなわち現真聖教会という、具体的な神々への対たい抗こう手段を持っていたため、他国に比べれば被害は抑おさえられたらしい。

　当然、無傷とはいかなかったが。

「ここからバチカンまでって近いわけ？」

　ジェット機から降りて伸のびをしていた涙るい々るいが匣ノ木に尋たずねる。

「まさか。ここからだと大体五百キロくらいあるよ」

「何それ？　何でそんな遠くに降りたのよ？」

「いやいや、敵てき陣じんのド真ん前に直接降りるわけにはいかないでしょ」

　匣ノ木はヘラヘラと笑って手を振ふる。

「ジェット機でここまで無事に来られただけ運がいい。あとは手配しておいた移動手段を何回も乗り継つぎながらバチカンを目指すことになるね」

「このジェット機はどうする？　置いていくのか？」

「あとで人が回収に来るよ。敵に見つかったら、そこから足あし跡あとを辿たどられるからね」

　その辺の手抜かりもないらしい。

　匣ノ木はジェット機から下ろしたリュックを背負う。

「さて、ここからしばらくは徒歩だ。皆みんな一列になって先生についてきて～」

「うげっ」

　徒歩と聞いて涙々が嫌いやそうに呻うめき声を上げる。

　まあ、仕方のないことだ。

　俺たちは匣ノ木のあとに続き、ゾロゾロと歩き始める。

　歩きづらい獣けもの道みちを歩いて行くと、三十分ほどで森を抜けた。

　そこからまた舗ほ装そうのない田舎いなか道を約一時間歩くと、道の脇わきに鍵かぎが挿ささったままのジープが停めてあった。

「これもお前の手配か？」

「そうそう。じゃ、みんな乗って乗って」

　ジープには最大で八人乗れるようだ。

　俺がさっさと一番奥の席に詰つめると、驚くような素早さで涙々が隣となりの席に座った。

「雷らい火かの隣もらいー」

「あぁぁあぁ！」

「……ズルい」

　マリアや姫ひめ子こが途と端たんに悲鳴と不満を漏もらす。

「待ってください涙々さん！　雷火さんの隣はジャンケンで決めましょう！」

「えぇー、早い者勝ちでしょ？」

「ダ・メ・で・す！」

「僕も雷火の隣がいい……」

「ジャンケンしましょうジャンケン！」

「嫌」

「ワガママ言わないでください涙々さん！」

「ワガママはどっちよー」

　何で車に乗るだけでこんな大おお騒さわぎに……。

　いちおう今は隠おん密みつ行動中なのだが。

「……やっぱり俺は助手席に乗るとしよう」

「えぇぇ～」

　また誰だれかが不満の声を上げたが、俺は無言で助手席へ移動した。

「おや、僕の隣でいいのかい？」

「いいからさっさと出せ」

　茶化す匣ノ木をあしらって、俺は窓の外に視線をやった。

　走り出してからすぐに陽も落ちてしまい、田舎道を照らすのはジープのヘッドライトだけ。

　あとは全部闇やみだ。

　この先に何があるのか、何も分からない。

　ただ見ているだけで、ヒドく不安に胸を駆かり立てられる。

「ナビなしで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああいうの使うと、ヘタすると居場所を探知されるからね～。大丈夫、移動ルートの暗記は済んでるよ」

「ならいい」

　言葉通り匣ノ木の運転には迷いがなかった。

　これなら少しは安心できるか。

「ねぇ雷火、お菓か子し食べる？」

「お菓子？」

　俺が振り向くと、後ろの席から涙々がスナック菓子を差し出してくる。

「ありがとう……どうしたんだこれ？」

「國くに崎さきの置き土産みやげ」

　そういえば昨夜の残りを持ってきたと、ジェット機に乗る前に言っていたっけ。

「……」

　國崎は無事だろうか。

　実際、あの場は國崎に残って貰もらうのが最良手だった。

　しかし、敵は天使の力を得た神罰者と空を覆おおい尽つくすほどの天使兵団。

　國崎アポロンといえど苦戦は必ひつ至し。

　いや、あるいは俺はあいつを死地に置き去りにしてきたのかも……。

「國崎なら平気でしょ」

「……！」

　その時、涙々がまるで俺の心情を見み透すかしたように言った。

「アイツって結構しぶといとこあるし。太陽戦車があれば雑ざ魚こを蹴け散ちらして逃にげることだってできるでしょ」

「……そう……だな」

「問題はそのあとよねー。アイツ迷わずに私たちと合流できるの？」

「あー……」

　行き先の事前説明くらいはしてあるが、ローラシア島からテキトーに西に飛べば着くというものでもない。

　あいつ地理には詳くわしかっただろうか……？

　先程とは違ちがう意味で不安になってきた。

「……まあ、國崎を信じよう」

「えぇー、大丈夫？」

「たぶん、な」

　なんだかんだ國崎には何度もピンチを救って貰っている。

　きっと今回も俺たちの窮きゆう地ちには駆けつけてくれるだろう。

　と、そこで涙々はニマッと笑って。

「それじゃ不安も晴れたところでさー、雷火も後ろに来てお喋しやべりしましょうよ。もち、私の隣でね」

「涙々さんっ、また抜け駆け……！」

　俺に誘さそいをかけてくる涙々にマリアがすかさずツッコミを入れる。

「いや、俺はここでいい……」

「そんなのダメよー。ほらっ、来るって言うまで離はなさないわよ～」

　涙々はふざけながら俺の首に両りよう腕うでを回してスリーパーをかけてくる。

　全然苦しくはないが、彼女の吐と息いきが耳元に当たってくすぐったい。

「おい、やめっ！」

「涙々さん！」

　車内は俺・涙々・マリアの三人で大騒ぎ。

　いつの間にかそこに姫子たちも加わり、ドンドン収しゆう拾しゆうがつかなくなっていった。

「匣ノ木！　仮にも教職ならお前も止めろ！」

「ハハハハ！」

　匣ノ木は笑うばかりで何の手も貸そうとしない。

　いやまあ、コイツが叱しかったところで黙だまる連中ではないが。

『──賑にぎやかな旅だ』

（まったく……）

　俺は騒がしい車内から視線をはずし、再び外の暗闇を眺ながめる作業に戻もどる。

　不思議と、先程のような不安は感じなくなっていた。




　　　　２




　途と中ちゆう、匣ノ木の用意した携けい帯たい食を車中で口にしながら、俺たちは何時間も車を走らせ続けた。

　やがて日付が変わる一時間ほど前、とある場所で匣ノ木はジープを停車させる。

　そこは、廃はい墟きよとなった町のすぐ傍そばだった。

「……」

　イタリアがほかよりマシだったとはいえ、国の隅すみ々ずみまで無事だったわけではない。

　特にバチカンから離れた場所ならば、こうして住民が全ぜん滅めつした町や村が普ふ通つうに今も残っている。

「今日はここに泊とまるよ」

「えええーマジで言ってんの!?」

　涙々が今日一番の悲鳴を上げた。

　匣ノ木はそれにヘラヘラと笑って。

「まあまあ鹿しし金がね君。いちおうベッドもあるし、屋根もある。少し掃そう除じすればひと晩過ごすのには充じゆう分ぶんさ」

「途中、人のいる町の横も通り過ぎたし！　泊まるならそっちでよかったでしょ！」

「まったくだな。というかキサマ、余よをこんな場所で寝ねかせる気か？」

　エミリーまで抗こう議ぎに加わって匣ノ木を責めるが、やはり奴やつは緩ゆるんだ口くち許もとを直しもせずに弁解を続ける

「いやいや、僕らは何かとめだつから。ヘタに宿なんか取れないよ」

「何それー！」

　涙々たちはまだギャイギャイ騒いだが、匣ノ木の言うことはもっともだ。

　なにしろ俺たちは半分が日本人。

　しかもほとんどが学生。

　その上この人数だ。

　めだたないはずがないし、小さな村や町なら簡単に噂うわさは広まる。

　明後日にはバチカンに着く予定とはいえ、ヘタな真似をして敵を引き寄せるくらいなら廃墟で一いつ泊ぱくくらい妥だ協きようするべきだ。

「……お前ら、いい加減にしろ」

　助け船というわけではないが、俺は『支配』で軽くふたりを黙らせた。

「ちぇー、疲つかれたしシャワー浴びたかったなー」

「近くに川ならあるよ」

「死ね」

「ハハハ、それじゃあ今日の宿をどこにするか探そうか」

　涙々の悪態も軽く流して、匣ノ木は率先して廃墟の中に入っていく。

　何気に連れてきたのがコイツで正解だったのかもしれないな。

　こうまで物もの怖おじしない奴やつもなかなかいないだろう。

「みんな暗いから足許には気をつけてね～」

　匣ノ木は懐かい中ちゆう電灯で先を照らしながら進む。

　やがて奴は小さなホテルらしき建物を見つけた。

「おお、ここなら全員一いつ箇か所で寝られるね。当然営業してないけど」

　またつまらない冗じよう談だんを挟はさみつつ、匣ノ木はホテルの中に入っていった。

　外から見る限り建物の天てん井じようは崩くずれていたが、元が三階建ての建物だ。三階の部屋は無理だが、二階の一部と一階の部屋は問題なく泊まれそうだった。

「じゃあ一階に三部屋あるし、そこに三組に分かれて泊まろうか」

「雷火ー」

「俺は匣ノ木と同じ部屋にする」

　また涙々が何か言う前に俺は先手を打った。

「お前たちも早く休め。ああ、念のため戦力はキチンと分けておけよ」

「えっ、ちょっと雷火」

「いくぞ匣ノ木」

　俺は素早く指示だけすると、匣ノ木の背中を押してさっさと部屋の扉とびらを閉めた。

「ふぅ……」

『──ったく、この期ごに及およんでもテメェのチキンっぷりは治らねぇな』

（うるさい。黙れ）

　こんな時に何を言ってるんだか。

　俺はバロールに（あと涙々にも）若じやつ干かんの呆あきれを感じながら、制服の上着を脱ぬいで古びた荷物置きにかけておく。

「ハハッ、雷火君は僕なんかと一いつ緒しよの部屋でよかったのかい？」

「……」

　お前まで変なことを言うつもりか。

　そう口にしかけた言葉をグッと吞のみ込み、俺は長年使われていないベッドの埃ほこりを叩たたいてから、その上に体を横たえた。

　ずっと座っていたためか、思いのほか全身が疲れている。

　早い内に眠ねむるとしよう。

「匣ノ木。明日の予定は？」

「まあ、教会と同盟の状じよう況きよう次第だね。何かあれば聖餐管理機構エウカリステイアから連れん絡らくが入る手て筈はずだけど……」

「その連絡そのものが潰つぶされる可能性もある、か」

「連絡員は人間だしね。特に同盟の動向を追う人たちは命いのち懸がけだ」

「……」

　命懸けという表現を匣ノ木は使った。

　だが実際は、命を懸けるどころか高確率で死ぬ──未み生せい還かんが前提の任務のはずだ。

　それを言わないのは……俺の心労を考こう慮りよしてのことか？

「気き遣づかいのつもりか？」

「ん？」

「何でもない」

　俺がぶっきらぼうに答えると、匣ノ木はいつものように笑った。

　それから奴は俺の隣となりのベッドに俺と同じように身を横たえ、うんと体を伸のばす。

「いやぁ、朝からジェット機にジープにずっと運転ばかりで疲れたねぇ」

「そうだな。よく休め」

「おや優しい」

「事故られたら困る」

「ハハハ、このやり取り二回目だねぇ」

　何がそんなにおかしいのやら。

「そういえば、まだ聞いていなかったな」

「聞いてなかったって、何を？」

「とぼけるな。お前が俺たちについてきた理由だ」

　匣ノ木は頭のおかしな奴だが酔すい狂きように身を委ゆだねるタイプではない。

　行動するのには何かしらの理由がある。

「僕の理由ねぇ……聞きたい？」

「ああ」

「そ。なら、少しおっさんの昔話でも聞いてくれる？」

　匣ノ木は天井を見つめながら話し始める。

「僕もさ、実は昔ローラシア島の学園に通っていたことがあるんだ」

「……！」

　驚おどろいたが、匣ノ木の年ねん齢れいならあり得ない話ではない。

「最初は君たちと同じさ。不安に恐きよう怖ふ、自分はどうなるんだろうと思いながら日々を過ごした。けど、待っていたのは肩かた透すかしのような穏おだやかな日々」

　それはローラシア島の表の顔。

　神話代理戦争は夜時間に行われるもので、一いつ般ぱん生徒には本来関係のない出来事だ。

　時に巻まき添ぞえを喰くうことはあるにせよ、多くの生徒にとってあの島はただの「学園」に過ぎない。

「気がつけば僕はすっかり島の生活にも慣れ、新しくできた友達と青春って奴を謳おう歌かしていた」

「……」

「それが一変したのは夏休みの終わり頃ごろだ」

「まさか、お前が神の器うつわに選ばれたとかじゃないだろうな？」

「真ま逆さか、僕なんかが選ばれたら今生きてなんかいないよ」

　匣ノ木はノドの奥を鳴らしたあと、ふぅ、と息を吐はいた。

「選ばれたのは僕の友達の方さ」

「……ああ」

　やっぱり、と思ってしまった。

　世界はいつだって残ざん酷こくだ。

　その残酷が自分自身にだけ降りかかるならまだ慈じ悲ひがある。

　だがそうではないから、俺たちはいつも傷つくのだ。

「キッカケは、肝きも試だめしだったかな」

「肝試し？」

「今もあるだろ？　島の都市伝説フオークロア的な奴で、夜な夜な島で怪あやしい実験をしてる云うん々ぬんっていうの」

「ああ、そういえばそんな噂もあったな」

「それを確かめようってね。友達同士で盛り上がったんだ」

「……」

　真実を知る今だからこそその行こう為いが愚おろかだと言えるが、当時の匣ノ木たちには島で行われていたことなど知る由よしもなかっただろう。

「まあ、グループの中でさっき言った友達だけは最後まで反対してたんだけどね。あんまり反対するんで、僕らはその友達には秘密で噂を確かめに行ったんだ」

　匣ノ木はそこで自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そのあとどうなったかは大体察せるだろう？」

「……」

　夜時間に一般生徒が外を出歩き、ただで済むはずがない。

　神話代理戦争に巻き込まれ、普ふ通つうなら命を落としていただろう。

　だが匣ノ木は生きている。

　運がよかったのか？

　いや、たぶん……その友達とやらに助けられたのだろう。

　それならば匣ノ木が生き残り、なおかつその友達が神だと知った経けい緯いにも説明がつく。

「それで、お前はそれを知ってどうしたんだ？」

「もちろん、怖こわくなったさ。次に逃にげ出し、その次は友達を失ったことが悲しくなった」

「……」

「新学期が始まって、教室に行くのが怖かったのを覚えてる」

「……行ったのか？」

「いや、二週間くらいサボった」

「……」

「でもその内寮りよう監かんに怒おこられてね。ある日渋しぶ々しぶ登校したんだ」

「……で？」

「彼は教室にいたよ」

　いつの間にか、俺は匣ノ木の話に聞き入っていた。

　少し俺と被かぶるところがあったからかもしれない。

「彼は僕に話しかけてこなかった。僕も彼に近づかなかった、いや、近づけなかったって言うのが正確かな」

「それは……」

　正常な反応だ、と言いかけて、止やめた。

　そんな言葉は何の慰なぐさめにもならない。

「周りからは少し変に思われたけど、僕は何も言わなかった。彼も誤ご魔ま化かしている様子だった」

「……」

「でも誰だれもいない廊ろう下かで偶たま々たますれ違ちがった時、彼は一回だけ僕に話しかけた──あの夜のことと彼のことは誰にも言わない方がいい、ってね」

　ただの口止めのセリフに聞こえるが、違う。

　なぜならそんな面めん倒どうな真似、神がする必要なんてないからだ。

　匣ノ木に何も話させたくないなら殺すのが確実。

　あの島で神のすることを咎とがめられる者など誰もいない。

　しかし、その「彼」はしなかった。

　その理由は……。

「彼と話さないまま二学期が終わった」

　匣ノ木は淡たん々たんと話し続けた。

「やがて三学期が訪れてしばらく経たった頃ころ、彼が教室に来なくなった」

「……」

「担任に尋たずねてみても何も教えてくれない……妙みような胸むな騒さわぎがした」

　天てん井じようを見つめる匣ノ木の表情は変わらない。

　さっきからずっと笑っていなかった。

「僕は彼を探しに夜時間に外に出た」

「寮の結界はどうした？」

　学生寮には外への関心を失わせる魔ま術じゆつがかけられていた。

「あれは完かん璧ぺきじゃない。強い意志があれば外には出られる」

　確かに櫛くし鉈なだ先せん輩ぱいも妹への想おもいで魔術を破っていた。

　その時の匣ノ木も同じだけの想いがあったということか。

「何がお前をそうさせたんだ？」

「ん……」

　俺の質問に、匣ノ木は少し考える素そ振ぶりを見せた。

　で。

「んー、何だろうね。強しいて言うなら、確かめたかったのかな」

「確かめる？　何を？」

「僕たちの友情について」

　どこか臭くさい言い回しだったが、ほかに言い方を思いつかなかったのだろう。

　それに、俺も気になった。

「それはその彼の中にいた神との友情か？」

「さあ、どうだか」

「誤魔化すな」

「違う違う。いや、僕は結局最後まで彼がいつから神様だったのか訊きけなかったからさ」

「……そうか」

「それに雷火君やラブペイン君、姫子君、天てん華か君みたいな例もある。神様に取り憑つかれたからって、完全に人格が消えたかどうかは分からないだろう？」

「まあ、そうだが。その時のお前には判断がつかないはずだ」

「そうだね」

「お前はどっちだと思って外に出たんだ？」

「……さあ。それこそ、どうだったかな……」

「会えたのか？」

「会えたよ」

　間。

「どうなった？」

　間。

　間。

「彼はタチの悪い呪のろいを喰らって死にかけてた」

「……」

「教室に来なかったのも寮に帰らなかったのもそれが理由。呪いを周囲に感染させたくなかったんだ」

　それはその彼が言ったことなのだろうか？

　それとも匣ノ木の願望か？

　まあ、どちらでもいい。

「それから？」

「二言三言話したあと、彼の力で僕は寮に帰された。……まあ要するに、僕は二回も彼に迷めい惑わくをかけて、助けてもらったってわけさ」

　匣ノ木は小さくため息をついた。

　ふと、匣ノ木がこちらに顔を向ける。

　目が合うと、奴やつはまたいつものようにヘラヘラとした笑みを口くち許もとに貼はりつけた。

「こんなこと言われると不本意を通り越こして不快かもしれないけど、僕は雷火君の境きよう遇ぐうがヒドく羨うらやましい」

「羨ましい？」

　そんなことを言われたのは初めてだ。

　客観的に見て「俺の人生」を羨ましいと思う者はあまりいないと思うが。

「俺の何が羨ましいんだ？」

「そうだなー……まず、君は最初からいろんなことを知った上であの島に来た」

「まあ、一いつ般ぱん人に比べたらそうだが」

「何も知らないのと少しでも何か知っているのとでは、選せん択たくにも行動にも雲うん泥でいの差が出る」

「それは……分かる」

「次に君は、僕と違って真の意味で神話代理戦争に巻き込まれた」

「……」

「うわっ、顔怖いよ」

「なるほど。確かに不快だ」

「だから最初に言ったじゃないか」

「……まあいい。で？」

「あははは……まあ、要するに、僕が君を羨ましいと思うのは、自力で何かを選択できるだけの権利があったことだよ」

「……」

「もちろん、君がそれを手に入れるために払はらった代だい償しようを軽かろんじるつもりはないけどね」

　俺にはあらかじめ教会から与あたえられた情報があった。

　最初から神々を斃たおす意志があった。

　そのための修練も積んできた。

　事前の準備と情報。

　それは匣ノ木が言うところの、俺が払った代償のひとつだ。

　だが、力も情報も、発揮する場がなければ宝の持ち腐ぐされ。

　そう考えたなら、確かに俺は神話代理戦争に巻き込まれてよかったのだと言えるかもしれない。

　バロールに選ばれたからこそ、俺は俺の意志を通すために力を奮ふるう機会チヤンスを得た。

　何かを選択できるというのは、それだけで幸運なのだ。

「……ところで、結局お前がついてきた理由をまだ聞いていない」

「ハハッ、バレちゃった？」

　俺が指し摘てきすると、匣ノ木はポリポリと頭を搔かいた。

「まあ、けど、、うん……本当に、たいした理由じゃないんだ」

　匣ノ木はまた天井を見上げ、ポツリポツリと呟つぶやく。

「僕はただずっとモヤモヤしたものを胸に抱かかえたまま生きてきた。だから、、そうだね……今度は、せめて何か選択できる場所にいたいのかもしれない」

「……曖あい昧まいだな」

「まあね。そういう大人になっちゃったんだよ、僕は」

　匣ノ木は空笑いする。

　それからまた、俺の方へと視線を向けてきて。

「しかし、雷火君も酔すい狂きようだよねぇ」

「何がだ？」

「こんな時なのに、僕なんかのツマンナイ話聞いてさ。もっとほかにやりたいこととかありそうなものだけど」

　ん？　この話の流れ、バロールともしたような。

「明日明後日には決戦だ。その戦いで死ぬかもしれないのに、好きな子と一いつ緒しよにいたいとか思わないのかい？」

「……」

「雷火君ってもしかして性せい欲よくとか薄うすい方？」

『──おっ、そうだな。カルピスの原液を百倍に薄めたくらい薄いぞコイツは』

　今まで何の興味もなさそうだったバロールまで話に参加してくる。

　急に好き勝手言い始めたなコイツら……。

「君はそれでいいかもしれないけど、ラブペイン君は心細く思ってるかもしれないよ？」

「……!?　お前、何でシャロ先せん輩ぱいのことを」

「いや、雷火君のポーカーフェイスはともかく、彼女に隠かくし事は無理だよ」

「……っ」

　確かに先輩はお世辞にも隠し事が上う手まいタイプじゃない。

　進んで公言はしないにしろ、表情や仕草からバレてしまったようだ。

「まあまあ、僕のことはいいじゃないか。それより彼女のことでしょ？」

「……」

「僕なんかじゃなくて、彼女と相部屋にしてもらえばよかったんじゃない？」

「……」

　匣ノ木を魔ま眼がんで黙だまらせるのは簡単だ。

　だがこの空気のまま同じ部屋にいるのは耐たえ難い。

　それに……今の話を聞いて、俺だって何も感じないわけじゃない。

「おや、どこ行くんだい？」

　ベッドから立ち上がった俺を見て匣ノ木が訊いてくる。

「……トイレだ」

　俺は適当に言い訳して部屋を出て行った。




　　　　３




　十分後。

「……」

　俺はホテルのロビーをウロウロしていた。

『──なぁにやってんだよライカ？』

（別に……）

『──せめて部屋割はちゃんと決めとくんだったなぁ。おかげでシャロのいる部屋がどこかも分からねぇし』

（そうだ……いや、何の話だ）

『──ウヒヒヒ、珍めずらしく動どう揺ようしてんじゃねぇよ』

　バロールのからかいに腹は立つものの、反論の術すべが見み出いだせず舌打ちする。

　匣ノ木には痛いところを突つかれた。

　確かに島を発たってから、シャロ先輩のことを気き遣づかう余よ裕ゆうがなかった気がする。

　部屋割にしても、俺が勝手に話を進めてしまった。

　あの時、涙々の後ろにいたシャロ先輩は何か言おうとしてなかったか？

　それすらも見ていなかった。

　……改めて考えてみると、相当マズいことをしているな。

　フォローの手段を考えるが、なかなか名案が思い浮うかばない。

「～～～」

　俺は少し頭を冷やしに外に出た。

　この辺に高い建物がないからか、空が広い。

　明かりもないため、夜空の星が綺き麗れいだった。

　と。

　パシャン

「……！」

　水音。

　意外と近い。

　そういえば匣ノ木が近くに川があると言っていた。

　しかし、この廃はい墟きよに俺たち以外の人間はいないはず。

　なら獣けものが水浴びでもしているのか？

　ともかく確かめておく必要がある。

「……」

　耳を澄すまし、水の流れる音を聞き取ってそちらへ静かに歩を進める。

　瓦が礫れきの山のおかげで身を隠すのには困らなかった。

　あっという間に音源のすぐ傍そばまで近づいた。

　そのまま物もの陰かげからそっと覗のぞき込む。

「！」

　川にいたのはシャロ先輩だった。

　しかも裸はだかで。

「なっ、っ……」

　思わず動揺し、瓦礫を少し蹴け飛とばしてしまう。

　静かな廃墟では小さな音もよく響ひびく。

「きゃっ!?　だ、誰だれ!?」

　当然シャロ先輩にも気づかれ、俺はやや気まずい思いをしながら物陰から出て行った。

「スミマセン。水音がしたので誰かと思って……」

「あっ、なんだ雷火君か」

　シャロ先輩はホッとしたようにため息をつく。

　彼女は両りよう腕うでで自分の体を隠しているつもりのようだが……俺が夜よ目めが利きく所せ為いもあってまるで隠しきれていない。

　豊満な胸。

　細いくびれ。

　水すい滴てきを弾はじく瑞みず々みずしい肢し体たい。

　何度見ても、美しいと思う。

『──あーいかわらずイイ体してんなシャロは』

「……っ」

　すぐ目を背そむけるべきなのに、変に見み惚とれてしまった。

　ついさっきあんな話をした所為か。

「せ、先輩は何でこんなところに？」

　俺は慌あわてて手で顔を隠しながら適当に質問する。

「あっえっとその……部屋の掃そう除じしてたら埃ほこりを頭から被かぶっちゃって」

「なるほど。それで水浴びを」

「う、うん」

　まだ時期的には暖かい季節だ。

　夜に水浴びをしても風か邪ぜは引かないと思うが。

　でも少し意外だ。

　こんな屋外で肌はだを晒さらすなんて、シャロ先輩はたとえ周囲に人がいないと分かっていても嫌いやがるタイプかと思っていたが……。

　しかし、いくら人ひと気けがないからといって、彼女をひとり置いていくという選せん択たく肢しもまた俺の中にはない。

「分かりました。なら、先輩の用が済むまでここで俺が見張りをしてます」

「えっ！」

　シャロ先輩は驚おどろきの声を上げる。

「……」

　彼女は少し考える素そ振ぶりを見せてから。

「うん。じゃあ、お願いできる？」

「はい」

　俺は先程自分が隠れていた瓦礫の物陰に背を預けて腰こしを下ろす。

　これで水浴びをする先輩を覗いてしまう心配もない。

　それでいて彼女以外の誰かが近づけば気配で気づく距きよ離りだ。

『──ライカァ、お前そこはもうちょっと攻せめてもいいんじゃねーか？』

（攻める？）

『──匣ノ木の話をもう忘れたのかよ？』

（……）

『──今までも大たい概がいだったが、今回ばかりは何の勝算もない勝負に身を投じることになるんだぜ？』

　神話代理戦争では誰と戦う時も何かしら勝算のある策を用意していた。

　だが今回はバロールの言う通り、策と呼べるものは何もない。

　ただ可能な限り混乱に乗じ、教会と同盟の隙すきを突くというだけ。

　教会が抱かかえる戦力の規模。

　同盟の神々が持つ『レガリア』や権能。

　最終目標である『遺骸レリツク』の正確な在あり処か。

　その全てがほとんど把は握あくできていないという、最悪に近い状じよう況きようだ。

　勝機は……あるとは思う。

　だが勝算はない。

　これはそんな分ぶの悪い勝負だ。

「……」

　俺ですらこの先の戦いに不安を抱えている。

　なら、シャロ先せん輩ぱいの感じている不安は如い何かばかりか。

　考えていなかった。

　考える暇ひまもなかったと言えばそうかもしれないが。

　だからこそ彼女のことを考えるべきだった気がする。

　なぜなら、俺は先輩のことが……。

　パシャッ

　その時、先輩が川から上がる音がした。

　俺はなぜかドキリとして、いったん思考を中断する。

「雷火君」

　やがて制服を着たシャロ先輩がこちらへやってきて、俺に声をかけた。

　彼女の少し濡ぬれた髪かみに月明かりが反射している。

　その姿はやはり女め神がみように美しかった。

「も、戻もどりましょうか」

　俺はつい反射的に、逃にげるようにそう言った。

　が。

「あっ、待って雷火君！」

　シャロ先輩に手首を摑つかまれて呼び止められる。

「えっと……もう少し、お話ししていかない？」

「……！」

　振ふり返った俺は、夜でも分かるほど先輩の頰ほおが赤いことに気がつく。

「はい……」

　俺は頷うなずき、先輩と夜の廃墟の町を散策し始めた。

「なんだか、前にもこんな風にふたりで歩いたよね」

「そうでしたっけ？」

「ほら、三ヶ月前に」

「ああ」

　天華との決戦の前日のことか。

　あの時も周りに人はおらず、ふたりだけで歩いた。

　決戦を前にして、ふたりきりという状況。

　確かに、よく似ている。

「あの時はデートでしたね」

「あれ？　今は？」

「……何もないですけど、これもデートに入りますか？」

「うーん、そうだなー」

　シャロ先輩とつき合い始めてから、デートは何回かした。

　みんなに隠かくれてだから回数は少なかったけれど。

　映画とかプールとか、どれも楽しい思い出だ。

『──よおライカ気づいてるか？　さっきからシャロがこっちを何度もチラチラと見てるぜ』

（……気づいてる）

『──何か期待してるんじゃねーのか？』

　声こわ音ねからもバロールがニヤニヤしてるのが伝わってきた。

『──さっきの水浴びだってよ、少し変だろ』

（変って……何がだ？）

『──普ふ段だんのシャロなら、こんな時間に外で、しかもひとりで水浴びなんかするか？』

（それは、埃を被ったからと言っていたはずだ）

『──そんなの朝になってからでもいいだろ』

（それはそうだが……）

『──最初から誰かさんに会いに行くつもりで、だから綺き麗れいに身み支じ度たくしたかったんじゃねーのか？　しかも、朝になる前に』

（何なんだお前のその推理力）

　その頭の回転をもっと別の場面で提供してくれ。

『──なーに言ってやがる。ライカがこういうのに疎うといから、この俺サマが助言してやってるんじゃねーか。適材適所って奴やつだな』

　バロールに的確な四字熟語を使われると妙みように腹立つ。

　いや、だが適材適所というのはその通りかもしれない。

　俺ではここまでシャロ先輩の違い和わ感かんに気づけない。

　無論、あくまで推理なのだから間ま違ちがっている可能性もある。

　だが。

「あれ？」

　その時ふとシャロ先輩が立ち止まる。

「どうしました？」

「雷火君、何か聞こえない？」

「……？」

　言われて耳を澄すますと、微かすかに何か聞こえる気がする。

「……歌？」

「の、ようですね」

　俺たち以外に人がいる？

　だが敵にしては変だ。

「あの家の中から聞こえるみたいですね」

「入ってみる？」

「そうですね。念のため」

　俺はシャロ先輩を背に庇かばいながら、ある一軒けんの廃はい屋おくのドアを開ける。

　そこは比ひ較かく的綺麗に家の形が残っていて、家具や調度品もそのままだった。

　その分、誰だれも住んでいないガランとした空気が感じられたが……問題の歌は家の奥から聞こえてくる。

「……」

　俺は慎しん重ちように一番奥の部屋のドアを開ける。

　そこは夫婦の寝しん室しつのようだった。

　大きなベッドの傍そばにラジオがある。

　歌はそこから聞こえてきていた。

「何だ、ラジオだったんだ」

「みたいですね」

「でもこの町ってまだ電気とか来てるのかな？」

「さっき屋根の上にソーラーパネルが見えました。たぶんそれがまだ生きているんでしょう」

　家の主ぬしがいなくなったあとも、このラジオはここで歌い続けていたらしい。

　今流れているのは……ノイズが多くて聞き取りづらいが、この国のラブソングだろうか？

「……」

「……」

　不思議と、俺たちはそのラジオにしばらく聞き入っていた。

　音も掠かすれているのに、何かやけに感じ入るものがあった。

　それはこのシチュエーションの所せ為いなのか。

　あるいは、今の俺の心境がそう感じさせるのか。

　窓からの月明かりだけが差す薄うす暗ぐらい部屋で、どれだけそうしていただろうか。

　やがて次の曲が流れ始めた。

「雷火君」

　シャロ先輩がポツリと名前を呼んだ。

　その声音で、その視線で、俺も察した。

　同時に、覚かく悟ごも決めた。

「シャロ先輩」

　俺は手で彼女を制した。

「一分だけ待って貰もらえますか」

「？」

　彼女は分からないという顔をしたが、俺の言うことに素直に従ってくれた。

　俺は首から提さげた十じゆう字じ架かを手に取る。

「バロール」

『──お、何だ？』

　ウヒヒヒ、とバロールは笑う。

『──俺サマの魂たましいにもライカが覚悟決めたのが伝わってきたぜぇ～。やぁっとシャロとヤる気になったか』

「下品な言い方をするなエロ魔ま神じん」

『──いやはや俺サマも変な気分だ。まるでお前らの成長を見守ってきた母親になったみたいだぜ』

　バロールは器用に噓うそ泣きまで挟はさんでくる。

　俺の実母も大たい概がいだが、こんな母親いて堪たまるか。

　いやもうさっさとしてしまおう。

　俺は十字架を見つめる。

　磨みがかれた十字架の表面には、覗のぞき込む俺の左目が映り込んでいた。

「神しん仙ぜん雷火の名において命ず、魔ま眼がんの王バロール」

『──ア？』

「朝まで寝ねてろ」

『──アアアアアテメェエエエエ!?』

　バロールは俺の左目を通して現世を見ている。

　そこに視みる・視られるの関係が成立する以上、魔眼をかけることは可能。

　前々から考えていたことだが、思いのほか上う手まくいった。

「お待たせしました」

　バロールが完全に沈ちん黙もくしたのを確認して俺は顔を上げる。

「えっと、バロールさんに何かしたの？」

「眠ねむらせただけです。安心してください」

　出で歯ば亀がめがいる状態じゃ、何にもできやしない。

　いや、それも今となっては言い訳だったのか。

「……っ」

　だって、アイツを眠らせたのにスッと言葉が出てこない。

　人間ってこんなに緊きん張ちようするものなのか。

　それくらい心臓がバクバクいっている。

　シャロ先せん輩ぱいの前ではいつもそうだが、今回は特大級だ。

　だが。

　俺は固まっていた足を前へ踏ふみ出す。

　ほんの数歩でシャロ先輩との距きよ離りは縮まり、彼女は目の前に。

　彼女の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

「シャロ先輩……」

「……」

「その……」

　俺から切り出さなければと思うのに言葉が出てこない。

「雷火君」

「はい」

「とりあえず、座ろっか」

「はい」

　俺と先輩はベッドの端はしに並んで腰こしかける。

　距離が近い。

　腕うでと腕が触ふれる。

　心臓が、ヤバい。

「雷火君」

「はい」

　さっきからはいしか言ってない。

「実は前から訊ききたかったことがあるんだけど……」

「何ですか？」

　シャロ先輩は片かた脚あしを抱だくように引き寄せ、膝ひざ小こ僧ぞうの上の頰ほおを載のせ、俺の顔を見ながら。

「雷火君は、私たちのどこを好きになったの？」

「え？」

「そういえば、ちゃんと聞いたことなかったと思って」

「……」

　そうだっただろうか。

　そうかもしれない。

　三ヶ月前にシャロ先輩たちに告白されて。

　しばらく時間が経たった後、つき合い始めた。

　その時、告白の「返事」はしたが。

　俺が彼女たちを好きになった理由をちゃんと言ってなかった……か？

　いや、シャロ先輩がこう言っているなら、きっと言いそびれていたのだろう。

　なら、今度こそちゃんと言うべきだ。

　こんな時だからこそ、今。

「俺はずっと、強くならなければならないと思っていました」

　少しずつ心の中を整理しながら、俺は話し始めた。

「そうしないと、何も奪とり返せないと思っていたからです。強くなければ、また奪うばわれると。何も護まもれない、自分も、誰かも」

「うん」

「けれど……本当の俺は、全然、強くなんてなかった」

　いつも何かに押おし潰つぶされそうになっていた。

　自分の弱さに。

　敵に。

　過去に。

「そんな弱い自分を嫌きらう余よ裕ゆうすらありませんでした」

　そうするには自分の弱さと正面から向き合う必要があるから。

「ただ弱さを胸の奥にしまって、封ふうじて、それで自分は強いのだと思い込んでいた」

　己の弱さと向き合えない強さなど欺ぎ瞞まんだ。

　本当に強い人間は、そうした自分をちゃんと受け容いれられている。

　強いことが、弱いことの言い訳にならないことをちゃんと知っている。

「シャロ先輩は、そんな俺自身ですら取りこぼしていた弱さを受け止めてくれた」

　一体何度シャロ先輩に助けられたことか。

　それだけじゃない。

「過去ばかり見ていた俺に、シャロ先輩は未来を教えてくれた」

　ずっとツラい日々が終わることだけを願っていた。

　けれどシャロ先輩はあんな戦いに巻き込まれてなお、その先にある未来を見つめていた。

　俺との未来を願ってくれた。

「……」

　それがなければ、俺はあの時、天華とともに世界を滅ほろぼしていただろう。

　神々を殺し尽つくして妹を奪り返せば、自分の罪が全て赦ゆるされるわけでもないのに。

「俺はシャロ先輩に俺自身の多くを救って貰いました。だから、俺は貴女あなたが好きです」

「うん」

　俺の告白に、シャロ先輩は頷うなずく。

「……！」

　思わず、抱だき締しめていた。

　その華きや奢しやな体に腕を回し、二度と離はなさないように。

　一いつ瞬しゆん、お互たがいの視線が合い。

「……」

「……」

　自然と、キスをしていた。

　唇くちびるが熱い。

　俺たちはどちらからともなく体を傾かたむけ、ベッドに体を沈しずめた。

　古びたベッドから埃ほこりが舞まう。

　舞った埃が月明かりを反射してキラキラと輝かがやいた。

「ぷぁっ」

　唇を離した時、シャロ先輩の口から湿しめり気けを帯びた吐と息いきが漏もれる。

　耳から脳が溶とけそうになった。

　俺は衝しよう動どう的になりそうな自分を何とか抑おさえつける。

　何しろ俺にはこういう時の知識が著いちじるしく欠けている。

　バロールを眠らせたことを後こう悔かいしかけた。

「……っ」

　莫ば迦かか俺は。それだけはあり得ない。

「……ん」

　俺は先輩の首筋に顔を埋うずめ、彼女の火ほ照てる肌はだに舌を這はわせた。

　微かすかに汗あせの味がする。

　俺の体の下で、彼女の胸がわずかに潰れるのを感じる。

　そこへいきなり手を伸のばす勇気がないので、その少し下の脇わき腹ばらをちょっとずつ擦さすった。

「あっ……」

　耳許で時折、先輩の吐息が聞こえる。

「……っ」

　際限なく体温が上じよう昇しようする。

　呼吸が荒あらい。

　必死に全身の余裕をかき集めているが、もうなくなりそうだ。

　こんな壊こわれ物のような体を俺なんかが力ちから一いつ杯ぱいに扱あつかったら、本当に壊れてしまいかねないのに、ともすれば本当に衝動に身を任せそうになる。

　と。

「……雷火……ぁ」

　その声に少しだけハッとする。

　シャロ先輩のように甘いが、少し違ちがう声こわ音ね。

「ブリュンヒルデ？」

「……」

　彼女は何も言わなかった。

　だが、ずっと無む抵てい抗こうだった彼女は不意に俺の頭を抱くように両腕を回す。

「……」

「……」

　至近距離で目が合う。

　だが、どちらなのか分からない。

　同じ顔・同じ体でも、あんなに雰ふん囲い気きが違うふたりなのに。

　シャロ先輩のように優しげで。

　ブリュンヒルデのように清せい冽れつで。

　両方の気配を感じる。

　そうだ。

　そうだった。

　その瞳ひとみの奥に、ブリュンヒルデもまた存在しているのだ。

「ブリュンヒルデ……お前のことは、最初はよく分からなかった」

　俺はまだシャロ先輩への想おもいしか伝えていない。

　やはり衝動というのは怖こわい。

　大事なことがあっさりと頭から抜ぬけ落ちてしまう。

「んっ……」

　彼女は俺の話を聞きながら、体を捩よじるように太ももを擦こすりつけてきた。

　俺を抱き締める腕に力が入り、彼女の胸がますます押し潰される。

「……」

　彼女の無言のアピールに、俺は動くのを再開する。

　そこからは言葉を紡つむぎながらの交わりだった。

「はじめは神であるお前を憎にくんでいた」

「ンッ……っ」

「それが変わり始めたキッカケは、オシリスとの戦いの時だったか」

　俺の剣けんになりたいと言ったブリュンヒルデ。

　最初はただ困こん惑わくした。

　どう反応すれば、どう受け止めればいいか分からず、考えることも一時は放ほう棄きした。

　そんな頑かたくなな俺の心を変えたのは、やはりシャロ先せん輩ぱいだった。

　ブリュンヒルデと対等な関係を築く彼女を見て、神は憎むモノと考えていた俺の認識が徐じよ々じよに揺ゆれ始めた。

　そして。

「ケツァルコアトルとの戦いの時は、お前のおかげで俺は過あやまちを犯さずに済んだ」

　ただの復ふく讐しゆう者として獣けものに堕だそうとしていた時。

　俺を救ったのはブリュンヒルデだった。

「……っ、あ！」

　俺の下で、彼女の体がビクリと跳はねる。

「……」

　俺はもうすでにいくつか外れていた制服のボタンの残りを、ひとつずつ外していった。

　露あらわになるお互いの裸ら身しん。

　触ふれ合う面積が増え、汗と汗が絡からみつく。

　ふたりの柔やわらかい部分と硬かたい部分が刺し激げきし合う。

「お前の言葉に、曲がらない心に、俺は何度も助けられた」
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　全身を快感に支配されながら、俺は彼女と再び視線を合わせる。

「ブリュンヒルデ。お前が好きだ」

「ああ、雷火、、私も……！」

　ブリュンヒルデは堪たまらぬように上体を起こし、俺とキスをしてきた。

　情熱的な彼女に俺も応こたえていく。

　不思議な感覚だ。

　彼女の体はひとつしかないのに。

　その時、その表か情おで、彩いろを変え、ふたりと同時に愛し合っている錯さつ覚かくを覚える。

　いや、錯覚ではないのか。

　ふたりとも其そ処こにいて。

　ふたりとも俺を好きと言ってくれて。

　俺もまた、ふたりのことを好きなのだ。

「……」

「……」

　一瞬、また唇が離れ、俺と彼女は互いを見つめ合う。

　濡ぬれた瞳。

　煌きらめく銀ぎん髪ぱつ。

　透すき通る肌。

　豊かな双そう丘きゆう。

　艶つややかな吐息。

　ひとりの少女と、一柱ひとりの女め神がみ、ふたり分の魅み力りよくが俺を惹ひきつけ、それ以上の言葉を不要とした。

　それはきっとひとつの体にふたり分の感情を宿す彼女も同じ。

　俺と彼女は再びキスをして、昂たかぶるままにお互いを求め合った。
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　見知らぬ土地。

　見知らぬ夜。

　人ひと気けのない廃はい墟きよ。

　待ち受ける命いのち懸がけの戦いくさ。

「これで昂ぶらない方が噓うそよねぇ」

　私──鹿フ金レ涙イ々ヤは窓の外を眺ながめながら呟つぶやいた。

　今夜は本当にいい月夜だ。

　あんな月にあてられたら、誰だれだってエッチな気分になって当然だろう。

　あの朴ぼく念ねん仁じんに純情な騎き士しでもね。

　まあ、それはそれとして。

「マリアっち～大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ぐすっ」

　ダメかな～。

　マリアっちと私は最初から同じ部屋だったけど、さっきからずっとこの調子だ。

　う～ん、一晩中泣かれるのもキツいわねー。

　そんな状態で放っておいたら、戦いですぐ死んじゃうかもしれないし。

　それはさすがによくない。

　そうなるくらいなら、今の内に全部吐はき出させてあげるべきかしら。

「マリアっち～？　ずっとそうしていると、なんか〝負け犬〟っぽく見えるわよ」

「……！」

　負け犬という言葉にはさすがに腹が立ったのか、マリアっちはガバッと顔を上げて怖い目で私のことを睨にらんできた。

　ビンタの一発くらい貰もらってあげてもよかったんだけど、マリアっちは椅い子すから立ち上がりはしなかった。

「……涙々さんは平気なんですか？」

　代わりに、マリアっちはこっちに話を振ふってきた。

「平気って？」

「雷火さんのこと……」

「あー」

　私は髪かみの毛先をくるくるとイジりながら言葉を考える。

「そりゃあ悔くやしいわよ？　こう見えて愛と美の女神だし、男関連で負けたことなんて初めてだしね」

「あんまり悔しそうに見えません」

「そうかしら？」

「結局、涙々さんにとって、雷火さんはその程度だったってことなんですか？」

「んー……」

　これ、怒おこるところかしら？

　でもまぁ、少しくらい許してあげましょう。

　たぶんこれが、彼女にとっての初はつ恋こいだったのだから。

「まあ確かに、私ってば恋多き女だしね。複数の男を同時に愛したこともあるし、禁断の恋も身分違いの恋も経験豊富だわ」

「……」

「でも、一度だって不ふ真ま面じ目めな恋はしたことはないわ」

「……！」

　そう言った私の顔を見て、マリアっちは驚おどろいたようなビクッとした顔をした。

　あら……やっぱり私、少し怒っちゃってたかしら？

　いけないいけない。

　これでも人間の恋れん愛あい相談を受ける側の存在なのにね。

　まあでもいいか。

　私だって、彼女と同じ男に失しつ恋れんしたんだもの。

「最初にした恋が一番尊とうといとか、最後に辿たどり着いた愛が正解とか、たまにそんな言い方をする人間もいるけど、愛に定型はないし、恋心に貴き賤せんなんてないものよ」

「……涙々さんに言われると納得がいきませんね」

「えー」

　私は笑って肩かたを竦すくめてみせる。

「まあ私は略りやく奪だつ愛も多重恋愛も上等だし、一敗したくらいで雷火のこと諦あきらめるつもりもないけど」

「ほらやっぱり！」

　マリアっちは椅子を蹴けって立ち上がりながら、真っ赤な顔で私のことを批難するように指差してくる。

「何が不真面目な恋はしないですか！」

「えー、略奪愛は不真面目？」

「当然です！」

「そう言われてもなー。だって私はまだ雷火のこと好きなんだもん」

「なっ……！」

「雷火が別の人と結ばれた程度で、この気持ちがすぐ消えてなくなるわけじゃないわ」

　私は私にとって当たり前のことを言う。

　好きな相手が別の誰かと結ばれて、それを祝福して自分は身を引く。

　それも恋の形のひとつだろう。

　でも、それが一番正しい答えでもないのだ。

「……っ」

　それを聞いたマリアっちは、なんだか苦しそうな顔をした。

　その表情はよく知っている。

　彼女だって、本当は私と同じなのだ。

「逆に私の方からも訊きいてみたいわね。マリアっちは何でもっと強ごう引いんに雷火に迫せまらなかったの？」

　マリアっちなら充じゆう分ぶんに可能性はあった気がするけれど。

　私の問いかけに、彼女は唇くちびるを嚙かんでわずかに俯うつむく。

「だって……私は雷火先せん輩ぱいの聖女ですから」

「うん？」

「彼の戦いには私の聖女としての力が必要です……そのためには、、聖女であるためには純潔であり続けなければいけませんから」

「……」

　ああ、なんだ。

　私はフッと肩の力が抜ぬけるのを感じる。

「強気なところもあるのに変に奥手とは思ってたけど、そういうことだったんだ」

　全部が全部、雷火のためなのね。

　思えばマリアっちだけが私たちの中で唯ゆい一いつ本当に普ふ通つうの人間だった。

　その恋心だけでずっと雷火のあとを追ってきた。

　ついにはこんな世界の命運をかけるような戦いにまで。

　それが彼女の愛の形なんだろう。

　でも、だからこそ。

「マリアっちの恋はまだ全然終わってないじゃない」

「え……？」

　俯いていた彼女が顔を上げる。

　私は珍めずらしく何の含ふくみもない微笑ほほえみを口くち許もとに浮うかべて。

「肉体関係だけが愛の証明じゃないもの」

　恋とは常に自分の想おもいを相手にぶつけること。

　相手が受け容いれるかどうかは関係ない。

　つまり恋とは一方的なもので、だから時に悲劇が生まれる。

　でも、マリアっちの雷火のために尽つくしたいという想いは、彼も受け容れている。

　なら彼女の恋はすでに成じよう就じゆしている。

　そこから先の変化を求めるかどうかは、また別問題だ。

「これまでも雷火はマリアっちのピンチの度たびに、命を賭として助けに行っていたわ。彼にとって貴女あなたは決して恋人シヤルロツテに劣おとらない。どちらも尊く、失い難い存在なのよ」

　まあ、その点で言うと私が一番劣ってる気がする。

　こちらから届けてる愛は私が一番多いはずなんだけど。

　そこが恋愛の難しいところね。

「……やっぱり涙々さんに言われても説得力がありませんね」

「マリアっち～、私もそろそろ怒るよ～？」

「だってあなたは雷火先輩とそ、そういう関係になろうとしてるじゃないですか!?」

「いや、私はほら、肉体関係大好きだし？」

「不潔！　不潔です！」

「えぇー、気持ちいいのに」

「～～～！」

「わあ、マリアっちってば顔赤～い。可愛いわね」

「何言ってるんですか、もう！」

「あ～、なんかその顔見てるとエロい気分になってきた」

「やめてください。見ないでください！」

「マリアっち、ちょっと私とイイコトしない？」

「見境なしですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。私どっちもイケるし、マリアっちのことも好きだから」

「愛に定型はないってそういう意味ですか!?」

「いいじゃん。一いつ緒しよに傷舐なめ合いましょう」

「お断りします！」








第四章　バチカンへ
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　翌朝。

「……」

「……」

「……」

「……」

「……」

　視線を感じる。

　今は昨日と同じように匣はこノの木ぎの用意した携けい帯たい食で朝食中だが、やけに皆みんなの視線が突つき刺ささる。

　責められているという感じでもないが……何だろうか。

　妙みようなプレッシャーを感じる。

　なぜだ。

『──ライカ。これ完全にバレてる奴やつだぞ』

（バレてるって、何が………………!?）

　不意に状じよう況きようを察して、思わずむせそうになった。

　待ておい……。

　これって、そういうことなのか？

（だがなぜ皆に……同室の匣ノ木はともかくとして）

『──さあな』

（陽ひが昇のぼる前に戻もどったし、体もちゃんと洗ったぞ!?）

『──何なんだろうな。童どう貞ていと非童貞の違ちがいってある種の概がい念ねんなはずなんだが、何で夏休みが明けるとあんなに顕けん著ちよに差が出るんだろうな』

（だから何でお前はそんな謎なぞの風習に詳くわしいんだ!?）

　その後も朝食の間、背中で滝たきのような汗あせを流しつつ、表情筋を駆く使しして何とか平静だけは保ち続けた。

　みんなも視線を送ってくるだけで、特に何も言ってこない。

　表面上はいつも通りだ。

『──まあよかったじゃねぇか。昼ドラみたいな展開にならなくて』

（昼ドラ？）

『──つーか匣ノ木には前々からバレてたんだろ？』

（それはそうみたいだが……）

『──じゃあ、マリアちゃんとかにもとっくにバレてたんじゃねーか？』

（……！）

『──大体、あの雌め狐ぎつねが気づかないのは不自然だろ。あの女はそういうのに敏びん感かんそうだ』

　言われてみれば確かにそうなのだが。

（なら、何で……）

『──ライカがそれに気づかなかったのかって？』

（……ああ）

『──テメェも野や暮ぼだな』

（は？）

『──それは皆が変わらないでいてくれたからだろ』

（……！）

　俺と先せん輩ぱいの関係がバレることで、今の皆との関係が崩くずれる。

　それを恐おそれたから、俺はずっと隠かくしてきた……つもりだった。

　だがそんなこと必要なかったのか？

　そんなことで揺ゆらぐようなモノじゃないと。

　本当は、恐れる必要なんかなかったのかもしれない。

『──まあ、マリアちゃんと雌狐あたりは、そもそも諦あきらめてないってだけかもしれないがな』

（それは……どうしたらいいんだ？）

『──ウヒヒヒ、そん時ゃハーレムでも築けばいいだろ』

（断る）

『──すでにシャロとブリュンヒルデとダブルでつき合ってンだろう？　だったらあとひとりやふたり増えたって構わねーじゃねぇか』

（お前な……）

　俺はバロールの戯たわ言ごとに呆あきれつつ、匣ノ木と今日の打ち合わせをしに行く。

「あと半日もしたら大きな街が見えてくる。そこに着いたら、一度情報収集しよう」

「街に入るのか？」

　それは教会側に発見されるリスクが高まる。

　が。

「バチカンとローマ周辺に潜せん伏ぷくしてる連れん絡らく員からの定時連絡がなかった」

「……！」

「だから別ルートで情報を仕入れる。情報は命だ。多少のリスクは取る必要があると思うけど」

「……そうだな」

　俺たちがローラシア島を出たことで、教会側の対応に変化が出た可能性もある。

「そうなると、今日の移動は？」

「昨日も言ったけど、移動手段は複数用意してある。囮おとりを含めた車を数台。ただ場合によっては長ちよう距きよ離りバスか鉄道を利用するかも」

「バスに鉄道だと？」

「チケットはもう用意してある。もちろん、身元は特定できないようにちゃんと偽ぎ装そうしてるよ」

「そうか」

「あとこれ街に入った時の変装用ね。制服はめだつから」

　そう言って匣ノ木は人数分の衣装をジープに積んであったトランクから取り出した。

「俺とマリアの制服は教会の特別製だ。戦せん闘とう時に必要になる」

「あー、じゃあ何か入れる袋ふくろを街で用意しようか」

「それでいい」

　とりあえず、方針は決まった。

　若じやつ干かんの不安はあるが、ひとまず着き替がえて──誰だれが何を着るかで少し揉もめたが──準備を終えた俺たちは、再び車に乗って移動を開始する。

　ローマに近づくにつれ、徐じよ々じよに整備された道路も広がり、すれ違う車も増えていく。

　そうして匣ノ木の言う通り約半日後、ジープは目的の街に到とう着ちやくした。

　街の様子は、思ったほど混乱していなかった。

　新生神話同盟が世界各地で虐ぎやく殺さつを行っているニュースは、すでに民間にも降りている。

　それでも彼らがここにいるのは真聖教会の威い光こうがあるからか、はたまた対岸の火事のつもりなのか。

　あるいは〝諦め〟だろうか。

　十年前の神話戦争は文字通り世界を滅ほろぼしかけた。

　神々が再び現れたのなら、この地上に逃にげ場などない。

　そうした諦てい観かんが、人々から逃げる気力を奪うばっているのかもしれない。

　実際、どこへ逃げれば安全と言えるような地など、この地上には存在しないだろう。

　俺たちが止めない限り。

「じゃあ僕は情報を仕入れてくるよ。あと制服を入れる袋と軽食も買ってくるから」

「分かった」

　路ろ肩かたに車を停めた匣ノ木は、そう言って一いつ旦たん外へ出て行った。

　俺たちは車中で待機だ。

「あーん、お尻しりイターい」

　涙るい々るいがシートから腰こしを浮うかしながら急に泣き言を言い始める。

「雷らい火かー。お尻擦さすってくれない？」

「断る」

「ヒドーい」

「あの、わたしが擦ろうか？」

　涙々の隣となりに座っていたシャロ先輩がおずおずと申し出る。

　すると、涙々はニコッと笑って。

「ありがとー。じゃあ、お礼に私も先輩の腰揉もんであげる」

「えっ、ありがとう」

「いえいえ、昨晩はお楽しみだったんだから腰痛いでしょ？」

「「ぶっ!?」」

　俺とシャロ先輩が同時に噴ふき出す。

「る、涙々さん!?」

　当然真っ赤になるシャロ先輩。

　しかし、涙々は追つい撃げきの手を緩ゆるめない。

「よかったら雷火のがどんなだったか感想聞かせてくださいよ～。私、前は食べそびれちゃったから」

「食べそびれちゃった……？」

「涙々！」

　シャロ先輩に余計なことを吹ふき込まれる前に俺は大声で叫さけんだ。

　それを聞いて涙々はにまーっと笑う。

「……あー、そういえばイタリアってジェラートが有名なのよね？　せっかく来たのに食べそびれちゃったら勿もつ体たいないと思わない、ら・い・か？」

　この悪女が……！

「ジェラートとはアイスのことか？　余よも食べたいぞ」

「僕も」

　エミリーと姫ひめ子こも乗っかってきた。

「……全員分買ってくるから、好きな味を言ってくれ」

　もしもの時の現金は匣ノ木から多めに預かってる。

　まさか最初の使い途みちにジェラートを買う羽目になるとは思ってなかったが。

　俺は皆のオーダーを聞いてから車を降り、ジェラート屋の列に並んだ。

「まるで観光だな……」

『──ウヒヒヒ、まあこれくらいはリア充じゆう税と思って払はらっておくんだな』

「払うのは匣ノ木の金だがな」

「……？」

　ついバロールに返事をしてしまい、前に並んでいる女性に怪け訝げんな顔をされた。

　危ない危ない……と思っていると、誰かが俺の隣にやってきた。

「マリアか。どうした？」

「お手伝いです。五人分持つのは大変かと思って」

「ああ、助かる……シャロ先輩は？」

「涙々さんに捕つかまってます」

「そうか……」

　俺は頷うなずき、そこで会話が止まる。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

　かつてない気まずさだ。

　マリアの沈ちん黙もくがこんなに怖こわかったことなど今までなかった。

　クッ……何をしているんだ神しん仙ぜん雷火。

　世界の命運を懸かけた戦いの直前にこんな……何と言うか、如何いかんともし難い状じよう況きように追おい詰つめられるなんて。

「雷火先輩」

　その時、マリアがふと話しかけてくる。

「好きです」

「……!?」

　叫ばなかったのは我ながらよく堪こらえたと思う。

『──ウヒヒヒ、いきなりブッ込んできたなーマリアちゃん』

　バロールは物もの凄すごくおもしろがっているが、俺にはそんな余よ裕ゆうはない。

　思わずマリアの顔を見るが、彼女の横顔からは何も読み取れなかった。

「本当は、ずっと前から好きだったんです……今まで伝えることができませんでしたが」

「……」

　俺はどう答えればいいのか分からず視線を泳がせるしかない。

（おいバロール、こういう時はどうすればいい？）

『──まあいいから黙だまって聞いてやれ』

　俺は心持ち唇くちびるを固く閉じた。

　マリアはやはり前を見ながら話を続ける。

「雷火先輩は、私の告白を迷めい惑わくだと思いますか？」

「そんなことはない……だが、俺は」

「大だい丈じよう夫ぶです。分かってますから」

「……」

　マリアは小さくため息をつく。
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「たぶん、私は甘えていたんでしょうね。今までずっと雷火先輩の傍そばにいたから、これからも一番は私だって」

「……」

　やがて列の順番が来て、俺は皆みんなの分のジェラートを注文する。

　ふたりで並んだまま待ち時間が流れる。

「……でも、私は雷火先輩の聖女ですから」

　ジェラートができるまで待つ間、マリアが再び口を開く。

「あの時の誓ちかいは、今も変わりありません。雷火先輩のためなら、私は何だってします。貴方あなたの力になりたいから、私は聖女であり続けます」

「マリア……」

　俺はもう一度マリアの方を振ふり向く。

　すると、今度は彼女も俺の方を振り向いた。

　口くち許もとに──意味ありげな微び笑しようを浮かべて。

「でも、それは雷火先輩の戦いが終わるまでです」

「マ、マリア？」

　俺は面めん喰くらって目をしばたたかせる。

　マリアの微笑みが、一いつ瞬しゆん涙々のように見えた。

「先せん輩ぱいの戦いが全部終わったら、そこから先は私の戦いです。狙ねらいはもちろん先輩です。だから覚かく悟ごしておいてくださいね」

「な、何をだ？」

　その時、注文したジェラートができあがった。

　マリアは先にふたつ受け取って、俺より先に列から離はなれた。

　少し行ったところで彼女は振り返り、

「私、まだ諦あきらめてませんから」

　と言って、ジェラートを持って車へと戻もどっていった。

（おい、おいバロール）

『──何だよ？』

（今のはつまり……どういうことだ？）

『──宣戦布告だろ？』

（宣戦布告って……何の？）

『──あ～？　どうすっかな～？　ライカにゃ昨日ヒデェことされたからなぁ』

（教えろ！）

『──ウヒヒヒ、自分で考えな』







　そんなこんなで待機中もいろいろとあったが、皆がジェラートを食べ終える頃ころには匣ノ木が戻ってきた。

　生あい憎にくと、奴やつが持ち帰った情報はあまりいいニュースではなかったが。

「ローマ全域に検問だと？」

「そうだね。交通・通信、両方にかなりの制限がかけられてる」

「教会側の工作か」

「だろうね。新生神話同盟が暴れている今、ローマ・バチカンの治安は真聖教会が握にぎってるはずだ。検問を敷しくぐらいわけないだろうね」

　聖餐管理機構エウカリステイアの連れん絡らく員が定時連絡できなかったのもその所せ為いだろう。

「なあ、主あるじ殿どの」

「どうしたエミリー？」

「今から行くのはバチカンとかいう国なのだろう？　なぜ敵はローマに検問を張る？」

　コイツ……まさか地理も知らずにここまでついてきたのか？

　というか、國くに崎さきの時も似た話題が出たはずだが、その時エミリーはしれっとした顔で頷いていたよな？

　俺は頭痛を抑おさえながらため息をつく。

　このままでは万が一散り散りになった時、エミリーがバチカンまで来られるか不安すぎる。

　迷子の所為で戦力ダウンなど洒しや落れにもならない。

　俺は呆あきれる気持ちを抑えて、簡単に彼女に説明することにした。

「エミリー。バチカンというのは世界一小さな国家で、イタリアの首都ローマのほぼ中心部にある」

「ほう、他国の首都にある国とはまた珍ちん妙みような」

「正確には中心よりやや西寄りだがな。まぁ、だから敵はローマに検問を張る。そうすることでバチカンも守れるからだ」

「なるほどな」

　エミリーは得心がいったように頷く。

　それはいいのだが……今ほかにも頷いた奴がいなかったか？

　ブリーフィングはちゃんとしたはずなんだが……まあいい。

「で、俺たちはどうやってローマに入る？」

　最終目標はバチカンだが、まずはローマに入る方法を考えなければならない。

「それなんだけど、ローマの玄げん関かん口にあたるテルミニ駅に管理機構の職員を潜もぐり込ませてある。そことコンタクトが取れれば、駅構内の検問はパスできるはずだ」

「随ずい分ぶんと周しゆう到とうだな。一週間足らずで用意できる手て筈はずではない気がするが？」

「敵対組織の動向を探るには物資の流れを辿たどるのが一番だよ。最初からここには人員を配してあったのさ」

「なるほどな」

　今のところ検問はローマ市内だけだ。

　この街の駅で列車に乗るのは、匣ノ木の用意したチケットがあれば問題ないだろう。

　その後テルミニ駅の検問をスルーできるなら、確かにほかのルートより安全に思える。

「よし、それで行こう」

「あとは今日中の列車に乗るか、明日の始発を待つかだけど……」

　天てん華かが指定した「一週間後」は明日だ。

　今日中にローマに乗り込むとなれば、しばらく市内に潜せん伏ぷくしなければならない。

　だが検問の影えい響きようで列車の運行状況が読めないという不安もある。

　明日の始発が定刻通りに出発するとは限らない。

　列車が遅おくれて肝かん心じんな時に遅ち刻こくするなんて間ま抜ぬけはあってはならない。

　どちらのリスクを取るかという話になるが……。

「最悪のパターンは、肝心な時にその場にいないことか」

「つまり？」

「今日中にローマに入る」

　俺が方針を決めると、匣ノ木は頷く。

「ならすぐ移動しよう。すでに列車の運行ダイヤはメチャクチャだからね。急がないと今日中に列車に乗れないよ」

「分かった。皆行くぞ」

　俺は仲間を促うながしながら、静かに胸に詰まった息を吐はいた。

　もう明日には最後の戦いが始まる。

　今度こそ天華を止めて、彼女を取り戻せるか。

　いや、何があっても取り戻す。

　俺たち兄きよう妹だいの未来を手に入れるために。
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　南アメリカ大陸。南なん端たん。

「んー？」

　あたし──神仙天華はそれとなく東を眺ながめていた。

　この辺は確か、ドレーク海かい峡きようとか言ったっけ？

　マゼラン海峡よりもさらに南。

　南アメリカ大陸と南極大陸の狭はざ間まにある世界最大の海峡。

　あれ？　神話戦争で地形が変わってからは世界一じゃなくなったんだっけ？

　確かその辺の研究は後回しにされてたから、正式な発表はまだなかったような……。

　まっ、どっちでもいっか。

　この大陸をひたすら南下した結果着いただけだし。

「お姉様」

　その時、大おお鎌がまを持ったハーデスがあたしの後ろに降り立った。

「何？」

「これでこの大陸の人間は……粗あら方かた、殺し尽つくしたかと」

「そ」

　ハーデスからの報告を軽く流す。

　元々、こんな虐ぎやく殺さつは下準備に過ぎない。

　時間稼かせぎと。

　囮の。

「ロキー」

「はいはーいゼウス様ー」

　アタシが呼ぶと、どこからともなくニョキッとロキは現れた。

　いつもの胡う散さん臭くさい笑みを浮うかべつつ、彼は慇いん懃ぎんに腰こしを曲げる。

「もうすぐ天使の軍団がこちらに来るわ。今度は熾し天てん使し級の指揮官が複数ついてるから、向こうもそれなりの戦力を投入してきたわね」

「おーそれは怖こわッ」

　ロキは怖がるフリをしながら身をくねらせる。

　その様はまるで道どう化けのようだ。

　ロキが変なポーズのまま探るような目つきでふとアタシを見上げてくる。

「しかしぃ～、どうしてゼウス様はそんなこと分かるんですか？　私の目にはまだ天使の姿なんて芥け子し粒つぶほども見えませんが？」

　……本当に油断ならないなーコイツ。

　うーん、と一いつ瞬しゆん考える。

　まあ、言ってもいいか。

「教会の上層部にスパイがいるのよ。ソイツが教会側の動向をアタシに密告してるの」

「ほえぇ～」

　ロキはまた巫ふ山ざ戯けた声こわ音ねを発しながら何度も頷うなずく。

「さすがゼウス様！　いや、なんて用意周到な御お方かた！　このロキ、つくづく心服いたしました！」

「そういうのいいから」

「でも、なーんでその人間は教会を、というか人類を裏切ったんです？　我々側についたらヤバいって分かりますよね？」

「人間なんて少し利益をちらつかせて、そいつの命さえ保証してやれば簡単になびくんだよ」

　まあ、ソイツ──身分は枢すう機き卿きようだったかな？──はソイツで、アタシたちを天てん秤びんにかけてるンだろう。

　アタシらが勝てば教会をそのまま裏切り。

　教会が有利と見ればアタシらとは無関係を装う。

　どちらが勝っても自分は利益を得る。

　そういう絵図を描えがいているのが見え見えだった。

　秘ひ密みつ裏りに接せつ触しよくしたアタシがかつての実験動物だったことと、アタシ自身の見た目と拙つたなく見せた演技に「簡単に出し抜ぬける」と思ったんだろうけど。

　こちらを侮あなどる相手が一番騙だましやすい。

「ハハハッ、ゼウス様は本当に怖い御方ですねぇ。では、件くだんの天使軍団の迎げい撃げき準備をしますか？」

「ううん。そんなのもう相手しなくていいよ」

　あたしが首を横に振ふると、ロキとついでにハーデスも揃そろって首を傾かしげる。

「ロキ。船の準備をして」

　アタシはとびっきりの悪い笑顔でロキに告げた。

　それを聞いたロキはまたニンマリと嗤わらう。

「おーやおやおや、いよいよですか？」

「うん。もう充じゆう分ぶんでしょ」

「それじゃ準備してきますね」

「お願いね。あっ、ハーデスはほかの連中を集めてきて」

「あ、、分かりました……」

　ハーデスは話の展開についていけてない顔をしていたけど、アタシの指示には素直に従った。

　二柱ふたりが消えたあと、アタシはまた東を見やる。

「さて、いよいよだねおにーちゃん」

　約束の期日ももうすぐだ。

　あたしの目もく論ろ見み通り、おにーちゃんはちゃんと来てくれた。

　ただ件のスパイからの連れん絡らくだと、予定よりちょっと早めにおにーちゃんは待ち合わせ場所に着いてしまいそうだけど。

　まあ、デートで待ち合わせ時間より先に待ち合わせ場所に来るのは男子の甲か斐い性しようだし、それは別にいいや。

　必要な布ふ石せきは充分打てた。

　なら、アタシもあまりおにーちゃんを待たせないように待ち合わせ場所に向かおう。

　ああもう本当にいよいよだ。

　今度の今度こそ世界を滅ほろぼしてしまおう。

　復ふく讐しゆうを果たして、兄妹だけの世界を創つくろう。

　ああ楽しみ、とアタシは呟つぶやきながら東の空に想おもいを馳はせた。




　　　　３




　ローマ。テルミニ駅。

「とりあえず、ここまでは無事に着いたな」

「そうだね」

　俺の呟きに匣ノ木が相あい槌づちを打つ。

　俺たち一行は人でごった返す駅構内の隅すみに固まっていた。

　ローマの玄げん関かん口であるテルミニ駅はただでさえ利用客が多い上に、検問による身体チェックや荷物チェックが混雑に拍はく車しやをかけていた。

　とはいえ、この人波の中にあっても、子供ばかりの集団というのはややめだつ。

　いちおう匣ノ木が引率者の体ていを取っているが、めだつことに変わりはないだろう。

「で、件の職員はどこにいる？」

　俺たちが駅に着いて数分が経たつ。

　匣ノ木の話していた職員の姿はまだ見当たらない。

「僕らが鉄道でローマ入りするっていうのは符ふ丁ちようで先に伝えてあるんだけどね。ちゃんと届いてれば、向こうから探しに来るハズなんだけど……」

「……」

　ローマ市内での潜せん伏ぷく場所も、できれば管理機構が前々から用意していた部屋を利用したいところだ。

　適当なホテルなど取ったらすぐ見つかるし、街中をうろうろしても前述の通り俺たちはめだつ。検問だらけの街中では簡単に発見されるだろう。

　なので、ここでは管理機構側のルートを辿たどるのが一番なのだが。

　それも絶対とは言えない。

　符丁を打ったと匣ノ木は言ったが、そもそもローマ市内の連絡員との連絡網もうはすでに遮しや断だんされているのだ。

　当然、駅の職員とは別口でコンタクトを取ったのだろうが。

「……」

　嫌いやな予感が頭を過よぎる。

　しかし、駅構内が混雑し、人々が混乱しているのもまた事実。

　向こうの職員がちゃんと符丁を受け取っていたとしても、単純に身動きが取れない可能性も捨てきれない。

　このまま待つか。

　それともすぐ出るか。

「……十分待つ。それで来ないなら移動を開始する」

「うーん、それはそれでリスクが高いけど？」

「いざとなれば魔ま眼がんを使う。あまり一いつ箇か所に留とどまるのは得策じゃない」

　それにもうすぐ零れい時じだ。

　零時前に魔眼を使えば、すぐ翌日になって使用制限は回復する。

　自分たちだけで動くならむしろ早い方がいい。

　待てるのは十分が限界だ。

「……？」

　その時ふと視線を感じた。

　視線を追うと、ただの通行人だった。

　気にしすぎか……。

　俺たちはめだつ。

　横を通り過ぎる人間が一瞬視線を寄よ越こすくらい普ふ通つうのことだ。

　普通のこと……。

「……」

　だが待て。

　何か見落としている気がする。

　なぜそんな気がする？

　気の所せ為いという線は捨てよう。

　考えるべきは……そう、ここが敵地であるということ。

　俺たちが最も気を配るのは敵に見つからないことだ。

　では、肝かん心じんの敵はどこにいる？

　匣ノ木の情報通り、駅には検問が張られていた。

　その所為で駅は人でごった返している。

　この検問が教会の差し金なら、奴やつらの手の者もここにいるはずじゃないのか？

　少なくとも俺たちの姿を確認し、神しん罰ばつ者の到とう着ちやくまで見張る役割の者が。

　しかし、それと思おぼしき監かん視し者はどこにも見当たらない。

　大体、こんなに人が溢あふれかえっていたらまともに監視なんか……。

「……？」

　監視だと？

　そうだ。

　そういえば教会は……どうして俺が『残滓ケイオス』を天華から奪うばったことを知っていた？

　その後再び天華が現れたあとも、教会はずっと俺の許もとに『残滓ケイオス』があると分かったように行動していた。

　でなければ、あのサミュエルの襲しゆう撃げきはあり得ない。

　教会には何がある……？

　奴らの持つモノ……。

『残滓ケイオス』に結びつくモノ……。

「……『遺骸レリツク』」

　そうだ。教会は『遺骸レリツク』を所有している。

　かつては『残滓ケイオス』とひとつだったモノの片割れ。

　もし『遺骸レリツク』に『残滓ケイオス』の在あり処かを探知する機能が備わっているなら、教会側の動向にも説明がつく。

　つまり、俺の居場所は最初から全て筒つつ抜ぬけ……!?

　その上で奴らがわざわざローマ全域に検問を張ったのは。

　俺たちの侵入経路を制限するため。

「匣ノ木！　今すぐここを出るぞ！」

「えっ!?」

「ここにいる全ての人間が罠だ！」

　俺が叫さけぶと同時に。

　視界範はん囲い内、いや、先程まで駅構内を行き交っていた人々が全員ピタリと足を止めた。

　その目の全てがまるで機械のように俺たちへと向けられる。

　そして、その全員の背中から純白の翼つばさが生えた。

「接せつ尾び語の天使……！」

　バチカンのお膝ひざ元もとであるローマ市民は、そのほとんどが教会信徒。

　そう……この街にはもはやただの一いつ般ぱん市民などひとりもいない。

　全ての人間は接尾語の天使へと作り替かえられ、教会の尖せん兵ぺいとなっているのだ。

「チッ！」

　俺は双そう銃じゆうを抜き、仲間たちも臨戦態勢に入ろうとする。

　しかし、この敵の数。

　はたして突とつ破ぱできるか……!?

　仮に突破できたとして、その後はどうする？

　もしローマ全域が天使の巣そう窟くつと化しているなら、俺たちはすでに敵のはらわたの中だ。

　天華たちがここに現れるまで持ちこたえることができるのか……。

　いや、持ちこたえなければならない。

　そのためには……。

　と、俺が打開策に思考を巡めぐらせようとしていた──その時。




　ズンッ!!と、途と轍てつもない地じ響ひびきと何かが大きく破は壊かいされる轟ごう音おんが建物の外で響き渡わたった。
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　その轟音は私──大聖女のいる聖庁の一室にも響いてきた。

「何事ですか!?」

　私が倒たおれないように庇かばっていたレイが、すぐさま外の衛兵に声をかける。

「少々お待ちを！　何かあればすぐ報告が来る手て筈はずになって……」

　彼の言葉が言い終わるか終わらないかの内に、汗あせだくになった別の衛兵が部屋の中へと入ってきた。

　全力で走ってきたのだろう、彼は息も絶え絶えになりながら床ゆかに転び、それでも何かを言おうと喘あえいでいた。

「レイ。彼に水を」

　私は手早く話を聞くために、まずは衛兵に水を飲ませる。

　彼は一いつ瞬しゆんでそれを飲み干すが、まだ興奮状態のようで呼吸が荒あらいままだった。

「ほ、報告致いたします！　テ、テヴェレ川にっ、にっ！」

「落ち着いて。ゆっくり話してください」

　私は彼を落ち着かせながら頭に地図を思い浮うかべる。

　テヴェレ川はバチカン市国とテルミニ駅のちょうど中間を流れる「澄すんでいない川」の名前だ。

　衛兵は何度かツバを飲み込み、ようやく呼吸を整える。

　そして。

「テヴェレ川に……きょ、巨大な木造の船が突とつ然ぜん現れました！」

「船？」

　現在ローマの交通には大きな制限がかけられている。

　当然、川を行く船せん舶ぱくも同様だ。

　しかもその言い方だと、その船はこちらの監視網に一度も引っかからずに、突然姿を現したということになる。

「……」

　神仙雷火はこちらの誘ゆう導どう通り鉄道を使ったと報告があった。

　テルミニ駅で待ち伏ぶせをしていたドミトリからも、数分前に彼らが到着したと報告してきたばかりだ。

　なら、このテヴェレ川の異変は──
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　ローマ中央。テヴェレ川。

「ヒャー！　着いたねー」

　あたし──神仙天華は船の舳へ先さきから身を乗り出しながら、ちょっと浮かれた声こわ音ねで呟つぶやいた。

「さすがアスガルドに攻せめ入ったナグルファル船だねー」

「いやいやそれほどでもー」

「今のは船を褒ほめたの。ロキを褒めたわけじゃないから」

「えぇー、でもこの船を操船してるのは私ですよー？」

　──ナグルファル船。

　神ラ々グのナ黄ロ昏クにおいて、炎ムのス巨ペ人ルたちを満まん載さいし、神々の土地アスガルドに攻め入った侵しん略りやく船。

　神話によればこの船を操あやつったのはロキであり、この船を造ったのは彼の娘むすめである冥めい府ふの女王ヘル。材料は死者の爪つめだと云いう。

　北ほく欧おう神話において世界は９つ存在し、全て世界樹ユグドラシルに寄り添そう形で主おもに三層に分かれていると云われている。

　その中で神アのスいガるル国ドは最も高い天上の世界に位置し、炎ムのス巨ペ人ルたちが住む灼熱の地底ムスペルスヘイムは最も深い地下に存在するとされる。

　地下世界から天上世界に攻め入るのに用いられた船。

　それは「神の土地を侵略する」という極きわめて狭せまい限定条件に用いられる場合にのみ、世界断層の壁かべすらも突破する機能を持つ装神具アーテイフアクトだ。

　物理的な距きよ離りなど一瞬でゼロにする。

　あたしがダラダラと一週間（正確には６日）も虐ぎやく殺さつを続けたのもこのため。

　新生神話同盟の移動速度及および移動能力を教会側に誤認させるためだ。

「さて、急がないとこの奇き襲しゆうにも意味がなくなるよ。みんなー、張り切っていってみよう！」

「おー！」

　楽しげに返事をしたのはロキだけだった。

　あとの皆みんなはハーデスを除いて、誰だれもあたしを見ていない。

　まあ、手た綱づなを握にぎれるのもここまでかな。

「それじゃ全員バラバラに行こうかー」

　あたしの宣言に幾いく柱にんかが怪け訝げんな視線をこちらに寄よ越こした。

　それを無視して、あたしは続ける。

「その方が敵さんも分散するしね。それにこの一週間見た感じだとアタシたちの力は強すぎて、近くで戦うと味方を巻き込んじゃいそうだし。ここはバラけた方がいいっしょー」

　モチロンそんなのは建たて前まえだ。

　どうせこいつらは各々何かしら企たくらんでいることだろう。

　バラバラに動けば、各々勝手に動き出す。

　あたしの指示はその許可を与あたえるようなものだ。

　けどそれで構わない。

　こちらを出し抜ぬこうとする彼らをいちいち監かん視しするのは面めん倒どうだ。

　それに彼らはあたしが『残滓ケイオス』を持っていると思っている。

　そう思い込んでいる彼らは、あたしを出し抜くには『遺骸レリツク』を手に入れなければならないと考えざるを得ない。

　なぜなら『遺骸レリツク』を手に入れて初めて、『残滓ケイオス』を持つアタシと対等になれるからだ（まあホントはあたしは『残滓ケイオス』を持ってないんだけど）。

　つまり、彼らはアタシより先に『遺骸レリツク』を手に入れるため、率先して教会側の戦力と戦ってくれるわけだ。

　そうすると同盟も教会もお互たがいいい感じに削けずり合って疲ひ弊へいしてくれる。

　あとは最後においしいところを全部かっ攫さらう、というのがアタシの描かいた筋書きだ。

「んじゃ、みんな頑がん張ばろうね！」

　あたしはニコッと笑ってみんなを送り出す。

　誰もそれを正面からは受け取らなかっただろうけど、それでも皆あちこちへ散っていった。

　……まあ、教会の前にあたしの（持っていると勘かん違ちがいしてる）『残滓ケイオス』を奪おうと考える輩やからもいるかもしれないけれど。

　その可能性は極めて低い。

　なぜならアタシにはもうひとつ切り札があるからだ。

「フフッ、さてさてアタシはのんびりあとから行こうかなー」

「………………」

「わっ！」

　なんか一柱ひとり残ってる奴やつがいた。

「ハーデス、何？」

「いえ……私は、お姉様とともに……」

「……んーまあ、好きにしたら？」

「はいっ……！」

　アタシが許可すると、ハーデスは嬉うれしそうにあとをついてくる。

　まあ、あたしだって巡り合わせによっては戦せん闘とうすることになるし、今しばらくはこの娘こを手て駒ごまとして置いておいてもいいだろう。

　適当なタイミングで切り捨てればいい。

　そんなことを思いながら、あたしは天使が舞まい始めたローマの街をゆっくりと歩き始めた。
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　ローマ市街。とある路地裏。

「はぁ……はぁ……！」

　俺は荒くなった呼吸を必死に整えながら、追っ手がいないことを確認した。

「大だい丈じよう夫ぶか、ブリュンヒルデ……？」

「ああ、大丈夫だ……お前は？」

「幸い軽傷だ」

　テルミニ駅構内で天使の軍勢に囲まれた直後、ローマを襲おそった地響き。

　その原因は分からないが、敵方の動きも一瞬止まった──その隙すきに涙々がフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんを発動したのだ。

　テルミニ駅を置ち換かんしたため、英霊宮殿内に俺たちも取り込まれる形となったが、あの状じよう況きようを覆くつがえすにはあの一手しかなかった。

　だが溢あふれ返る英霊と天使の軍勢に巻き込まれ、俺たちは全員散り散りになってしまった。

　幸運にもシャロ先せん輩ぱいの手は離はなさなかったため、俺とブリュンヒルデは一いつ緒しよに宮殿を脱だつ出しゆつすることができた。

　しかし、他のみんなの行方ゆくえは知れない。

　誰か仲間と一緒か、最悪でも英霊の手で外に逃にがしてくれていれば、ひとまず安心できるのだが。

「これからどうする？」

「そうだな……」

　ブリュンヒルデに問われ、俺は選せん択たく肢しを探す。

「第一案は駅、というか宮殿に戻もどって仲間と合流する」

「無難のような気もするが、あの敵の群れの許もとに戻るのか？」

「そうだな」

　とても良手とは言い難い。

「なら第二案、バチカンへ向かう」

「私たちだけで？」

「皆もバチカンを目指しているなら、上う手まくいけば途と中ちゆうで合流できる」

　それに。

「……おそらく、さっきの震しん動どうは天華たちだ」

「神仙天華の……!?」

「あれが教会側の仕し掛かけた何かなら、天使兵たちも動どう揺ようはしなかったハズだ」

　正確には天使兵たちを指揮していた者が、だが。

「となると、あとは天華以外に考えられない」

「つまり……もう新生神話同盟もローマに来ていると？」

「そうなるな」

　だとすれば、あまり様子見をしている時間もない。

　可能な限り迅じん速そくに、天華に追いつく必要がある。

「分かった。なら行こう」

　ブリュンヒルデは決意した目で頷うなずく。

　その即そく断だんっぷりは有難いが、その前に。

「戦闘の前に制服に着き替がえるから、少し後ろを向いててくれ」

「！　あ、ああ！」

　ブリュンヒルデは顔を真っ赤にしてすぐ後ろを向いた。

『──ウヒヒヒ、昨日はアーンなこともしたクセに、ライカの着替えくらいで何を恥はずかしがってんだか』

（黙だまってろバロール）

　俺は手早く着替えを済ませ、銃じゆうの安全装置もはずす。

「よし、行く……」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ～」

　路地裏から飛び出そうとした時、ぜぃぜぃと息を切らしたアリアンロッドが俺たちに追いついてきた。

　どうやら一柱ひとりで宮殿を抜け出してきたようで、所々ボロボロになっていた。

「よく無事だったな」

「アンタたちが置いてくからでしょ!?　女め神がみを置き去りにするとか何考えてんの!?」

「うるさい。静かに……」

　と言いかけて、俺は顔が引き攣つるのを感じた。

　アリアンロッドの背後から天使兵がゾロゾロと追ってきていた。

「キサマッ……！　敵を引き連れてくるんじゃない！」

「知らないわよ！　あっちが勝手についてくるんだもん！」

「何が『だもん』だこの莫ば迦か女神！」

　俺は怒ど鳴なりながらブリュンヒルデとともに走り出す。

　そのすぐ後ろをアリアンロッドが、もう少し後ろから天使兵が追ってきた。

　やっぱりこいつは島に置いてくるべきだったと、俺は心の底から後こう悔かいしていた。
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　テルミニ駅構内──現フォールクヴァングの英霊宮殿内。

　私──鹿しし金がね涙々は英霊たちに囲まれながら周囲に気を配っていた。

　周りには天使兵たちが私を殺そうと殺さつ到とうしてきている。

　だけどそんなものは気にするまでもない。

　雑ざ魚こ天使くらい、愛いとしい英霊たちが始末してくれる。

　私が気を配るべきはもっと別の──

「───」

　その時、サァーッと波が引くように天使兵が後ろへと下がった。

「ああ、ようやくお出ましね」

「チッ！」

　私の歓かん待たいの言葉に舌打ちで応こたえたのは、いかにもガラの悪そうな長身瘦そう軀くの男だった。

　見た目はあんまり好みタイプじゃないわね。

「あなたがここの指揮官？」

「クソアマが……テメェの所せ為いで逃がしちまったろうが」

　男のセリフに、私はニンマリと笑う。

　どうやら英霊たちは雷火たちを上手く宮殿の外へ逃がしてくれたようだ。

「その上、俺は外に出られねぇときたもんだ……テメェの仕し業わざだな？」

「もちろん。ここは私の宮殿、誰だれを招き、誰を外へ出してあげるかも私の自由だもの」

　私の住まう宮殿は本来英霊たちを集める場所。

　せっかく集めた英霊が勝手に外に出たら大変。

　その出入りを私が制限できるのは、この宮殿に備わって然しかるべき機能だ。

　閉じ込めたコイツを、雷火たちと一緒に袋ふくろ叩だたきにするという手もあったけど……。

　さっきの轟ごう音おんは、たぶん天華の仕業よね。

　あの娘こはとにかくサプライズが好きだし。

　なんて、友達だった頃ころの思い出に一いつ瞬しゆん浸ひたるが、まあ今はいい。

　とにかくあれが天華の襲しゆう来らいを示しているなら、雷火は先に進まなくてはならない。

　となれば、ここは私が引き受けるのが妥だ当とうだろう。

　当然、天使兵は外にもいるだろうけど、この宮殿にそれなりの数を閉じ込められたはずだ。

　それに加えて指揮官級と思おぼしき男のひとり……足止めの戦果としては充じゆう分ぶんといえる。

「ああ、クソが。世界を救う邪魔するんじゃねぇよクソアマが」

　世界を救う？

　今、男は確かにそう言った。

　男が口にしたのは敵である真聖教会の目的そのものなのかしら？

　だとしたら……雷火はどうするのだろう？

　彼は敵や間ま違ちがいと戦う心構えはあるけど。

　正しい者にも銃を向けられるかしら？

　ああ、でもそれは私が考えるべきことじゃないわね。

「それはそれは、あなたたちには崇すう高こうな目的がおありなのね」

　苛いら立だつ男に対して、私は艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「でもごめんなさいね。私って世界の命運より愛に生きる女だから」

　その所為で神ラ々グのナ黄ロ昏クの時も姿を暗ましてしまったのだけど……。

「雷火が自分のやりたいことを成し遂とげられるように、私はここであなたを殺すことにするわ」

「ハッ！　よくぬかしたなクソアマ！」

　下品な男は罵ば声せいを吐はきながら、懐ふところから細長い何かを取り出した。

　あれは……楽器のラッパ？

「テメェも気に食わねぇが、俺も時間が惜おしい……すぐに死ね」

　男はそう言って憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうのままラッパに口をつけた。

「黙もく示し録ろくのラッパよ、悪に神の審しん判ぱんを下せ」

　男が息を吹ふき込む。

　黙示録のラッパが、鳴った。

　その音ね色いろは形容しがたい不協和音で、耳を塞ふさいでも脳のう髄ずいに響ひびいた。

「な、何？」

　私が音によろめいていると。

　黄金造りの宮殿の床ゆかが黒く爛ただれ始めた。

　そして、闇やみの底から這はい出るように漆しつ黒こくの天使が現れる。

　それは確かに天使に似た翼つばさを持っていたが、一部が獣けもののようにも変化していて、今まで見た天使とはやや姿形が異なった。

　まあ、私には天使とかよく分からないんだけど。

　ただそれが途と轍てつもない脅きよう威いだということは分かる。

　それこそ、アスガルドを滅ほろぼしたスルトに匹ひつ敵てきするほどに。

「昔神ラ々グのナ黄ロ昏クを放り出したツケってわけ……？」

　何もそんなところまでキッチリしなくてもいいのに。

　軽口を叩たたいたつもりだけど、私は死の気配が背中を叩いたような気がした。

　その時、英えい霊れいホグニが私の隣となりに無言で立つ。

　鍛きたえ上げられた英霊の背中は、私に戦えと促うながしているように見えた。

「そうね」

　あの時は仲間を見捨てて戦場からいなくなってしまったけれど。

　今度は愛する男も戦場にいる。

　なら、今回は彼のために最後まで戦うことにしよう！
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　ローマ市街。テルミニ駅より西に二キロ。

　余──エミリーはひとりでローマの街を歩いていた。

　いや、ひとりというのは間違いか。

「───」

　先程から、余めがけて天使兵どもが上空から襲おそいかかってくる。

「メジェド。アヌビス」

　余の命を受け、不可視神と犬頭の死神が天使の迎げい撃げきに向かう。

　連中は手て応ごたえもなく千ち切ぎれ飛び、死体と肉片が雨と舞まった。

「まるで害虫駆く除じよだな……」

　この場に主あるじ殿どのがいれば激げき昂こうしただろうが、生あい憎にくと今はひとりだ。

　好き勝手にやらせてもらおう。

　そもそも余の護衛はその権能ゆえに、手加減が苦手であることだし。

　やがて粗あら方かた敵を排はい除じよし終えたアヌビスたちが戻もどってくる。

「ご苦労だったな。下がってよいぞ」

　さてと、とりあえず主殿との合流を目指すべきか。

　まあ、件くだんのバチカンとやらに向かえば自然と合流できるだろう。

　ほかの連中はどうか知らぬが。

　方針が決まったところで余は歩き出す。

　……ん？

　その時ふと、見覚えのある船影が上空を横切った。

「アメン・ラーめ。のこのこ現れたな」

　余はクツクツと笑いが漏もれるのを抑おさえきれなかった。

　奴やつの行き先は西──つまり余と同じ方向だ。

　実に僥ぎよう倖こう。

　あの時の屈くつ辱じよくを晴らしてくれよう。

　余は口許に笑みを貼はりつけたまま、歩くスピードを心持ち速めた。
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　ローマ市街。とある無人家か屋おく。

　ボク──櫛くし鉈なだ姫子はマリアさんと一いつ緒しよに息を潜ひそめていた。

「い、行ったかな？」

「気配は感じませんね」

　不安げなボクと比べて、マリアさんはとても冷静だった。

　状じよう況きようへの慣れというか、耐たい性せいが違う。

　あの宮きゆう殿でんからふたりで放り出されたあと、天使に追われて身を隠かくすまで彼女は一度も取り乱さなかった。

「このあとどうしよう……」

「戦力がバラけてしまいましたからね。このままでは非常に危険です」

　マリアさんは周囲を警けい戒かいしながら淡たん々たんと話す。

「とにかく雷火さんたちとの合流が先決です。急いで探しましょう」

「う、うん！」

　雷火の名前を聞いて、ボクは少し元気を取り戻す。

「けど、どうすれば会えると思う？」

「駅……いえ、バチカンへ向かいましょう」

「えぇ!?」

　バチカンって敵の本ほん拠きよ地ちだったはず。

　そこへ向かうなんて……。

「……！」

　ボクは怖こわくなって体が震ふるえるのを感じた。

　そんなボクを見て、マリアさんが怪け訝げんな顔をする。

「どうしました？」

「え、いや、だって……」

　ボクはチラリとマリアさんを見上げて、

「……怖くないの？」

　と、尋たずねた。

「怖くないかと訊きかれたら怖いです。ですが、雷火さんと合流しないと、私たちだけでは状況を打開できません」

「そうかもしれないけど……」

「……どうしたんですか姫子さん？　あなたはもっと……戦えるタイプの人だと思っていましたけど」

「そ、そんなわけないよ」

「そうですか？　ですが、ハーデスたちと戦った時は雷火さんに前衛を任されたと聞いていますが」

「あれは……雷火が傍そばにいたから」

　だから多少安心して戦えた。

　彼がいつでも助けに来てくれる距きよ離りにいたから。

「スサノオの戦う力……体の動かし方から敵の動きの読み方まで、あの神様は戦うのに必要なものを全部ボクに与あたえてくれたよ。でも」

　ボク自身の心まではどうしようもない。

　本来のボクはとても弱気で内気な性格だ。

　誰だれか縋すがれる相手がいなければ何もできない。

　それこそ雷火がいてくれなきゃ、マリアさんとかほかの皆みんなと一緒にいるのさえ息苦しく感じてしまうほどだ。

　彼がいてくれるなら、なけなしの勇気も振ふり絞しぼれる。

　けどひとりじゃ、味方であるはずのマリアさんとすらまともに目を合わせられない。

　ましてや戦場を突つっ切るなんて……！

　そうしなきゃいけないのは分かる。

　だけど最初の一歩が前に出ない……。

「……できることなら姫子さんには安全な場所で隠れていていただきたいです。ですが、私だけでは雷火さんとの合流は難しいでしょう。だから、どうしてもあなたに立ってもらわねばなりません」

　マリアさんは申し訳なさそうに言った。

　それから彼女はボクの両りよう肩かたを摑つかみ、逃にげられない距離で目を合わせてくる。

「お願いです。私と一緒に戦ってください。ここにいてもいずれ敵に見つかって死ぬだけです」

「……分かってるよ。でも、でもぉ」

　泣きそうになるボクを、けれどマリアさんは離はなさなかった。

　彼女は厳きびしい表情のまま、視線でボクの目を射い貫ぬくと──

「このままではお姉さんも取り戻せませんよ？」

　──と、ボクの心臓をギュッと鷲わし摑づかみにするようなことを口にした。

「お姉……ちゃん？」

「そうです。あなたのお姉さん──櫛鉈撫なで子こさんの体は今イザナミが利用しています」

　そうだ。恐きよう怖ふで一いつ瞬しゆん忘れていた。

　あの時見た、お姉ちゃんの体を勝手に弄もてあそぶ神の姿。

　あの顔で、あの目で、ボクを冷たく見下ろした。

　その時の恐怖が、その時の悲しみが、再びボクの心を苛さいなんだ。

「姫子さんは撫子さんをあのままにしていいんですか？」

「……よくないよ、、、いいわけ、、ない……！」

　マリアさんは決してお姉ちゃんの「死体」とは言わなかった。

　まるでお姉ちゃんがまだ生きてるみたいに。

　意図的にボクの怒いかりを煽あおるように言葉を選んでいた。

　でも、そうしてくれた方が助かる。

　ボクは内気で臆おく病びようで。

　本当は戦えるような人間じゃないけれど。

　それでも、決して……逃げたいわけじゃないんだ……！

「ありがとう……マリアさん……ボクにも、自分で戦わなきゃいけない理由があったんだった」

「……姫子さんのことはできるだけ私が護まもります」

「ううん。マリアさんは無理しないで……敵が来たら、ボクが戦うから」

　単純な戦せん闘とう力ならボクの方が上だ。

　あとは心の持ちよう次第。

　そう思って、ようやくボクらが移動を始めた。

　その直後だった。




「あれー？　どっかで見た顔じゃん」




「「……!?」」

　ボクとマリアさんは同時に声の方を振り返る。

　声の主ぬしは白はく髪はつ褐かつ色しよくの野性的な少女。

　ローラシア島で雷火が戦った──テスカトリポカと呼ばれる神様だった。

「フーン、お前らも来てたんだ」

「……！」

　ボクは咄とつ嗟さにマリアさんを背に庇かばい、天あめの羽は々ば斬きりを構える。

　すると、テスカトリポカは嬉うれしそうに口の端はを吊つり上げた。

「へぇー……そういや、お前とは結局一度も戦えなかったなア。ちょうどいいから、ここで一発殺しとくかぁ！」

　よりにもよってこんな怖いヒトが相手なんて……！

　でも、でも！

　早く雷火と合流しないといけない……！

　それにお姉ちゃんも取り戻もどすんだ……！

「ウアアアア！」

　ボクは自分を鼓こ舞ぶするように叫さけんで、テスカトリポカに斬きりかかっていった。




　　　　10




　あちこちから戦闘の音が聞こえてくる……。

　俺とブリュンヒルデ、それにアリアンロッドは天使兵の猛もう追ついを躱かわしながら、ひたすら西を目指していた。

「ちょっと！　何で逃げてばっかりなのよ!?」

「あの天使兵は教会に操あやつられているだけだ。無む闇やみに殺したくない……！」

「はあ!?　この状況で何言ってんのアンタ！」

　アリアンロッドの呆あきれとも罵ば声せいともつかない文句は無視する。

　いや、正直なところ無視するわけにもいかない状況は刻々と近づいていた。

『──ライカ。もうすぐ日付が変わるぞ。今日中に使える魔ま眼がんはあと一回だ』

　天使兵を躱すために使った魔眼は二回。

　零れい時じを過ぎれば回復するとはいえ、この調子では魔眼を使わずにバチカンまで辿たどり着くのは極きわめて難しい。

　天使兵を……元はただの人間を殺すなら話は別だが。

　しかし、魔眼を消しよう耗もうした状態でバチカンに辿り着いたところで勝ち目はない。

　今日中に使える残り一回の魔眼。

　これを切れるタイミングはあとわずかだ。

　それまでに決めなければならない。

　殺すか。

　殺さないか。

「……っ！」

　俺は銃じゆう把はを強く握にぎり締しめ、街路を走り抜ける。

　とにかく前へ進むしかない。

　幸いこの辺の土と地ち勘かんはある。

　この先の角を曲がり、テヴェレ川を越こえれば、あと少しでバチカンに着く。

「そこを左に曲がれ！」

「分かった！」

「脇わき腹ばらが痛い～！」

　ブリュンヒルデとアリアンロッドを先に行かせ、俺は背後の天使兵に向かって牽けん制せいを撃うつ。

　そうしてから俺も角を曲がると──ドンッ、とアリアンロッドの背中にぶつかった。

「おい、何で止まって……!?」

　言葉が止まる。

　前を見た瞬しゆん間かん、アリアンロッドが停止した理由を理解したからだ。

　その少年は明らかに俺たちの行く手を阻はばんでいた。

　だが、俺たちが数秒立ち止まっている間に、あとから天使兵たちが追いついてきた。

　その時、その少年はスッと片手を前へ突き出した。

「ッ!!」

　それを攻こう撃げきモーションと察し、俺は咄嗟にふたりを突き飛ばそうとしたが。

　その少年──ルーが放った何かは俺たちの頭上を通り抜け、背後の天使兵たちの群れに着ちやく弾だんし、その悉ことごとくを粉こな微み塵じんになるまで吹ふき飛ばした。

「……ッ！」

　粉々にされた肉片は爆ばく風ふうによって塵ちりのように飛び散り、ただ血けつ臭しゆうと血ち霧ぎりのみが空気中に残された。

（今のは……『神槍ブリユーナク』か）

『──いや、ありゃタスラムの方だな』

（あれが……）

　──魔ま弾だんタスラム。

　タスラムとは投石器で投げる石いし礫つぶてのことだが、魔弾に用いられたそれは様々な動物の血を混ぜた呪じゆ詛その塊かたまりだったとされる。

　その一いち撃げきは強力無比のひと言で、受けた者は容易たやすく爆ばく発はつ四散して跡あと形かたも残らなかったらしい。

　一説にはバロールの魔眼を射貫いたのは、『神槍ブリユーナク』ではなくタスラムだったと云いわれる。

『百芸に秀ひいでたる者』ルー。

　ケルト神話に伝わる宝ほう物もつをいくつも持ち。

　あらゆる才を備える万ばん能のうの神。

　ケルト神話の最高神。

　よりにもよってそんな奴やつが俺たちの行く手に立ち塞ふさがっている。

『──ウヒヒヒ、こりゃあいい。まさかこんなところでルーをブッ殺す機会が巡めぐってくるたぁなア！』

　バロールは宿敵を前にして嗤わらう。

「ルー様！」

　一方、ルーを見つけたアリアンロッドは、不用心に奴に駆かけ寄ろうとする。

「待てアリアンロッド！」

「何よ、離して！　私はルー様に会いに来たのよ！」

「奴は敵だ。勝手な行動をするな」

「……！」

　魔眼で命令され、アリアンロッドの足はひとまず止まる。

　しかし、彼女はキッと俺を睨にらみ返して。

「ルー様の敵はアンタだけでしょ！　さっきだってルー様は私を助けてくれたもの！」

「……」

　確かに、先程のタスラムは俺たちではなく、明らかに天使兵に向けられていた。

　それはアリアンロッドの言う通り、彼女を助けるための攻撃か？

　あるいは……。

「ルー様！　コイツがバロールです！　助けてください！」

　アリアンロッドはルーに助けを求める。

『──つーかコイツ、あの野郎ルーが神界滅ほろぼした云うん々ぬんって話すっかり忘れてないか？』

（やはり置いてくるんだったか……）

　俺が思わず舌打ちしそうになっていると。

「神仙雷火」

　ルーが俺に向かって話しかけてきた。

　人間名で俺を呼ぶとは……。

「何だ？」

　相手の意図を探るために俺は返事を返す。

「貴公はあの女──神仙天華の兄で相そう違いないか？」

「ああ、その通りだが」

　俺が頷うなずくと、ルーはゆっくりとこちらに手を差し出してきた。

　その手を取れと言わんばかりの行動──そして、ルーは俺にこう言った。

「貴公の妹は世界を練り歩く災さい厄やくである。あの女は止めなければならない。貴公も協力し、私とともに妹を殺せ」
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　ローマ市街。テヴェレ川・北側。

　あたし──神仙天華は川沿いの道をテキトーに北へ向かって歩いていた。

「……」

「……」

　ハーデスはカルガモみたいにトコトコ後ろをついてくる。

　まあ、鬱うつ陶とうしい天使兵を薙なぎ払はらってくれるから便利だけど。

「お姉様」

「んー？」

「ドコへ、行かれるのですか？」

「そうだなー」

　実はあたしはまっすぐバチカンに向かっていない。

　できるだけ同盟と教会で潰つぶし合って欲しいから。

　だから時間を潰すために適当にブラブラしている。

　けどそれをハーデスにどう説明するかなー？

　……。

　……。

　……。

　うん。メンドい。

「どこでもいいでしょ」

「あ、はい」

　少し語気を強めただけで、ハーデスはビクリと肩かたを震ふるわせて何も言わなくなる。

　ああー楽。

　おにーちゃんもこれくらい素直だったらよかったのになぁ。

「お姉様」

「今度は何？」

「あれ……」

「？」

　ハーデスが何かを指差したので、あたしもそちらを見る。

　するとそこには。

「いましたね、神仙天華」

　その女は普ふ段だんは温和そうな顔立ちを怒いかりに歪ゆがめ、初めからあたしに対して敵意剝むき出しだった。

　枢ス機パ卿イからの情報で、その女の正体は知っている。

「レイチェル・オルコット……大天使ミカエル、か」

　──大天使ミカエル。

　その名は「神の如ごとき者は誰だれか」という問いかけになっていて、そうした問いを投げかけることを赦ゆるされた者である。

　旧教会に留とどまらず、その名は最も偉い大だいな天使として知られる。

　七大天使のひとりであり、その筆頭。

　天使全てを統率する天使長にして大将軍。

　神の代行者として地上においても様々な奇き蹟せきを成した。

　さらには聖者の導き手としても知られ、アブラハム、モーセ、聖ゲオルギウス、魔ま術じゆつ王ソロモン、ジャンヌ・ダルクなどを導いたとされる。

　またその武勇も際きわ立だっており、最も有名なのは『ヨハネの黙もく示し録ろく』において、サタンを斃たおし、深淵アビスに幽ゆう閉へいしたのもこの大天使だ。

　あらゆる天使の頂点とも云える天使。

　その力を宿すこの女こそ、真聖教会が抱かかえる最大戦力のはず。

　それが……なーんでこんなところにいるのかな？

「お姉さんってさぁ、確か聖庁の護まもりを任されてたハズだよねぇ？　何でバチカンの外にいるわけ？」

「……なるほど。大聖女様の言われた通り、枢機卿の中に内通者がいたようね」

　やっぱりバレてるか。

　それを確かめるための問いだったわけだけど。

　今のであの枢機卿は吊つるされるだろうが、どうでもいいので気にしない。

　それよりも重要なのは、ミカエルが口にした人物だ。

「大聖女って、あの大聖女のこと？」

「……」

「おかしーなー。あたしの聞いてた話だと、大聖女は象しよう徴ちようとしての存在であって、これといった実権は握にぎってなかったはずだけど？」

　でもさっきの口くち振ぶりと今の態度からして、ミカエルが大聖女の命令で動いているのは確実だ。

　偽にせ情報を摑つかまされた？

　いや……大聖女の経歴を考えれば、七大天使の指揮権──いわば軍権を持っているのは不自然だ。

　権力者はそうそう容易く軍権を他者に渡わたさない。

　なぜならそれが権力を支える根底だからだ。

　なら、あの枢機卿の見栄か？

　まだ小こ娘むすめという歳としの大聖女に自分の上を行かれたと広言するのを憚はばかった？

　……あのクソ爺じじい、もし見つけたらアタシが殺してやる。

「まあいいや。とりあえずさ、何でもいいからお姉さんそこ退どいてくれない？」

「できませんね」

「なら力ちから尽ずくになるけど」

「それで結構です」

　ミカエルは小さく頷くと、その背に幻げん光こうの翼つばさを広げる。

「私の役目は、ここで失敗作のあなたを消すことですから」

「───」

　失敗作。

　それがかつてアタシが実験動物モルモツトだった時のことを指していると分かり、一いつ瞬しゆん全身の血液が沸ふつ騰とうしそうになる。

　ああ、これこれ。

　何も知らない信徒を虐ぎやく殺さつした程度では満たされない。

　あたしの復ふく讐しゆう心。

　教会の暗部に棲すむ女のひと言で、ようやくそれに火がついた。

　この女を殺せば、やっと少しだけ満たされる。

　その予感が、あたしのモチベーションを引き上げた。

「お姉様……」

　その時、ハーデスがあたしを庇かばうように前に出る。

　少し邪じや魔まだなと思ったが……まっ、こういう時のために連れてきたわけだしね。

「ハーデス。頼たよりにしてるよ」

「……はいっ！」

　あたしの言葉に、ハーデスは頰ほおを紅潮させる。

　その懐なつき具合に内心で呆あきれたため息をつきながら、あたしも神しん衣いを纏まとう。

　さあ、殺そう。

　復讐を果たそう。

　その綺き麗れいな顔をズタズタに引き裂さいて。

「あたしを失敗作と呼んだことを後こう悔かいさせてあげる！」
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　天華妹を殺す。

　ルーは確かにそう言った。

「それに俺が頷くと思ったのか？」

　俺は敵てき愾がい心しんも剝き出しに銃じゆう把はを握り直す。

　追ってきていた天使兵は纏めて奴やつが薙ぎ払った……。

　今ここにいるのは俺たちだけだ。

「貴公に拒きよ否ひ権はないはずだ」

　ルーは淡たん々たんと告げる。

「あの女は兄である貴公のために、あらゆる犠ぎ牲せいを厭いとわぬ。神も人も、世界ですら」

「……っ」

「それを止めるのは兄としての貴公の責務だ」

　ルーの言葉は俺の胸に突つき刺ささった。

　奴の言うことは正しい。

　天華が世界に災厄をバラ撒まいていることも。

　それが俺の所せ為いということも。

　無論、自覚している。

　妹を止めなければならないことは。

　だが……！

「天華は止める……だが、俺の兄としての責務は妹を救うことにある！」

　十年前、妹を止められなかった罪。

　三ヶ月前、妹を逃にがしてしまった罪。

　全て俺の責任だ。

　だからこそ、妹は俺の手で救うと決めた。

「妹は殺させない……『遺骸レリツク』を破は壊かいして、同盟や教会の企たくらみも止める！」

「……」

「太陽神ルー。そういうキサマこそ何のつもりで同盟に与くみする？」

「……」

「天華を止めたいのなら、なぜ神界を滅ほろぼした？　いくら天華でも、神界の神々が健在ならこんな強きよう硬こう手段は執とれなかったはずだ」

　それはずっと気になっていた謎なぞのひとつでもある。

　天華がいかにゼウスの権能を持ち。

　ロキなどの神々を籠ろう絡らくしたとしても。

　それだけで容易たやすく滅ぼせるほど神界の戦力は低くない。

　ゼウスは全神話を見通しても最強クラスの神だが、ルー級クラスの神が協力すれば対たい抗こうは充じゆう分ぶん可能なはずだ。

「……あの女は『残滓ケイオス』以外にも強力な切り札を持っている」

　やはりルーたちは天華が『残滓ケイオス』を所有していると勘かん違ちがいしているようだが、それは今は置いておく。

　それよりも「切り札」だと？

　聖餐管理機構エウカリステイアや神界、教会の目から逃のがれるため潜せん伏ぷくしていた天華が、どうやってそんなモノを用意したというんだ？

「……天華の切り札とは何だ？」

「それは貴公もよく知っているはずだ」

「何？」

　ルーは目を細める。

「あの黒き焰、、、我らが神話を焼き尽つくす焰ほのおと、貴公は以前戦ったはずだ」

「……!?」

　黒き焰と聞いて、ブリュンヒルデがわずかにこちらを振ふり返った。

　態度に出すなと視線で押し止とどめるが、俺も動どう揺ようしている。

　神話を終わらせる終しゆう焉えんの焰。

　もちろん知っている。

　それは、ブリュンヒルデの持つラグナロクの焰だ。

　だがなぜそれを天華が……。

　まさか……三ヶ月前の戦いで盗まれた？

「奴は極めて狡こう猾かつだった……我らに対して絶対的な破は滅めつを齎もたらす焰を持ちながら、決して正面からそれを使おうとはしなかった」

　まずはロキやテスカトリポカのような「いかにも」な連中を籠絡し、強硬派として派手に注目を集めさせる。

　その裏で秘ひ密みつ裏りに別の仲間──イザナミやシヴァなど──も引き入れた。

　強硬派にばかり注目している各神話の神々を、イザナミたちを使って一いつ箇か所に集めさせ、それを纏めて罠わなにかけて終焉の焰で焼き滅ぼす。

　この時決して天華は派手には動かない。

　各神話の仲が悪いことを利用し、情報の拡散を防ぐ。

　自勢力の主要な神が消えたことを知られたくないから、誰だれもよその神にそのことを話さない。

　そうして少しずつ各神話の戦力を削けずりに削り……気がついた時にはもう取り返しのつかないことになっていた。

「あの女は我がケルト神話を最後に残し、私を脅きよう迫はくした」

　ルーはギシリと奥歯を嚙かみ締しめる。

「私に残された道は協力か、あるいは全ぜん滅めつかの二択たくのみだった」

「……」

　仮に天華がラグナロクの焰を盗んでいたとしても、その総量には限りがある。

　あの焰自体は天華の権能でも何でもないからだ。

　だからこそ罠を張って効果的に使わざるを得なかったのだろうが……それをやり遂とげたということ自体がすでに凄すさまじい。

　あるいはルーがそれを知っていれば、残りの焰が尽きるまで戦ったかもしれない。

　だが『残滓ケイオス』の在あり処かなどを隠かくし通すため、あの戦いの結末は詳しよう細さいの大部分を意図的に隠して匣ノ木に報告させていた。

　さらに言えば、あの黒焰は俺たちにとっても神々に対する切り札。

　あの時点で隠し通すのは当然の選せん択たくだった。

　それがまさかこんな結果を招くなんて……。

「私はあの女を止めるため、また滅ぼされた同どう胞ほうの仇あだを討つため生き恥はじを晒さらすことを選んだ。貴公に協力を求めるのも、一度奴と戦いこれを退しりぞけた実績があるからだ」

　ルーはそこまで言って、俺も予想だにしなかった行こう為いに出た。

「ルー様!?」

「……!?」

　アリアンロッドが悲鳴を上げ、俺もまた驚きよう愕がくに目を見開く。

　ルーが……頭を下げたのだ。

　ケルト神話の最高神が。

　人間の俺に。

『──ウヒヒヒ、なんかルーの野や郎ろうが俺サマに頭下げてるみたいで気分がいいな！』

　バロールのくだらないセリフも気にならない。

　それだけの衝しよう撃げきを受けていた。

「私にもはや後あと戻もどりは赦ゆるされぬ。どうか、貴き兄けいの力を貸してくれ」

「……」

　その声こわ音ねから、ルーの並々ならぬ決意が伝わってきた。

　神としての威い厳げんも矜きよう恃じも捨てて戦うつもりなのだろう。

　だからこそ……俺にはその手を取ることができなかった。

「さっきも言ったはずだ……俺は、妹を救うためにここにいる。妹を殺そうとするお前とは組めない」

「……そうか」

　ルーは静かに顔を上げる。

　そこにはすでに覚かく悟ごが決められていた。

「ならば仕方がない。あの女に味方するならば、貴公にはここで死んでもらおう」

「……ッ！」

　ルーの長い金きん髪ぱつがざわめくように揺ゆれる。

　同時に、その手に穂ほ先さきが５つに分かれた光の槍やりが現れた。

『神槍ブリユーナク』。

　あれこそがゼウスの『雷霆ケラウノス』、トールの『殲槌ミヨルニル』に匹ひつ敵てきする神造兵器。

　バロールの魔ま眼がんを穿うがったルーの『レガリア』。

　戦うとなれば躊躇ためらわない。

　奴は本気だ。

「……」

　何かが違えば、戦う必要もなかったかもしれない。

　だが、そうはならなかった。

　俺は俺の。

　ルーはルーの。

　お互たがいがお互いの意志を通すため、互いの武器を敵へと向けた。
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　ローマ市街。テヴェレ川付近・アドリアーノ公園。

「どこへ行くアメン・ラー」

　余──エミリーは上空に浮うかぶ太陽の船に向け声をかけた。

「ん？」

　その声でようやく気づいたのか、ラーの爺じじい（器うつわが子供なので爺に見えないが）は船の上から余のいる地上を見下ろした。

「誰かと思えばキサマかオシリス」

「応とも。余以外の誰かと思ったか？」

　軽い挨あい拶さつ。

　軽い目配せ。

　それだけで通じ合う。

　お互いの考えていることが。

「やはりキサマは儂わしの手で消さねばならぬようだなぁ」

「それはこちらのセリフだクソ爺。先日の屈くつ辱じよくを存分に晴らしてくれる」

　我らはともに殺意を剝むき出しにして嗤わらう。

「アヌビス」

　余の命を受け、アヌビスは一いつ旦たん冥めい府ふへと戻もどる。

　それからすぐに我が『レガリア』不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうを抱かかえて帰ってきた。

　手に持つには少々大きすぎるゆえに、このような運び方をしていたのだ。

　ただし此し岸がんでの復活のために、柩ひつぎがこちら側の世界にあることが必要不可欠。ゆえに敵が手出しできない冥府に置いたままということはできない。

「神霊柩か。何度見ても、キサマの柩としては豪ごう華かすぎるな」

「老いて放ほう逐ちくされた爺よりは葬ほうむられただけマシよ」

　皮肉と皮肉が飛び交うが、余の返しの方がやや上うわ手てだったようで、ラーはせっかくの若い顔の眉み間けんにシワを寄せた。

「相変わらず腹の立つ地虫めが。我が太陽によって干からびさせてくれるわ」

「ハッ！　キサマこそ相変わらず沸ふつ点てんが低いな。しかし、いいのか？　肉体という枷かせがある地上では、天上での戦いくさのようにはいかぬぞ？」

　元来神とはその多くが不死性を備えている。

　余は当然として、ラーもまた陽ひが沈しずむ度たびに死んでは昇のぼる度に復活を繰くり返す存在だ。

　ゆえに神である我らの戦いは永遠に終わらない。

　しかし、ここは地上。

　肉体の枷は、魂たましいに死の軛くびきを与あたえる。

「『レガリア』そのものが不死の象しよう徴ちようたる余は、地上において無敵。幾いく度どキサマの太陽が余を殺そうと、滅ほろぼし尽くすことはできぬ」

「……」

　アメン・ラーは黙だまった。

　これが勝ち目のない戦いであると今いま更さら悟さとったか？

　そう思い、下から奴やつの表情を覗のぞき込もうとした時──奴は俯うつむいていた顔を上げた。

　そうして現れたのは──嘲ちよう弄ろう。

「ハッハハハハハハ!!」

　爺らしからぬ大笑いは、確実に余への侮ぶ蔑べつが込められていた。

「……何がそんなにおかしい爺？」

「無論、キサマの愚おろかしさよ」

　その時、余の背後によく知った気配を感じた。

「メジェド！」

　余の意を汲くみ、メジェドが光線を背後の建物へと放つ。

　二階建ての家か屋おくは一いち撃げきで崩くずれ落ちるが……そこから、無傷の女が姿を現した。

　その顔はローラシア島で見たことがある。

　確か……中身の名前は日本神話のイザナミ。

　器の名前は、主あるじ殿どのの仲間だった櫛鉈撫なで子ことかいったか。

「……数の優位程度で、余とキサマの差が埋うまるとでも？　随ずい分ぶんとかわいらしい考えをするようになったものだな」

「余よ裕ゆうぶっていられるのも今の内だぞオシリス」

「……」

　余は笑みを崩さないまま──背中にひと筋の汗あせを流した。

　先程、背後のイザナミから感じた気配。

　それは余がよく知る死の気配だ。

　こやつもまた冥めい界かいかそれに類する神か。

　そういえば、主殿がイザナミの神話について何か語っていなかったか？

　確か、奴は──

「──そのイザナミはな、冥府まで来て己おのれを醜みにくいと詰なじった夫を殺そうと追い立てた女め神がみだ。そやつの夫イザナギは殺されぬために命からがら地上まで逃にげ帰った」

「……！」

「そう、つまりそやつは死なぬ神すらあの世に縫い止める権能を持つのだ」

「……チッ、そういうことか」

　なにも冥府に縫い止められたからといって、余が死ぬわけではない。

　余自身やイザナミがそうであるように、神が死んで冥府の住人になっても、また冥府の神として成るだけだ。

　だが問題は、冥府に縫い止めるという点にある。

　それはつまり余の魂が冥府に縛しばりつけられ、地上への干かん渉しようができなくなるということ。

　たとえ冥府で生きていたとしても、二度と地上での復活は果たせない。

　ある意味で死ぬことと同義だ。

「イザナミの逸いつ話わを聞いた時は驚おどろいたぞ。まさにオシリス、キサマを殺すためにあるような権能だ」

　アメン・ラーはクックックッと喉のどを鳴らす。

「イザナミの協力を得るために、これでも儂はかなりの条件を吞のまされたのだぞ？　全てはキサマを斃たおすため……光栄に思うがいい」

　勝利を確信してか、ラーの笑いは止まらない。

　その耳みみ障ざわりな嘲ちよう笑しように……余もまた、嘲笑を返した。

「ハッ！　相変わらずさもしい爺だ」

「……何だと？」

「キサマは自分を敬うやまわぬと言って人間を、民たみを虐ぎやく殺さつした頃ころと何も変わらぬ」

　余は侮蔑を込めてラーを笑い返す。

「神々の王たらんと欲ほつするならば、畏い怖ふでも威い厳げんでもよい、己おのが器によって臣下と民を心服させ、屈くつ服ぷくさせるものであろう」

　余は求めるところは全て求め欲すことを厭いとわぬ。

　また奪うばうことをやめず、必要とあらば民も殺そう。

　それが赦されるのが王というものだ。

　それが赦されぬ時に王は民に殺されるものだ。

　いかなる非道を行おうとも、それでもなお民から求められる。

　その威を纏まとう者こそが王。

　ゆえにやはり、アメン・ラーは王に相応ふさわしくない。

「キサマは己を見捨てた民を、己が自尊心のためだけに弑し逆ぎやくした小こ者ものに過ぎぬ。真の王たる余の手で誅ちゆうしてくれよう」

「……嫉しつ妬とから弟に屠ほふられた程度の弱王がよくもほざく。いいだろう、キサマにはあらゆる屈辱を与えて滅めつしてくれるわ！」
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　あたし──神仙天華はテヴェレ川の傍そばでミカエルと戦っていた。

「はあッ！」

　戦せん闘とうに入るや否いなや、ミカエルは剣けんを召しよう喚かんし、あたしたちに斬きりかかってきた。

　彼女が剣を振ふるうと、そこには火の粉こが舞まい散る。

　天使は時に自然の元素エレメントに喩たとえられることがある。

　ミカエルに結びつけられた元素エレメントは火。

　ゆえに彼女の持つ剣は炎ほのおでできている。

「……」

　前衛のハーデスは、そのミカエルの剣をアダマスの鎌かまの刃はで受け止める。

　しかし、そのまま肩かたから突とつ進しんされて、後ろへと跳はね飛ばされた。

　ハーデスの体勢が崩れたところをミカエルが狙ねらう。

「───」

　けど、ミカエルは寸前で急停止し、その鼻先を紫し電でんが掠かすめた。

　あたしの動きも見えてるみたいね……。

　さすがは最強の大天使ミカエルを宿す者といったところか。

「ウーン」

　それにしてもしくじったなぁ。

　枢ス機パ卿イの情報だと、主力級は全員バチカンの守護についてるって話だったから、同盟の奴らを先行させて潰つぶし合わせようと思ったのに。

　あたしがこんなところでミカエルとやり合うのは予定外だ。

　まあ、別にたいしたことではないけどね。

「『雷霆ケラウノス』」

「……！」

　傘アイギスの先せん端たんから迸ほとばしった稲いな妻ずまを、ミカエルは跳とんで躱かわす。

　躱すしかないはずだ。

　赤サきタ竜ンの火か炎えんにも耐たえたと云いわれるミカエルの鎧よろいがあれば、あるいは一撃くらいなら受けきれるかもしれない。

　だが、この場にはハーデスがいる。

　鉱物を統すべる彼女の能力を前に鎧など着るのは自殺行こう為い。

　たちまちの内に動きを封ふうじられ、集中砲ほう火かを浴びることになる。

　だからこそ、ミカエルは炎の剣だけで戦わなければならない。

　あたしとハーデスに、おにーちゃんたちのような連れん携けい力はないけれど、個々の能力と遠近攻こう撃げきの分担だけで充じゆう分ぶんに斃せる。

　ここで教会最強と目される戦力を消せるなら、それはラッキーな戦果だ。

　まあ、贅ぜい沢たくを言えばほかの同盟者を潰して欲しかったけど、敵はまだまだいる。

　あたし自身がバチカンに乗り込む時のために、不安要素は取り除いておくに越こしたことはない。

「さあさあ！　そろそろ終わりじゃないかなー！」

　逃げるミカエルをあたしはさらに『雷霆ケラウノス』で追つい撃げきする。

　紫電が敵を追い、空気中に焦こげたにおいを残す。

　ミカエルは時に炎の剣でその軌き道どうを逸そらしていく。

　稲妻の軌道を読むのはさすがだが、徐じよ々じよに剣で逸らす回数が増えているのを見み逃のがしていない。

　そうしなければ躱しきれない場面が増えているのだ。

「ほら、ハーデスちゃんも行って行って！」

「はい。お姉様」

　さらにアダマスの鎌を構えたハーデスがミカエルの逃げ道を潰しにかかる。

　しかし、そのやり方があまり上う手まくなく、なかなかミカエルを追おい詰つめることができない。

「……」

　神話においてもハーデスはさほど武勇に優すぐれた神ではない。

　あたしはそこでまたウーンと唸うなる。

　どうしよっか？

　ここでミカエルもろともハーデスも潰してしまおうか？

　前衛としては大した役割も果たせそうにないし。

　でもまだほかになら利用価値はある気もする。

　なんて、あたしはミカエルを追い詰めるのと並行して、いつハーデスを切り捨てるかの算段をしていた。

「お姉様の敵は、私が殺します」

　そんなことは露つゆ知しらず、ハーデスは頑がん張ばってミカエルの首を狙っている。

　そこまでいくとさすがに憐あわれの二文字が頭に浮うかぶが、やはりそれもどうでもいい。

　あたしのおにーちゃんに危害を加えようとしたんだから。

　いつどこでどう死んだって別に構わないのだ。

　と。

「くっ!?」

　ハーデスの鉱物を操る力で、ミカエルの足場が傾かたむいた。

　バランスを崩したその足許を、ハーデスの大鎌が薙なぐ。

　ミカエルはそれを跳んで避よけたが。

「ハーデスちゃんナーイス」

『雷霆ケラウノス』の一撃が、浮いたミカエルの胸を貫つらぬいた。

「……ッ」

　ミカエルは膝ひざからその場に崩れ落ちた。

　原形を留めていることに「おや？」と思ったが、よく見たら彼女はいつの間にか鎧を着ていた。

　ギリギリで鎧を召喚して纏まとい、炎の剣で『雷霆ケラウノス』も受け止めて威い力りよくを減げん衰すいさせたのか。

　まあ、直ちよく撃げきしなくとも『雷霆ケラウノス』の威力は絶大。

　鎧の胸部分にはハッキリと焼け焦げた痕あとも残っているし、人の身なら心停止していてもおかしくはない。

「お姉様、やりました」

「んー、まあラストの工夫はよかったねー」

　ハーデスが褒ほめられたそうに近づいてきたので、あたしは適当にそれっぽいことを言っておく。

　足場を崩くずすなんて、あたしなら最初にやってるけど。

　大体、ミカエルは空だって飛べるのだ。

　だったらまずそれを封じるために、そこら中の瓦が礫れきを空中にランダムに飛ばしつつ、地上も地面を傾けたり進路を塞ふさいだり、あらゆる方向から動きを阻そ害がいすることもできたはず。

　逆にハーデスの動きが拙つたなかったから、ミカエルも油断したのかもしれないけど。

「……？」

　自分がどう思われているのかも知らず、ハーデスは小首なんか傾かしげている。

　あたしは内心でため息をつきつつ、傘の先端を倒たおれているミカエルに向けた。

　アイギスの傘が稲妻でバチバチと音を立てる。

　念のためミカエルは遺体も蒸発させておこう。

　そう思って、あたしが『雷霆ケラウノス』を放とうとした。

　その瞬しゆん間かん。

「お姉様ッ！」

「ッ!?」

　ハーデスの腕うでが突とつ然ぜん伸のび、あたしの体を横へ突つき飛ばした。

　同時に、傘を持っていた腕や肩に幾いく多たの針が突き刺ささる。

「あグッ!?」

　それは千枚通しのように太い針で、そんな物で二の腕を串くし刺ざしにされたあたしは堪たまらず傘を落としてしまう。

　と、その傘は地面に落ちる前に、目に見えないほど細い糸らしき物に搦からめ捕とられた。

　その糸の先に立っていたのは──

「あら、あわよくば殺すつもりでしたけど、惜おしかったですね」

「……ミカエル！」

　ミカエルはアイギスの傘を抱かかえ、余よ裕ゆうそうに微笑ほほえんでいた。

　他者から見たらまるで慈じ愛あいに満ちたものに見えるそれは、アタシには空笑いを貼はりつけた能面に映る。

「……随ずい分ぶんと死んだふりが上手いのね」

「いえ、実際少し死んでましたよ。ですが、ミカエルは人の魂たましいを導く特性から、時に死の天使にも数えられる者。あなたの目を多少欺あざむく程度なら容易たやすいことです」

　種明かしをするようにミカエルは語る。

　あたしは皮肉に口許を歪ゆがめ、彼女を笑う。

「へぇー、じゃあこの暗器術もミカエルの技ってわけ？」

「まさか」

　ミカエルは肩を竦すくめる。

「それは神しん罰ばつ者としての私──神も罪人も等しく殺さつ戮りくする人の業わざですよ」

「……チッ！」

　神罰者。

　その名は今でこそ「異い端たんの神々に罰を与あたえる者」という意味だけど。

　かつては「神の代理人として罰を与える者」という意味だった。

　そして、神がこの世で最も罰を下すのは魔ま物ものやゴーストではなく人間だ。

　目の前の女は神を殺す域にまでその業を高めているけれど、その本質は紛まぎれもなく人殺しの業。

　あの微笑みも、標的である人間を油断させるために磨みがいた女の武器だ。

　道理で、、見るからに気持ち悪い笑みだと思った……！

「さて」

　ミカエルはアイギスの傘を後ろへ放り捨てる。

「お姉様！」

　ハーデスはあたしとミカエルの間に立ち塞がるが。

　ミカエルは特にその場から動かなかった。

　ただハーデスの能力に引っかからないように鎧だけを消して。

「神仙天華──審しん判ぱんの時です」

　そう言って、ミカエルは天使のラッパをその手に喚よんだ。

「……ッ！」

　マズい！

「ハーデス！　アイツを止めて！」

「えっ!?」

　ハーデスはあたしが大声を出したことに驚おどろいてこちらを振ふり返る。

　なんて間ま抜ぬけ！

　あれがただの楽器だとでも思っているのか!?

　聖書に記される終末の時。

　地上の人間の罪科を裁くため、七人の天使たちはそれぞれラッパを鳴らす。

　それは終わりを告げる合図。

　世界の終末が訪れる時、天上から鳴なり響ひびく断罪の音だ。

　たとえそんなことを知らなかったとしても、アレがヤバいことくらい察しろ莫ば迦か！

　声にする間もなく心中でハーデスを罵ののしるが、それはスローモーションの中の出来事。

　主観時間が引き延ばされた一いつ瞬しゆんの中で、ミカエルは嫌いやになるくらいゆっくりとラッパに口をつけ、鳴らした。

「っぁ……!?」

「キャア！」

　途と端たんに響く不協和音。

　教会が悪あく魔まと断じた異端の神々のみを裁く音ね色いろ。




　ミカエルが吹ふくのは第一のラッパ。

　そのラッパが鳴り響く時。

　天からは血と雹ひようの混じった火の雨が降り注ぎ、地上の三分の一を焼き尽つくす。




「……!?」

　咄とつ嗟さに頭上を見上げたあたしの目に映ったのは赤い雨。

　おそらくは、悪魔だけを焼き殺す無む慈じ悲ひの雨だ。

　ミカエルがアイギスの傘かさを奪うばったのはこのためか……！

『雷霆ケラウノス』で蒸発させるのも間に合わない。

　そのまま為なす術すべなく雨に降られるしかない──そう思った時。

「お姉様！」

　叫さけぶような声とともに、誰だれかがあたしの上に覆おおい被かぶさった。
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　俺たちはルーと戦う内に、噴ふん水すいで有名なナヴォーナ広場の辺りに出た。

　広場というだけあってかなり広い空間になっており、平時であればたくさんの観光客と店が並ぶ姿を拝めるはずの場所だ。

　当然、今ここには俺たちと、上空から襲しゆう来らいする天使兵以外に誰もいない。

「クソッ！」

　天使兵たちは事前に与えられた命令に従っているのか、空から俺たちを見つけるや否いなや急降下して襲おそってくる。

　まるで猛もう禽きん類に襲われているような状態だが、すでにかなり数が減っている。

　ローマ各地で戦せん闘とうが起きているため天使が分散しているのもそうだが、俺たちの戦いに巻き込まれているのが原因だ。

「ッ！」

　突とつ如じよとして左の天使兵の体が真っ二つになる。

　その天使兵を殺した物の正体は、高速回転しながら飛来する魔剣だ。

「！」

　俺は魔剣に聖別銀ぎん弾だんを叩たたき込み、その軌き道どうを上に逸そらして潜くぐり抜ぬける。

　俺の頭上を通り過ぎた魔剣は、その勢いを失わずにさらに飛行し、再び天使兵と建物の陰かげに姿を暗ます。

「……ッ」

　──魔剣フラガラッハ。

　ルーの持つ宝ほう物もつのひとつで、自ら鞘さやより出いでて敵を殺すと云いわれる魔剣だ。

　その伝承通り剣自体が意思を持ち、敵を自動追つい尾びする。

『神槍ブリユーナク』を構えたルーと戦いながらだと、このフラガラッハの奇き襲しゆうが思いのほかキツい。

　まるで奴やつを二柱ふたり同時に相手にしているかのようだ。

（クソッ！　何でケルトの神話にはこうも敵を自動殺傷する装神具アーテイフアクトが多いんだ!?）

『──そりゃあ、想像し得る中でそれが一番強い武器だからだろ』

　バロールが苦笑い混じりに答えると同時に、再びフラガラッハが飛来する。

「ああ！　まったくその通りだな！」

　忌いま々いましく納得しながら、俺は転がってフラガラッハを躱かわす。

「雷火、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「俺はいいから前を見ろ！」

「ッ！」

　ルーの振り下ろした『神槍ブリユーナク』をブリュンヒルデが大剣でギリギリ受け止める。

　その一いち撃げきの威い力りよくで、彼女の足許にヒビ割れが走った。

　それほどに奴の攻こう撃げきは重い。

　ブリュンヒルデも剣の技量でよく持ちこたえているが、時が経たてば経つほどステータスの差は大きく響いてくる。

「ッ、ハアァ！」

　ブリュンヒルデの反撃。

　横よこ薙なぎに振るった竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グの一撃でルーを後退させる。

「ルー様!!」

「大丈夫だアリアンロッド」

　広場の隅すみで戦いを見守るアリアンロッドの悲鳴に、ルーは心配無用とばかりに『神槍ブリユーナク』を構え直してみせる。

　……アリアンロッドには魔ま眼がんで「待機」を命じてある。

　ルーもまた手伝わせる気はないらしく、彼女に「手を出すな」と伝えていた。

「……」

　ルーが神界を滅ほろぼすのに荷担した経けい緯いは明らかになった。

　ただ天華に脅おどされたとはいえ、奴が手を貸したのは事実。

　その事実に、アリアンロッドはショックを受けていた。

　それだけルーのことを信じていたのだろう。

　しかし、今は彼女の心情にまで構っている余裕はない。

「……ッ！」

　躱したタスラムが背後の空間を蹂じゆう躙りんする。

　天使兵の悲鳴が聞こえたが、右からの風切り音にすぐ頭を下げる。

　魔剣の剣先が制服を掠かすり、肌はだが薄うすく切り裂さかれた。

「チッ！」

　フラガラッハによってできた傷は癒いえることがない。

　掠り傷ならまだ問題ないが、血が溢あふれるようなダメージを負えばもうアウトだ。

　癒えない傷から血を流し続けて、いつか失血死する。

　タスラムの呪じゆ弾だんも浴びれば体が四散するだろう。

　だがやはり最も恐おそろしいのは『神槍ブリユーナク』だ。

　五つの穂ほ先さきを持つ光の槍。

　実のところ神話の中にブリューナクという名は出てこない。

　いわゆる「ルーの槍」はケルト神話の四大秘宝のひとつと云われる。

　しかし、その槍の正体には諸説あり、ドルイドから与えられた槍であるとか、アッサルの槍であるとか、他にも多くの異い称しようを持っているためハッキリとしない。

　ただルーが手にする槍が、スサノオの天あめの叢むら雲くもの剣つるぎと同じく、ケルト神話の『武』を象しよう徴ちようする最強兵器であることは間ま違ちがいない。

　あの『神槍ブリユーナク』は諸説あるルーの槍に関する伝承・機能・能力──その全てが備わっているはずだ。

　さらにその真価は投擲された時に発揮される。

　一度投じれば必中必殺。

　その穂先に宿る光にはダーナ神族の栄光が約束される。

　同じケルト神話に出てくる英えい雄ゆうクー・フーリンの槍ゲイ・ボルグもそうだが、彼かの神話に出てくる槍は投げた時にこそ最大の威力を発揮するのだ。

　ルーが『神槍ブリユーナク』を投じれば、その威力は天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ>に匹ひつ敵てきするだろう。

　バロールの魔眼はトリッキーだが、純じゆん粋すいな破は壊かい力で他の『レガリア』に劣おとる。

　なら躱せばよいのだが、それもできない理由があった。

　なぜなら、あの『神槍ブリユーナク』最大の脅きよう威いは、あれがバロールの魔眼を貫つらぬいたという逸いつ話わそのもの。

　バロールの直接の死因であるあの槍は、おそらくルーが投じれば確実に魔眼を刺し貫く。

　その隙すきを与あたえないために今は間断なく攻せめているが、純粋な攻こう防ぼうでは斃たおせそうにない。

　況ましてや、殺さずに斃すとなると……。

『──ウヒヒヒ、苦戦してるなぁライカ』

（バロール。キサマも手を貸せ）

『──何でだよ？　野や郎ろうが殺そうとしてるのはライカじゃねぇか』

（……）

『──それに、俺サマは復ふく讐しゆうってガラじゃねぇしな』

（もういい）

　まさか自分を殺した相手にすら興味がないとは……。

　どこまでも徹てつ底ていして、コイツは快と悦えつにしか興味がないらしい。

『──ウヒヒヒ、まあルーの野郎が無ぶ様ざまに膝ひざをつくのは見てみたい。条件は五分ぶなんだから、精々ライカも足あ搔がいてみろよ』

（……？）

　条件は五分だと？

　何を言ってるんだバロールは……バロール対ルーの戦いの結果は、神話にハッキリと描写されている。

　これ以上の不利となる相あい性しよう補正はないはずなのに……。

「!?」

　バロールとルーの戦いの結末を思い返しながら、気づく。

　同時に、ルーを見る。

「───」

　まだ。

　まだだ。確信と呼ぶには、まだ観察が足りない。

「ブリュンヒルデ！　もう少し持ちこたえてくれ！」

「応！」

　気持ちのよい返事。

　それに励はげまされながら、俺も全力でこの場を耐たえ凌しのぐ。

　その先に見え始めた勝機の光を決して見み逃のがさないために。
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　ローマ市街。南西部。

　ボク──櫛鉈姫子とマリアさんは、襲いかかってきたテスカトリポカ相手に苦戦を強しいられていた。

　隠かくれていた家か屋おくはすでに戦闘の最中に倒とう壊かいし、今はテスカトリポカにふたりして追われながら戦っているところだ。

「キャハハハハ！　お前弱そうなクセに結構強いじゃン！」

「うっうぅぅぅ！」

　挑ちよう発はつしてくる相手に何か言い返す余よ裕ゆうなんて当然ない。

　ボクにできるのはただひたすら逃にげること。

　相手の攻撃を凌ぎ続けること。

　それをギリギリ可能にしてくれているのは、スサノオから託たくされた戦闘経験値──そこから発生する敵の攻撃の先読みだ。

　本来、武術の達人たちにのみ踏ふみ入ることを許された領域。

　敵が動く前にその動きを読み、その上で自分はそれを防ぐ動きを行い、さらに敵がそれを読んでくるのを読んで動く。

　その無限の繰くり返し。

　正直、頭がパンクしそうだ。

　しかもただひたすら防ぼう御ぎよにのみ専念してこれだ。

　当然だけど、反撃をしなければ敵はいつまでも攻撃してくる。

　だけど敵の攻撃を防御するのと、敵に反撃をするのはまったく異なる。

　反撃には「イメージ力」が必ひつ須すだ。

　自分がこうすれば敵を斃せるという筋書きを描えがく力。

　そのイメージ力もスサノオならば当然持っているけれど、ボクにはそれと防御を並行して使いこなすことができない。

　ジリ貧。

　このままではいつかボクの集中力が切れて負けるのが分かる。

「キャハハハハ！」

　テスカトリポカも、結局は遊んでいるだけなんだ。

　ボクの中にあるスサノオの技量と戯たわむれているだけで、自分が負けるとは微み塵じんも思っていない。

　なぜなら彼女には未来を予知する能力がある。

　だから彼女には自分が負けない未来がすでに見えているのだ。

「うぐっ！」

　天あめの羽は々ば斬きりを弾はじかれそうになりながら、ボクは必死に無む駄だな抵てい抗こうを続ける。

　テスカトリポカの予知を上回るには、彼女の防御能力を飽ほう和わさせる攻撃を叩たたき込むしかないと雷火は言っていた。

　ボクの場合は天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ>とかだ。

　けど当然、天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ>みたいな大技を当てるには、敵の動きを止めなければならない。

　でもその拘こう束そくだって予知されるわけで。

　それを上回るにも、相手の回かい避ひ能力を超こえる方法がなければ無理だ。

　そんなのをボクが持っているなら、そもそも攻撃だって当てられる。

「……ッ」

　このままじゃボクだけじゃなく、マリアさんも死ぬ。

　それは嫌いやだな……。

　その時、ふと気がつく。

「っ!?」

　いつの間にかマリアさんの姿が見当たらない。

　さっきまでボクの後ろにいたはずなのに……！

　どこへ……!?

「……な！」

　テスカトリポカの攻撃を凌ぐ最中、視界の端はしにマリアさんの姿を発見する。

　彼女はボクの気づかない内にまだ無事な建物の屋根にのぼっていた。

　ボクがそれに気づくと同時に。

「───!?」

　テスカトリポカの表情も驚きよう愕がくに染まった。

「姫子さん！　敵から離はなれて！」

　マリアさんの声。

「チィッ！」

　テスカトリポカは舌打ちするとともに反転し、ボクを置き去りにマリアさんの許もとへと駆かけ出す。

　その動きは、明らかにマリアさんを警けい戒かいし、彼女を殺すための行動だった。

　だけど、それよりも早く──

「……クシエル!!」

　──マリアさんの背中から焰ほのおの翼つばさが広がった。

　あれはこの前、彼女が無理やり堕おろされた懲ちよう罰ばつの天使の力……！

「うっうあああああああ!!」

　マリアさんの絶ぜつ叫きようとともに、焰の翼がバラバラに解ける。

　解けた一本一本の翼は焰の鞭むちとなり。

　数百本を超える焰えん鞭べんの全てが、テスカトリポカめがけて上下左右から襲おそいかかった。

「くうぅぅぅ！」

　クシエルの力を使うマリアさんの表情は、遠目からでも歯を食い縛しばっているのが分かった。

　あの時、雷火と戦っていたマリアさんは途と轍てつもなく苦しそうだった。

　きっと今も同じだけの苦痛を味わいながら力を使っているんだ。

　ボクを助けると言った──あの約束を守るために。

「アアアアア！」

　焰の鞭はその全てが音速を超えるスピードで、あらゆる角度からテスカトリポカを襲う。

　テスカトリポカはマカナでそれを斬きり飛ばしつつ、マリアさんへと近づこうとしているが……たった一柱ひとりで防ぎ切るには、あまりに鞭の数が多かった。

　やがてテスカトリポカの予知とマカナを搔い潜くぐった一本の鞭が、その腕うでに巻き付いた。

「ヌオォ!?」

　腕が一本使えなくなれば、当然その分防御処理能力は落ちる。

　あとはもうあっという間だった。

　マリアさんの焰の鞭は、完全にテスカトリポカの手足を拘束してしまった。

「姫子、さんっ！」

「……ッ！」

　テスカトリポカを拘束したマリアさんの叫さけびを聞いて、ボクはようやく自分の役目に気づく。

　彼女は無理に天使の力を使って、もう限界が近い。

　彼女がテスカトリポカを焰鞭で拘束するに留とどめているのは、あの攻撃に敵を斃し切るだけの威い力りよくがないからだ。

　でもテスカトリポカが動けない今なら、ボクでも攻撃が当てられる……！

[image: ]

「我が神武の証あかしを天に奉たてまつる！」

　ボクは天羽々斬で空間を切り、天あめの叢むら雲くもの剣つるぎを召しよう喚かんする。

　白色に輝かがやく光の剣の柄つかは燃えるように熱かったが、握にぎり締しめると不思議なほど手に馴な染じんだ。

「天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ>ォォォ!!」

　ボクは肩かたに担かつぐように構えた天叢雲剣を全力で振ふり下ろしながら叫ぶ。

「!?」

　日本神話最強の『レガリア』から放たれた光の奔ほん流りゆうが、拘束されて動けないテスカトリポカをそのまま喰らい尽つくした。
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　あたし──神仙天華の顔の上に、熱い液体が降り注ぐ。

　それは真っ赤な血だった。

　その大おお柄がらな体であたしに覆おおい被かぶさって炎ほのおの雨から護まもったハーデスの……血。

「お姉、様……」

　その背中を炎に焼かれながら、ハーデスはあたしを呼ぶ。

　彼女が味わっているのはただの炎ではない。

　それは悪あく魔まを断罪する審しん判ぱんの炎。

　罪科を焼き、魂たましいを焼き、あらゆる苦痛を与あたえるもの。

　その痛みは火傷やけど程度では済まされない。

　なのに……。

「お姉様、ご無事で……」

　ハーデスはあたしの心配ばかりしてくる。

「大きな器うつわを選んで、よかった、です……お姉様を、護れて」

「……何なの」

「貴女あなたが、私を愛してくれたから……優しくしてくれたから……嬉うれしかった……から」

　これは一体、何の冗じよう談だんだろう？

　最初から利用していた。

　弱味につけ込んだだけ。

　甘い言葉で騙だましただけ。

　全然愛してない。

　一度も愛したことなんてない。

　切り捨てるつもりだった。

　むしろ死んで欲しかった。

　なのに。

　なのに、なのに。

　何でそんな「憐あわれ」な奴やつに、あたしは今庇かばわれている？

「お姉様……」

「……！」

　ハーデスは少し身を屈かがめると、ボソボソとあたしに耳打ちしてきた。

「お姉様……どうか、ご無事で」

「ぁ……！」

　あたしは何か言いかけたけど、自分でも何を言おうとしたのか分からなかった。

「───」

　そんなに動けるなら最初からやれとすら思うほど、そこからのハーデスの行動は素早かった。

　彼女の振るったアダマスの鎌かまが、道路のコンクリートを大きく切り裂さく。

　切り裂かれた道路を、ハーデスは鉱物を操あやつる力で宙へと浮うかせた。

「なっ!?」

　ミカエルが驚おどろいた時には、あたしたちの頭上に炎の雨を防ぐ屋根ができあがっていた。

「アッアアアァ！」

　その屋根の下を、ハーデスは大鎌を手に駆け抜ぬけた。

　長大な刃はと彼女の長い手足は、あっという間にミカエルを射程距きよ離りへと捉とらえる──




　──が。




　ブシュンッ!!

　肉が潰つぶれる音がする。

　血が弾はじける音がする。

　ミカエルの剣が……ハーデスの胸を刺さし貫つらぬいた音が、する。

「ハァ、ハァ……」

　さすがのミカエルもハーデスの猛もう反はん撃げきには肝きもを冷やしたらしく、剣を持つ手が震ふるえていた。

　けれど彼女の驚きはそれだけでは済まされなかった。

「!?」

　殺したはずのハーデスが、その両りよう腕うででミカエルの体を捕つかまえたのだ。

「このッ離せ！」

　ミカエルはハーデスを振りほどこうとするが、単純な力比べとなると膂りよ力りよくと魔ま力りよくが物を言う。

　自分の全てを──命すら──捧ささげて魔力を振り絞しぼるハーデスを、生き残ろうとしているミカエルが振りほどける道理がなかった。

　しかし、ハーデスにできるのはそれまで。

「クソッ！　神仙天華ッ、どこだ!?」

　ミカエルもそれに気づき、あたしの行方ゆくえを捜さがした。

　あたしからの攻こう撃げきさえ対処できれば問題ないと思ったのだろう。

　でも、彼女にあたしの居場所は絶対に分からない。

　なぜならあたしは今、その存在を世界の因果から消し去る『レガリア』──ハーデスの隠かくれ兜かぶとを被かぶっていたからだ。

「……『雷霆ケラウノス』」

　あたしは小さな呟つぶやきとともに、最大威力の『雷霆ケラウノス』でミカエルの体を消し炭にした。

　その女を捕まえて離さない……ハーデス諸もろ共とも。

「ッッッッッッ」

　ミカエルの断だん末まつ魔まは稲いな妻ずまの響ひびきに打ち消され、まったく何を言っているのか聞き取れなかった。

「───」

　もちろん、ハーデスが最さい期ごに何を言ったのか、言ってないのかすら、あたしには分からなかった。

　ミカエルが死に、炎の雨がやむ。

　ハーデスが死に、屋根代わりになっていたコンクリートが落下する。

「……」

　あたしは隠れ兜を被ったまま歩いて、ミカエルに投げ捨てられたアイギスの傘かさを拾った。

「……」

　あたしは一度だけ、ハーデスの死んだ場所を振り返った。

　そこは当然、先程落下したコンクリートの下した敷じきになっていて、彼女のいた痕こん跡せきを完全に圧おし潰つぶしてしまっている。

　仮にそこを掘ほり起こしたところで、黒い燃え痕あとが見つかるだけだろう。

「……」

　あたしは間ま違ちがっていない。

　あたしはおにーちゃんと幸せになるんだから。

　それ以外のことはどうなっても構わない。

　それでいいんだ。

「……」

　あたしは雨も降っていないのに傘を広げてひとりで歩き出した。

　予定外の戦せん闘とうを挟はさんじゃったけど、同盟と教会が潰し合うのを待つという方針に変へん更こうはない。

　もうしばらく時間を潰そう。

　特にやることもないけれど。

「……」

　暇ひま潰つぶしにおにーちゃんのことだけを考えようと思ったけど、なぜかもうついて来ないはずの奴が邪じや魔まをして、上う手まくいかなかった。

[image: ]
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　俺たちとルーの戦いは激しさを増していた。

　ナヴォーナ広場の美しい噴ふん水すいはとっくに粉々になり、残された水道管から水が噴ふき出ている。

　水みず浸びたしの広場をさらに濡ぬらすのは天使たちの血。

「クッ！」

　フラガラッハを避よけきれない回数も増えている。

　制服はもうすでにズタズタだ。

「───」

　だが、ようやく見えた。

　奴を斃たおすべき勝機が！

「ブリュンヒルデ！」

　俺はマガジンチェンジャーで弾だん倉そうを交こう換かんしながら叫さけぶ。

「後退しろ！」

「「……!?」」

　その指示に当のブリュンヒルデも、敵であるルーも驚きよう愕がくの色を示した。

　距離を空ければ『神槍ブリユーナク』の投とう擲てきが来る。

　その威い力りよくは天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモ>と同等。

「ッ！」

　一見不可解な指示に、だがブリュンヒルデは迷いなく従った。

　彼女は俺のすぐ傍そばまで退さがる。

「……」

　一方のルーは困こん惑わくしながらも、すでに投擲の構えを取っていた。

　目の前に転がった最大のチャンス。

　一いつ瞬しゆんの疑念は湧わけど、戦士としての本能がそれを見み逃のがせるハズがない。

『神槍ブリユーナク』の五つの穂ほ先さきが伸のびる。

　光の穂先はその輝かがやきの激しさを増し、日にち輪りんの後光の如ごとく俺たちの目を眩くらませた。

「魔穿ち万象ブリユ灼く閃光ーナク！」

　ルーの叫びとともに、『神槍ブリユーナク』がその手から放たれる。

「ブリュンヒルデ！　終末の焰ラグナロクだ！」

　それはふたりで決めた合図。

　三ヶ月前にブリュンヒルデが覚かく醒せいさせた真の『レガリア』の発動合図。

「───ッ！」

　ブリュンヒルデの鎧よろいが変化するとともに、一神話体系に終しゆう焉えんを齎もたらす黒き焰がその神剣に宿る。

「!?」

　その黒こく焰えんを見てルーが再び驚愕する。

　彼はその焰を天華の能力と誤認していた。

　彼は俺たちに『神槍ブリユーナク』に対たい抗こうし得る力があると知らなかったのだ。

「ハアアァ!!」

　ブリュンヒルデがノートゥングを振ふり下ろす。

　神剣と『神槍ブリユーナク』が激げき突とつし、黒と白の光が激しく瞬またたいた。

　パワーは一見互ご角かくに見える──だが、ブリュンヒルデが振るうのは世界を滅ほろぼす焰。

『神槍ブリユーナク』から溢あふれ出る輝きを、漆しつ黒こくの焰が侵しん食しよくし、蹂じゆう躙りんする。

　かつてゼウスの『雷霆ケラウノス』をも喰らい尽つくした時の光景をそのままに、ブリュンヒルデの『レガリア』がルーの『神槍ブリユーナク』を打ち破った。

　闇やみの焰が弾けて爆炎を撒まき散らす。

　その下を、俺は駆かけ抜けた。

「……ッ！」

『神槍ブリユーナク』の行方に一瞬気を取られたルーは、俺に対する反応が遅おくれる。

　それでもなお奴やつの判断は速かった。

　奴の翳かざした右手から魔弾タスラムが発射される。

　俺はそれを『残滓ケイオス』を込めた銀ぎん弾だんの一点集束フルバーストで撃うち落とした。

「な、に!?」

　奴は俺が天華から『残滓ケイオス』を奪うばっていたことも知らなかった。

　あまりに多くを知らなさすぎた。

　人間の狡こう猾かつさを。

　俺たちのことを。

　もしコイツが今更ではなく。

　もっと以前から俺たちや、人や、お互たがいのことについて関心を持っていたなら。

　もっといろんなモノが違っていたかもしれない……！

「ッ！」

　ダンッ!!と俺は『残滓ケイオス』で強化した足で大地を踏ふみ、一気にルーとの距きよ離りを詰つめる。

　下から抉えぐり込むように奴の顔を見上げる。

　奴の見下ろす瞳ひとみに、俺の左目が映り込む。

　──第二次モイ・トゥラの戦い。

　ケルト神話において、ルーとバロールが直接激突した大戦。

　この戦いの中でルーはバロールの魔ま眼がんを射い貫ぬき殺した──が、その勝利はなにも一方的なものだったわけではない。

　ひと睨にらみで敵を殺し尽くすフォモール族の王バロールは、ダーナ神族にとって最大の脅きよう威いだった。

　そこでルーは自軍の多くを囮おとりとして前線に立たせ、自分はバロールの魔眼の届かない後方で待機していた。

　やがてフォモール族が劣れつ勢せいに立たされると、バロールはやむなく魔眼を使わされる。

　魔眼によってダーナ神族の多くが死んだが、その時ルーは風よりも速く駆ける愛馬に騎き乗じようして戦場を駆け抜けた。

　そうして魔眼を使い終えた直後のバロールに急接近し、次の魔眼を使わせる間もなくブリューナクを投擲──バロールの魔眼を射貫き、ダーナ神族を勝利に導いたのだ。

　それが第二次モイ・トゥラの戦いの粗あら筋すじ。

　ここで注目すべきことは、ルーは最初バロールから距離を取っていたこと。

　なぜそうしたのか？

　バロールはなぜ五分ぶと言ったのか？

　それは──ルーにとってバロールの魔眼は警けい戒かいすべき脅威であると、神話上にハッキリとした描びよう写しやで記述されているのだ。

　つまり『神槍ブリユーナク』がバロールに対して最大の弱点であるように。

　魔眼もまたルーにとって最大の脅威となる。

　逸いつ話わがお互いの相あい性しように影えい響きようを与あたえるならば。

　本来、格下でなければ効かない『支配』の魔眼も、相手がルーであるならば無条件で効力を発揮する！

　戦闘中、ルーは不自然なほど俺と視線を合わせなかった。

　その観察結果が、この推測を後押しする。

「俺に隷従したがえ、太陽神ルー!!」

「───ッ」

　魔眼に飲まれたルーの手足がピタリと止まる。

　完全に彼は魔眼の支配下に置かれた。

　殺さずに済んだ。

　その安あん堵どが、一瞬の気の緩ゆるみを生んだ。

「雷火ぁ！」

「……!?」

　突とつ然ぜん、横からブリュンヒルデが俺に飛びかかり、ふたりの体を地面へと投げ出した。

　いきなり何を──そう言いかけて。

　ブシュッ!!

「なっ……!?」

　──ルーの胸に突つき立ったフラガラッハと、噴き出した血を浴びて、俺はようやく何が起こったのかを悟さとった。

　フラガラッハは自律する魔ま剣けん。

　たとえルーを『支配』したとしてもその動きは止まらない。

　一瞬気を抜いた俺は危あやうくその刃やいばに斃されるところだったが、ブリュンヒルデのおかげで助かった。

　一方、目標を見失った魔剣はそのまま勢い余り、己おのが主あるじであるルーの胸を刺さし貫つらぬいてしまったのだ。

「ルー！」

「ルー様!!」

　アリアンロッドが悲鳴を上げてこちらへと走ってくる。

「あ、あぁぁ……！」

　彼女は血ち塗まみれになりながらルーの体に縋すがりつく。

「……、……、」

　胸を貫かれながら、ルーは決して倒たおれなかった。

　血の気けの引いた蒼あおい顔でありながら、直立不動のまま俺を静かに見下ろしてくる。

「よもや……この私が敗北するとはな」

　それは俺に対して言ったのか、それともバロールに対して言ったのか。

「ルー様、今すぐ治ち療りようしますから喋しやべらないで……」

「……無む駄だだアリアンロッド。フラガラッハの傷は我が宝ほう物もつを以もつてしても決して癒いえはしない」

「……ッ！」

　アリアンロッドの顔が涙なみだで歪ゆがむ。

　ルーは口の端はしからゴポリと血を溢れさせながら、それでも優しげな手つきで彼女の頭を撫なでる。

「アリアンロッド……運命を見守る女め神がみよ。汝なんじは我らが眼、我らが耳となって、この世界の行く末を見届けよ。それが私の、最さい期ごの頼たのみだ」

　やはり……ルーがバロールの監かん視し役としてアリアンロッドを地上に寄よ越こしたのは、彼女を逃にがすためだったのか。

　それからルーは再び俺に視線を向ける。

「神仙雷火……貴公は、あの女を救うと言ったな？」

「ああ」

「その言葉に噓うそはないか？」

　ルーは硬い声で俺を問いただした。

　おそらく、神界を滅ぼした黒い焰と『残滓ケイオス』を持つ俺たちが、本当は天華と繫つながっているのではと疑っているのだろう。

　それは当然抱いだいて然しかるべき疑いだ。

　だからこそ、俺は決して彼から目を逸そらさずに頷うなずいた。

「必ず俺の手で妹を止めてみせる」

「……その目を信じよう、ミレーの末裔ミレシアン」

　そう言うとルーの瞼まぶたが落ち、その体はゆっくりと崩くずれ落ちる。

「ルー様ぁー！」

　アリアンロッドの悲痛な涙声が、破は壊かいされたナヴォーナ広場に悲しく響ひびき渡わたった。
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　バチカン。聖庁。

　その報は真っ先に私──大聖女の許もとに届けられた。

「レイが、死んだ？」

「はいっ……！」

　報告をする衛兵の声は震ふるえていた。

　その態度が、それが虚きよ報ほうではないと告げている。

「彼女を殺したのは誰だれですか？」

「れ、例の神仙天華と、その仲間です」

「二柱ふたりがかりで殺されたと？」

「はい……あ、ですが内一柱ひとりとは相討ちに」

「相討ちになったのは誰ですか？」

「報告にあった特とく徴ちようからすると、おそらくギリシャ神話のハーデスかと」

「そうですか。それで、神仙天華の方は？」

「現在、バチカン周辺をうろついています。目的は不明」

「……」

　最強の天使ミカエルと引き替かえにしてようやく敵一柱ひとり。

　最悪の敵と目される神仙天華はなお健在。

　テルミニ駅で罠わなを張っていたドミトリからの連れん絡らくは未いまだない。

　先程からいい報告がひとつもなかった。

　衛兵の声が震える気持ちも分かる。

　けれど。

「まあ、仕方ありませんね」

「……え？」

　ため息をつく私に、衛兵がなぜか目を丸くした。

　そのポカンとした顔が少し間ま抜ぬけで、ちょっと可お笑かしい。

「どうかしました？」

　クスクスと笑いそうになるのを堪こらえて、私は小首を傾かしげる。

　敵は正しよう真しん正しよう銘めいの神。

　最初から犠ぎ牲せいが出るのは想定内。

　いきなり最強の駒こまが落ちたのは痛手だが。

　まあしかし戦いくさとはそういうものと聞いている。

　なら、何の問題もないのでは？

　と。

「ここはもういい。持ち場に戻もどれ」

　その時、私の護衛に残っていたクレイが話に割り込んできた。

「は、はい」

　クレイに促うながされ、ポカンとしていた衛兵は部屋を去る。

「大聖女様」

「え？」

　クレイは無言でジッとこちらを見つめてきた。

　その視線に、ああ、と私は気づく。

「私、またやってしまいました？」

「ああいう時は、もう少し悲しそうにしてください」

「ごめんなさいね」

　私は迷めい惑わくをかけたクレイに謝る。

「けど、戦いに不確定要素が付き物だと言ったのは、クレイ、貴方あなただった気がするのだけれど？」

「……確かに言いました」

「でしょう？」

　まあ、だからどうというつもりもないけど。

　それにこういう時は大体周りが正しい。

　だって私にはそういうことがよく分からないから。

　私が考えているのは、皆みなを救うことだけ。

　それしか私には分からない。

　なぜなら、私はそのために生まれたのだから。

　ほかのことは左さ程ほど気にはならない。

「ええと、確かこれで全勢力１人ずつ戦力を失ったのでしょうか？」

　教会私たちがミカエル。

　同盟がハーデス。

　それから──

「先程サミュエルから太陽アポロンを墜おとしたと報告がありましたから、それであっています。まだ戦せん況きよう報告の上がっていないところもあるでしょうが」

「戦局は常に推移している、ですね」

「はい」

　万ばん全ぜんの準備を施ほどこしても、戦争は何が起こるか分からない。

　私たちはそれらを制して勝たなければならないのだ。

　人々の救済のために。

「大聖女様！」

「あら？」

　その時、さっきとは別の衛兵が部屋に飛び込んできた。

「バチカン領内に侵しん入にゆう者です！　恐おそらくは件くだんの新生神話同盟の一柱ひとりかと……！」

　敵の襲しゆう来らいを告げた彼は顔面蒼そう白はくだった。

　レイの死の報告に来た彼といい勝負だ。

　ただそのまま怯おびえさせておく意味もないので、私はできるだけ落ち着くように彼の肩かたをやさしく叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。敵の撃げき退たいには、彼女が今向かっていますから──」
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　バチカン領内。

「ふむ、我われが一番乗りか」

　我──シヴァは例のバチカンとやらの領内に踏ふみ込み、呟つぶやく。

　新生神話同盟の仲間……いや、『遺骸レリツク』争そう奪だつ戦を競う者共の姿は見えない。

　どうやら敵に見つかって戦せん闘とうになり、足止めを喰らっているようだ。

　あるいは状じよう況きようの推移を観察しているのか？

　まあ、どちらでもよい。

　戦は常に機先を制するべきものだ。

「あのような小こ娘むすめの思い通りになどなるものか」

　我は同盟の主しゆ催さい者しやだった者の顔を思い浮うかべながら、止めていた足を再び前へと動かす。

　ベリベキベリ……我が一歩進む度たびに、足許の地面は破壊され、嵐あらしの権能によって大気は乱れて風が渦うず巻まく。

　何のスキルも使用せずとも、漏もれ出る神性が破壊を齎もたらす。

　三神一体トリムールテイの一柱ひとり。旧世界の破壊を司つかさどる我を阻はばむ者はなし。

　我が通ったあとはただ破壊の痕あとのみが残される。

「……む？」

　その時、我わが眼前に女が現れた。

　ハーデスほどではないが長身のその女は、腰こしに長なが物ものを提さげていた。

「キサマ、教会の者か？」

「まあね。名前はスレイ・リズ。覚えなくていいわ」

　女──リズは我われを前にしても構えすらしなかった。

　ダランと脱だつ力りよくしたままの自然体。

　一いつ瞬しゆんこちらを侮あなどる不ふ遜そんかと思いかけるが──

「ようやく気の〝練り〟が終わったから、ちょっと肩慣ならしさせて」

　──不意に、その姿が我のよく知る姿に似る。

　英えい雄ゆう神ヴィシュヌ。

　インド神話最高の武神が、目の前の女の姿と被かぶる。

「!?　破壊のトリシユー……」

　一気に振ふり切れた警けい戒かい心に従い、我は『レガリア』を使おうとした。

　使おうとしたハズだった。

「……かっ」

　気がつけば視界が回転していた。

　クルクル　クルクル

　それが、自分の頭が回っているからだと一いつ拍ぱく遅おくれて気づく。

「ん。悪くないか」

　我わが首を斬きり飛ばした女は、いつの間にか我われの──正確には首のない体の──背後に回ってすでに武器を納めていた。

　神我を屠ほふったことなどまるで感かん慨がいにない様子で。

「こっちの準備はできてるぞ……早く来い、雷火」

「……っ」

　その女がどこか遠くを見ながらそう呟いたのを聞いたのを最後に、我の頭は地面に落ち、そのまま意識は闇やみに吞のまれた。
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エピローグ









　ルーの亡なき骸がらの傍そばにアリアンロッドを残し、俺たちは橋を渡わたった。

「もうすぐバチカンだ。周囲を警けい戒かいしておけ」

「分かった」

　俺もブリュンヒルデも周囲を警戒しながら先へと急ぐ。

　市街のあちこちから聞こえていた戦闘の音はまだ続いているが、いくつかは止やんでいた。

　それは決着がついたからなのだろうか。

「……っ」

　ルーの死に顔を思い出し、俺は奥歯を嚙かみ締しめる。

　また……死なせてしまった。

　もう二度と犠ぎ牲せいなど出したくなかったのに。

　おまけにここからでは他が今どうなっているのかも分からない。

　仲間はどうなったのか？

　教会側の対応は？

　師し匠しようは何をしている？

　天てん華かは今どこに？

　戦局は刻々と移り変わる。

　勝機は未いまだに見えてこない。

　ただ確かなのは……まだ何も終わっていないということだ。

　だから、今は前を向く。

　前へ前へと走り続ける。

　それ以外の選せん択たく肢しなどない。

　やがて、バチカンの象しよう徴ちようともいえるサン・ピエトロ大聖堂が見えてきた。

　ここから先は教会の本ほん拠きよ地ち。

　おそらく、この先に待ち受けるのはこれまで以上の試練だろう。

　だが、俺たちは往ゆく。

　天華を止めるために。

「行くぞ、ブリュンヒルデ」

「ああ」

　俺とブリュンヒルデはバチカンの中へと踏ふみ込む。

　その先に、一体何が待ち受けているかも分からないまま。

　ただ希望を信じて、ふたりで前へ進んだ。


─了─










あとがき









　──読者の皆みな様さま、この度も『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第８巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

（ブリュンヒルデ：以降『ブ』）「う、うむ！　私からも誠に感謝させていただこう！　……こ、こんな感じでいいのか？」

（雷らい火か：以降『雷』）「微び妙みように変だがまぁいいんじゃないか？」

（ブ）「そうか。ならよかった」

（雷）「不慣れ感が物もの凄すごいがな」

（ブ）「仕方ないだろう。は、初めてなんだから」

（雷）「そういえばお前があとがきに来るのは初か」

（ブ）「いつもは天てん華かやシャルロッテたちとやっているのだろう？」

（雷）「ああ、いつもはかなりカオスな空間になる」

（バロール：以降『バ』）「そして今回もここからカオスになる！」

（雷）「バロール!?　なぜキサマがここに!?」

（バ）「何だ何だ、こんな面白そうな場所があるなら俺サマも誘さそっておけよ。水みず臭くさいなーライカは」

（雷）「あえて言わなかったんだあえて」

（バ）「ウヒヒヒ、だろうな！」

（雷）「分かってるなら来るな！」

（バ）「相手が嫌いやがるからこそあえてする！　それが俺サマイズム！」

（雷）「最低最悪だな。知ってたが」

（バ）「まあそう言うなよ。ブリュンヒルデがあとがき処女を卒業したお祝いに赤飯炊たいてきたから」

（ブ）「処ッ!?」

（雷）「お前絶対狙ねらってやってるだろう!?」

（バ）「本編で俺サマだけ除のけ者ものにした仕返しだ！　今から徹てつ底てい的に百万文字くらい使って弄いじり倒たおしてやるから覚かく悟ごしておけ！」

（雷）「ページが足らんわ！」




（ブ）「ええっと、雷火とバロールが喧けん嘩かを始めてしまったので私が謝辞をさせて貰もらう。イラストレーターのよう太た様。今回もまた素晴らしい表紙とイラストを描えがいていただき、誠に感謝する。コミカライズのしのはらしのめ先生も毎号私たちの活かつ躍やくを描いていただきありがとうございます。また担当様に編集長様、デザイナー様に営業様、流通様に書店員様々方、そしてこの本を買ってくださった読者の方々、毎巻応おう援えんいただき誠に感謝いたします。前巻から続く【ラグナロク編】も怒ど濤とうのバトルが続いているが、次巻もこのままノンストップで行くらしいので、どうかこれからも応援してくださると私も嬉うれしい限りだ」

　──ではでは、次巻もよろしくお願いします！





２０１７年11月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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